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    勇者。


    その存在は人類の希望であり、仰あおぎ見るカリスマであった。


    人類は勇者の活躍に自みずからの夢を託した。


    自らの夢を彼らの冒険に。彼らの偉業に。


    しかし人々は忘れている。


    自らにも力はあること。


    人類の本当の力は知性と協力する力であることを。


    人々は自らの内に眠る力を忘れ、勇者に夢中になる。


    勇者はその期待を背に世界を巡る。


    前ぜん人じん未み到とうの原野。


    底知れぬ深しん淵えんの洞どう窟くつ。


    行列の絶えない定食屋。


    いま四十代女子にブームの最新フィットネス器具。


    勇者は世界を巡る。


    本来の目的を忘れ、魔王を忘れ。

  


  
    ──勇者大迷走時代の真っ最中である。
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    　王都アリア。


    　明るい陽ひの光が燦さん々さんと石いし畳だたみを照らし、行きかう人々も活気に満ちている。


    　最近流は行やりのオープンテラスを備えたカフェもほぼ満席。


    　客はほぼ若い女性。流行りの服装に流行りのメイク。そしてテーブルには最近流行っているらしい、ベリーと生クリームたっぷりのパンケーキ。なにがおもしろいんだか、弾はじけるような笑い声をあげている。


    　──ルディ・シュミットは勇者である。


    　ルディはカフェの向かいにある古びた酒場の入り口に腰を下ろし、勇者特有の鋭い観察眼をもって、カフェの様子を観察していた。


    　流行りのカフェでリア充がなにを楽しんでいようが、基本的に勇者には関係ない。勇者はパンケーキに並ばない。


    　流行りのカフェでリア充がなにを楽しんでいようが、基本的に勇者には関係ない。


    　勇者はパンケーキに並ばない。カフェラテも飲まない。飲むとしてもラテアートを一顧だにせず飲み干す。


    　とはいえ、クエストがどこに転がっているかわからない。パンケーキに夢中になっている女子がガーゴイルに襲おそわれれば勇者の出番だ。できれば襲われてほしい。


    　そして出番を待っているのであれば、普通にカフェに入ればいいのであるが……。


    　──ルディ・シュミットは貧乏である。


    　しかも、近年まれに見るほどの金欠具合なのである。


    　やたらと生クリームの載ったパンケーキどころか、コーヒー一杯にすら回す金はない。


    「くそっ……ソニアのヤツ」


    　以前、コーポ勇者に転がり込んできた賢者のソニアは、会長を紹介してくれると言い残し去っていった。会長とのコネさえあれば、貧乏暮らしともおさらば。ルディは大いに期待していたのだが……。


    　まさか美容協会の会長とは……。


    　化粧品の試供品が大量に届いただけ。とんだ肩透かしである。


    　結局、ルディの懐ふところ事情は一切解決していない。日々悪化の一途をたどっているのだ。


    　そして金欠であるが故ゆえに、ある問題が発生していた。


    　──ルディ・シュミットは家賃滞納者でもある。


    　家賃滞納者とは文字通り家賃を滞納している者である。


    　先月、そして先々月と家賃を払っていないのだ。


    　明日を夢見る若き勇者が集うコーポ勇者、当然ながらコーポ勇者にも大家さんは存在する。そして大家さんは家賃を取って生計を立てる存在である。よって相手が勇者であろうと、一切の手加減なく取り立てるのだ。


    「コーポ勇者の大家さんは怖いから、絶対に家賃だけは払いなよ」


    　入居直後にそうアドバイスしてくれたのはたしかクリストフだったか……。


    　どれほど鍛きたえられた勇者であろうと、大家による取り立てを逃のがれた者はいない。暴力、拷ごう問もん、親類を人質に取る、いかなる方法をもってしても大家さんは家賃を取り立てる。


    　間違った勇敢さを発揮し、大家の返り討ちにあった家賃滞納勇者はひとりやふたりではないとの噂うわさだ。


    「大家さんってね、サブミッションを極きめたら、どれだけタップしても笑顔で折るんだよ」


    　いつもヘラヘラとした笑みを絶やさないクリストフ。あのときが真顔を見た最初の瞬間だったか……。


    　そんなコーポ勇者、最大の掟おきてをついに破ってしまった。


    　現在のルディにとって大家さんとのエンカウントこそ最悪の事態。


    　よって自分の部屋でゴロゴロなど自殺行為に等しいのである。


    　──なぜ自分は家賃滞納者になってしまったのか。


    　ルディはカフェの客を眺めながら自みずからの心に問う。


    　やはり真ま面じ目めすぎる性格が問題なのだろう。


    　ルディは本気でそう自己分析をしている。


    　普通は不真面目さこそが家賃滞納の原因となるのだが、自分の場合は反対に真面目が故ゆえに家賃を滞納しているのだ。


    　勇者とはなにか……。勇者業界とはなにか……。そしてルディは勇者としてどのように生きるべきなのか……。


    　そんな懊おう悩のうが頭を満たし、生活のことにまで気が回らなかったのだ。


    　真面目すぎて、夜眠れないので、午前中に起きる気がしない。


    　真面目すぎて、午後に起きると、バイトなどには行けない。


    　真面目すぎて、バイトには行けないので、家賃は払えない。


    　生き方に迷う勇者特有の大胆な三段論法によって、真面目すぎる性格が故の家賃滞納。そのように結論づけることが妥当だと判断したのである。


    　ルディの若々しい感性と勇者としての正義感、そして実存への問い、あと少々の経済観念のなさ。さらには「働いたら負けかな」との思い。


    　それらが招いた仕方のない不幸な事故なのである。


    「まさに事故としか言いようがないな……」


    　ルディは自分に言い聞かせるようにひとり呟つぶやく。


    　しかしいかに事故であっても、保険が効かないタイプの事故、残念ながら、金銭的な補償は発生しない。


    　逆に本当に事故に遭って、当たり屋的に金でも巻き上げてやろうか……。


    　勇者の身体能力をもってすれば、車に激突する瞬間にギリギリ身をかわして、あたかも当たったかのように見せることも可能かもしれない。そうすれば怪け我がの心配なく当たり屋を……。


    　そんな物騒なことを考えていたときだった。


    　ルディの腰掛けていた、石階段の後方。


    　ちょうど真後ろに位置する扉が突然開いた。


    　勢いよく扉がルディの背中にぶつかる。


    「おい、ちょっと……」


    　迷惑そうに呟つぶやくルディ。これが車だったら大怪我である。しかも保険に入ってないので、ただ怪我をするだけだ。


    　先ほどの計画からすると扉をかわせて当然なのだが、真昼間なので酒場は営業時間外であると思い込み、油断していたのだ。


    「おっと、なんだ、こんなとこに？」


    　酒場の中から現れた男が扉ギリギリに立つルディに少し驚いた顔をする。


    　一瞬交差するルディと男の目。


    　怪我もなかったのだから、お互いそれでなにもなく終わりのはずなのだが……。


    　オシャレで伸ばしているわけではないことがひと目でわかる無ぶ精しよう髭ひげ、そしてまったく周囲の目を気にしていないボサボサの髪型。そして昼間にもかかわらず酒の匂におい。


    　一見するとホームがレスになってしまった人であるが、その眼光は鋭い。


    　ルディの勘が告げる。


    　──こいつは勇者だ。しかもかなり本格派の。


    　おそらく長い冒険の旅から戻り、酒場で何か月かぶりに杯さかずきをあおり、その疲れをいやしていたのだろう。


    　ルディは直観的にそう判断する。


    　勇者の力量は姿に現れる。身体からだの肉づき、立ち姿、歩行のスムーズさ、仕草ひとつひとつにもその片へん鱗りんを感じることができるのだ。


    　お互いがお互いの力量を品定めするかのような視線。まるで剣の戦いで間を取り合っているかのようだ。


    　そして先手を取ったのは見知らぬ男の方だった。


    「ふふ……わかるぜ、お前、俺と同類だな」


    　男はそう言うとにやりと笑う。


    「まあ、そうかもしれませんね」


    「そうだろ。お前も…………貧乏だな」


    　男の鋭い眼光はルディの経済状況を見抜いていた！


    「そっちじゃなくないっすか？　お互い勇者だな……的な？」


    「ああ、そっちか……、本当だ。言われてみりゃ、お前、勇者丸出しだな」


    　男はルディを改めて一いち瞥べつする。ルディは旅人っぽい服に大きめの袋、そしてツンツンに立てた勇者ヘアー。いかにも勇者なスタイルである。


    「なんか、勇者と勇者が出会って、お互いの力量を見て、『……こいつ、できるな』的なイメージだったんですけどね」


    　ルディはすっかり気が抜けてしまっていた。


    　直観では、男はかなりの実力を持った勇者だと思われた。そんな男との偶然の出会い。なにか現状を打破できるきっかけになるんじゃないかと思ったのだが。


    「あー、そういうタイプのね……。もうさ、年食ってくるとさ、面倒になってくんだよな、そういうの。わかるよ。お前、そこそこ腕があんだろ。で、腕があるのに仕事はない。あと貧乏」


    「まあ、そんな感じっすけど……もう少し、なんていうか、……こいつ、できるな感を」


    「おっさんにそんなの期待すんなって。できる、できる、俺もお前も、超できる」


    　男はそう言うと、バシバシとルディの腕を叩たたく。


    　男の態度には一切、できる勇者同士の邂かい逅こうっぽさがない。


    　代わりにあるのは独特の人ひと懐なつっこさ。


    「ちょっと、馴なれ馴なれしいな」


    　ルディもそれに釣つられて、ついついため口で応答する。


    「まあ、いいじゃねーか。勇者と勇者の出会いに堅苦しさはいらねえよ。それでなにかあったのかい？　暗い顔してるぜ。勇者が暗いとあんまりいいことないぜ」


    　男はそこまで話すと、「入んなよ、一杯奢おごるぜ」と酒場を指さし、笑顔を浮かべる。


    　その笑顔に釣られて、ルディは店の中へと入ったのだった。
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    　男に連れられて入った酒場はまさにその男にぴったりの雰囲気だった。


    　薄暗く、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言えない。


    　カウンターと立ち飲み用の小さな丸テーブルがいくつか。どれも古びてすすけている。


    　男に従ってカウンター席に腰掛けるルディ。


    　男はもう一杯酒を頼み、未成年であるルディにはお茶が出される。


    「若いヤツは知らないだろうけど、昔は勇者御ご用よう達たしの店だったんだぜ。まあこうやって、勇者同士が知り合うにはぴったりの場所ってとこだな。で、どうしたんだい。なんか悩んでそうだったけど。先輩勇者が相談に乗るぜ」


    　男はそう言うと、自分のグラスを傾ける。


    　本来は赤の他人に悩み相談などするルディではない。


    　むしろ見知らぬ人と話すこと自体、苦痛に感じるタイプだ。


    　しかし、不思議なことにルディは悩みを打ち明ける気になっていた。なぜそんな気になったのか、自分でもわからない。男の持つ人ひと懐なつっこさのせいなのか、それともこの男のまとう勇者としての独特のオーラがそうさせるのか……。


    　ルディも男にならって、お茶の入ったグラスを傾ける。


    「マジでクソっすよ！　なんで俺が売れないんすか！　自然にクエストの依頼とかあってもいいでしょ！　古代遺跡も行ったし！　ドラゴンとも会ったし、売れっ子の勇者とバトって勝ったのに！　節穴っすか？　節穴タイプの目の持ち主しかいないんすか？」


    　ルディは胸中に沈殿していた不満を一気にぶちまける。


    「いきなり、飲み会の終わりのノリじゃねーか……」


    　男は若干引いていた。


    　しかし、酒場の雰囲気がそうさせるのか、そもそも相当溜たまっていたのか、ルディの愚ぐ痴ちは止まらない。勇者業界への不満、自分の境遇への不満、今後の展望の見えなさ、そんなことをときには口汚く、ときにはさらに口汚く、主に口汚くぶちまける。


    　男はそんなルディの話にじっと耳を傾け、ルディが話し終えるのを待つ。


    「まあ、いまどきの勇者はいろいろややこしいからな」


    「そうなんですよ。トークショーとかグルメレポートとか勇者の仕事じゃないっすよ！　腐ってるっすよ、この業界」


    　すっかり気を許したルディ。自分の思いのたけを吐き出す。


    　──少し言いすぎたか。


    　そう思ったルディであったが……。


    「まあ、そうだな。いまの業界はロクなもんじゃないな。やっぱり勇者は風のように自由じゃないとな」


    　男は真ま面じ目めな顔でそう答える。


    　ルディはてっきりたしなめられると思っていた。


    　若いうちには我慢も必要だとか、大人には大人の事情があるとか、そんなお説教が返ってくるとばかり思っていたのだ。


    　まさか自分の考えに同意してくれる大人がいるとは想像すらしていなかった。


    「俺もさ、事務所とか勇者協会とかそういうゴチャゴチャしたの嫌いでさ。結局は自由にやってんだけどさ。なんていうかさ、古き良き勇者っていうかさ、昔ながらのスタイルってやつかな。まあ、いまどき流は行やんないかもしれないけどな」


    　男はそう言うと少し照れ臭くさそうに頭を掻かく。


    　──古き良き時代の勇者。


    　ルディの心にその言葉が突き刺さる。


    　心臓をギュッと鷲わし掴づかみにされたような感覚。


    　そしてその後、止まっていた心臓が動き出し、一気に体中に血液が駆け巡ったかのような胸の高鳴りと興奮。


    　そう、ルディが憧あこがれていた勇者は現代の勇者ではない。伝説として語り継つがれる古き良き時代の勇者なのだ。


    「若いんだから、あんまり小さく考えちゃいけないね。世界は広いぜ。そんな広い世界を鳥のように自由に巡る。それが勇者だろ」


    　男はそう言うと力強くルディの背中を叩たたき、立ち上がる。


    　ルディの考えていた大人像とまったく違う。


    　こんな自由な大人がいたとは……。


    「すみません。お名前を」


    「俺はロット」


    「ロットさん。俺も古き良き勇者になりたいです！」


    　ルディは頭を下げる。自みずからの行動にルディ自身も驚いていた。


    　誰かに頭を下げたことすら記憶にない。しかも見ず知らずのおっさんに。


    　ロットにとってもルディの行動は唐突だったのだろう。ルディを見ながら、困ったような顔をしている。


    「うーん。教えてどうにかなるもんじゃないしな。生き方の問題だからな」


    「そこをなんとか。弟子に」


    　勇者専門学校の出身であるルディは授業で勇者について学んできた。


    　当然ながら誰かの弟子についたことはない。そしてそんなものになるつもりもまったくなかった。


    　──まさか自分が弟子入りを志願するとは。


    　ルディは自分で自分の行動に驚く。


    　ルディはどちらかというと慎重で冷静なタイプ。突発的な行動は好まない。しかし今回ばかりは直観に従うのにためらいはなかった。


    　この男なら新しい自分に生まれ変わらせてくれる。そんな直観に。


    「弟子ねえ、……、そんなガラじゃねーんだけどな」


    　ロットはそう言うとしばらく考え、言葉を続ける。


    「まあ見て覚えな。俺は古いタイプの人間だからさ。教えるとかそういうんじゃねーんだ」


    　ロットはそう言うと勘定を払い、酒場を後にする。


    　先ほどの扉を開けるとポケットに手を突っ込んで、大おお股またで大通りを歩きはじめる。


    　雑踏に紛れ込んでもひと際目立つ。


    　通りには人があふれ、込み合っているが、ロットが進むと自然に人の波が割れる。


    　やはり常人とはオーラが違うのか……。それともホームがレスの人と同じ理由か……。


    　いずれにせよ、古き良き勇者見習いのルディはその背中を追う。


    



    　颯さつ爽そうと街を進むこと数分。


    　ロットが立ち止まったのはなんの変哲もない民家の前だった。


    　まったく冒険とも事件とも関係のなさそうな一軒家。


    　こぢんまりとした二階建て。門から玄関へとポーチは綺き麗れいにガーデニングされている。


    　ロットは小さな鉄製の門をくぐると真っすぐに玄関へと進む。


    「あの、もしかしてロットさんの家ですか？」


    「違う。俺には家はない。古い勇者は宿屋暮らしだ」


    　やはりロットの家ではなかった。こんな平和な家が似合う男には到底見えない。


    「じゃあ、知り合いの……？」


    「誰の家か俺も知らん」


    　ロットはそう言いながら、躊ちゆう躇ちよなくドアを開け、挨あい拶さつもなくずかずかと家の中へと足を踏み入れる。それが当然の権利であるかのように。


    「ちょっと、知らない人の家に勝手に入るんですか！」


    「そうだ。知らない人の家に颯爽と入る。それが古き良き時代の勇者のスタイルだ」


    　ルディも聞いたことはある。


    　かつての勇者は他人の家に勝手に上がり込むことがあったと。


    　時代が進み、勇者専門学校による教育もあり、現在ではそのような行為をする勇者はいなくなった。というかそれは犯罪である。誰がどう考えても不法侵入である。


    「なんでこんなことを」


    「うーん、こういうのは理屈じゃねえんだよな。入りたい家があれば入る。鳥のように自由に。それが勇者だ」


    　ロットは玄関から一番近い部屋に入ると、タンスの引き出しを開ける。


    「ちょっと、ちょっと！　マズいですって！」


    　ルディも勇者の端くれ、このような調査が勇者の基本であることは知っている。


    　しかしそれは許可を得てからの話。


    　見知らぬ家の見知らぬタンスを一切の躊躇なく開ける度胸はない。


    「鳥のように自由に。空き巣のように闊かつ達たつに」


    「空き巣のようにって、どこに出しても恥ずかしくない、モノホンの空き巣ですよ！」


    「ブラか……」


    　しげしげとブラジャーを見つめるロット。


    　その姿は完全に本物の下着ドロにしか見えない。


    「アウト！　完全にアウト！　もはや空き巣のランキングとしても最下位辺っすよ！」


    「それは違うぞ。ルディ。セーフだ」


    　ロットはタンスの中にブラジャーを戻しながら言う。


    　目に鋭い光をたたえ、もう一度「セーフだ」と念を押す。


    「ルディ、いいか、昔の勇者はなぜこんなことをしたのか。それを考えろ。魔王を倒す。その最終目的と、他人の家に上がり込みタンスを開ける。そのことの関係を」


    「関係があるんですか？」


    「それは言葉で教えることじゃない。見て盗むんだな」


    　ロットはそれだけ言うと、ルディに背を向ける。タンスの引き出しを順番に開けていくロット。ルディはその背中を呆ぼう然ぜんと見続けるしかない。


    　ロットは一番下の引き出しから小銭を見つけ、自みずからのポケットへとしまい込んだ。


    　──見て盗めと言われても……。言っている本人はもはや物理的に盗んでいるんだが。


    　ルディは混乱する。


    　いったいこれになんの意味が？


    　本当にこれが魔王を倒すことに繋つながっているのか？


    　そしていにしえの勇者たちはみんなこんなことをしていたのか？


    　すごいな、いにしえ。
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    「ちっ、しけてやがる。壷つぼでも割って帰るか……」


    　ロットの口調もどこか荒々しい。


    「あの……これ、捕まりませんかね？」


    「この程度で捕まるようじゃ、勇者とはいえないね。どうだルディもやってみるか？」


    　ルディは周囲を警戒しながら小声で話しているのに、ロットは大声で応こたえる。


    「いや、俺は……そのタンスを開ける意味というのがまだわかってないですし」


    「だったら、わかるまでタンスをあさり続けるのが勇者ってもんだ。ほら」


    　ロットは強引にルディの手を引き、まだ調べていないクローゼットの前に立たせる。


    　しかしルディの手はクローゼットの取っ手を掴つかんだまま動かない。


    「おいおい、なに躊ちゆう躇ちよしてんだ！　開けろ！　盗れ！　勇者にとって世界中のタンスの中身は自分の物だ！」


    　背後からロットが激を飛ばしてくる。


    「一回やっちまえば、罪悪感も消える。こういうのは慣れだ。服でもかっぱらって、道具屋に売ればアシもつかねえぞ」


    　ロットは励はげましているつもりなのだろうが、言動が完全に犯罪者のそれである……。


    　ルディとしてはまったく納得がいかないが……。


    　しかし古き良き勇者の習慣にはなにか大きな意味があるのかもしれない。


    　ルディは意を決してクローゼットに手をかける。


    　そのときだった。


    「誰ですか！　なにしてるの！」


    　ルディの背後から女の人の声が聞こえる。


    　その声に振り返ると部屋のドアの前に立つ、主婦らしき女性の姿が見える。手には買い物袋。どうやら恐れていた事態が起こってしまったらしい。


    　──どうするか……。


    　ルディは対応策を求めて、ロットに視線を送る。


    　ロットはこの状況においても、まったくたじろいでいない。むしろどこか余裕を感じさせる。


    「こんにちは」


    　買い物帰りの女性に軽く会え釈しやくすると、そのままクローゼットを勢いよく開けた！


    「きゃーっ！　だ、誰かっ！」


    　女性がけたたましく悲鳴を上げる。


    　それはそうだ。いきなり目の前で躊躇なくクローゼットを開ける侵入者。悲鳴も出て当然である。


    　いずれにせよ、絶体絶命の状況。はたしてここからどう切り抜けるつもりなんだ……。古き良き勇者の本領が発揮されるときだ。


    　ルディは固かた唾ずを呑のんでロットの様子を見守る。


    　女性はあまりのことに買い物袋を握りしめたまま口をパクパクさせている。


    　そしてロットは……。


    　そっとルディの背中を押し、女性の前に立たせて、自分はその後ろに隠れた！


    「おいっ！　ここで丸投げかっ！」


    　思わずルディの口調も荒くなる。


    　試練なのか!?　なにかしら試されているのか？


    　これをクリアすることによって、いにしえの勇者のなにかを掴つかむことができるのか？


    　しかしいまはそんなことを問うている時間はない。


    　このままでは逮捕もありえる。


    　現代の勇者業界においてもっとも重要なステータスは好感度。


    　超売れっ子勇者でも不倫などが明らかになると一斉にスポンサーが降り、活動ができなくなる。当然ながら前科など論外である。


    　あまりの衝撃に呆ぼう然ぜんとしていた女性が、震える手でスマートフォンを取り出している。


    　モニターには緊急電話の表示。


    　もはや一刻の猶ゆう予よもない。


    「すみません。我々は勇者でして。怪あやしいものではありません」


    　ルディはとびきりの笑顔を作る。


    「ゆ、勇者!?」


    　ルディは女性の警戒心が緩ゆるんだことを感じる。


    　スマートフォンを握りしめていた手も顔の前から下がっている。


    「はい。あの冒険をしたり、モンスターと戦っている勇者です」


    　ことさら優しい口調に、ルディは剣を振ったり、飛び跳ねたりと、身振り手振りを大げさに加える。ちょっと馬ば鹿かみたいだが、これくらいやった方が好感度は高いはずだ。


    「そ、それで、勇者さんがなにを？」


    「………………」


    「……クローゼットでなにを？」


    「………………」


    　女性の右手の指が再びスマートフォンを握りしめている左手に伸びる。


    「違う、違う。あれです。本当に古き良き勇者なんで。本当に緊急電話は大丈夫なんで」


    「だから、クローゼットをどうするつもりだったの？」


    「………………それは見て感じてほしい」


    　ルディはそう教えられたのだ。だからそう答えるしかない。


    　そして女性が自分の家のクローゼットを物色する勇者を見て感じたことは……。


    　──通報だった！


    　女性の右手が素早くスマートフォンをタッチし、左手がスマートフォンを耳へと持っていく。


    「ロットさん！」


    　ルディはもはや自分の手に余ると判断して、師し匠しようの名を呼ぶ。


    　そして振り返ったルディの視界に入ったのは……。


    　窓をぶち破って逃走するロットの姿だった！


    「おい！　弟子を置いて逃げるんじゃねえ！」


    　ルディも続いて窓から外へと逃のがれる。


    　庭へと出るとすでにロットは塀を越え、通りへと逃げ去ろうとしている。


    　早い。とても四十の男とは思えないほどの素早さ。


    　これがいにしえの勇者の素早さなのか……。


    　そして四十の男とは思えないほどの、子供じみた逃げっぷり。


    　これがいにしえの勇者の純粋さなのか……。


    　そんなことを考えながら、必死にその背中を追うルディ。


    　振り切られまいと全力で走る。


    



    　大通りまで全力で駆け、雑踏の中へと紛れ込むと、ようやくロットは速度を緩ゆるめる。


    　ルディも呼吸を乱しながらもなんとかロットに追いつく。


    　一方のロットはまったく息を乱していない。


    　中年とは思えない肺活量とモラルのなさである。


    「どうだい、なにか掴つかんだか？」


    　ロットはなにごともなかったかのように涼しい顔でルディに尋ねる。


    「……なにか掴んだというよりは、なにか大切なものを手放してしまった気がするんですけどね……」　


    　ルディはロットを全力で睨にらみつけて、「なんてことをしてくれたんだ。このクソ野郎」的なメッセージを送るが、ロットはまったく意に介していない。


    「そう。それでいいんだ」


    　相変わらずの涼しい顔。


    「なにがそれでいいんですかね！」


    「勇者にとって一番必要なことってなんだ？」


    「はぁ？　少なくとも空き巣の技術ではないと思いますけど」


    　いまだ噛かみつきそうな視線を送るルディ。


    　ロットはそんなルディの頭を馴なれ馴なれしく撫なでまわす。


    「まあ、まあ、そんなにイラつくな、ルディ。勇者にとって一番大事なことは、なんだ？　剣の腕か？　強きよう靭じんな肉体か？　それとも魔法の知識か？」


    「さあ、いまどきの勇者は業界とのパイプじゃないですかね」


    　ルディも皮肉を言うほどには落ち着きを取り戻してきた。


    「まあ、いまはそうかもな。だけどな、俺たち古いタイプの勇者にとっちゃ、一番大事なのはここだな。ここの強さだ」


    　ロットはそう言うと自分の左胸を親指で誇らしげに指し示す。


    　──つまりはハートの強さってことか。


    　なんとも古ふる臭くさくダサい動きだが、その自信に満ちあふれた態度にどこか不思議と惹ひきつけられてしまう。


    「まあ、精神力が強いのは当然大事でしょうけど……」


    「じゃあ、ハートはどうやって鍛きたえる？　身体からだを鍛えるよりもずっと難しいぜ」


    「それは剣の稽けい古ことかを通じて……」


    　ロットはルディの返答に大げさに首を振って否定する。


    「甘いね。一般人じゃねーんだから、勇者だぜ。そんな普通のレベルの話じゃねーよ。勇者ってのは人間相手じゃないんだぜ」


    　たしかに勇者の冒険には尋常ではない危険が伴う。


    　もし魔王が復活し、それに挑いどもうとするのであれば、想像を絶する精神力を必要とするだろう。もちろんルディにとっても課題のひとつだ。


    「じゃあどうしたら」


    「ルディ、お前はさっきその答えを自分で導き出したじゃないか。だから失うんだよ」


    「はあ？」


    　ルディはポカンとしているが、おかまいなしにロットは話を続ける。


    「ハートってのはな、なにかを得ることで強くなるんじゃねえ。なにかを失ったときに強くなるんだぜ」


    　なんだかいかにも昔むかし気質かたぎの勇者らしい、やりすぎなくらいの格好をつけた台詞せりふ。


    　その台詞の意味していることとは……。


    「まさか精神を鍛えるための訓練が他人の家のタンスを……」


    「古い勇者はそうやってハートを鍛えたんだぜ。常人を超えるために。そしていつでも心のリミッターを外せるように」


    　ただの口からでまかせにも聞こえるが、ロットは大おお真ま面じ目めのようだ。


    　──心のリミッターを外す。


    　ルディは馬ば鹿か馬ば鹿かしいと思いながらも、その言葉に不思議な説得力を感じてしまう。


    　ただの不法行為への珍妙な言い訳にも聞こえるが……。


    　しかしロットのいかにも歴戦の兵つわもの感あふれる容よう貌ぼうと自信に満ちあふれた態度も相まって、不思議と信じてもいいような気がしてくる。


    　たしかに猛烈に迷惑な行為だが、それによって魔王を倒す精神力を身につけることができるなら、トータルでは許容範囲のような……。


    「まあ、これが古き良き勇者の基本中の基本、初歩の初歩、〝タンスあさり〟、略して〝タンあさ〟だ。覚えておきな！」


    　ロットはルディが納得したと判断して、ビシッと親指を立てて見せる。


    「略す必要性がいまいち……でも、わ、わかりました」


    　ルディはまだ半信半疑であるがこんな勢いで親指を立てられては頷うなずくしかない。


    「俺はさっきの酒場にいつでもいる。古い勇者のことが知りたければ、また来な！」


    　ロットはそう言うとボロボロのマントをひるがえし、雑踏の中へと消えていく。


    　はたしてこれがいにしえの無骨な勇者の姿なのか、それともただのヤバいオッサンなのか、ルディにはまだ判断がつかない。


    　少なくともロットは冒険から帰って久しぶりの酒を飲んでいたのではなかった。


    　──昼間から毎日飲んでいるのだ。


    　もしかしたら、ものすごく間違った人に弟子入りしてしまったかもしれない。ルディの心にほんの少し不安と後悔がよぎるのであった。


    



    　ずいぶんと前に陽ひは暮れ、すでに夜である。


    　ルディはコーポ勇者の玄関のドアをそっと開け、中の様子をうかがう。


    　その姿はダンジョンのトラップを確認する勇者そのもの。


    　しかしいまルディが警戒しているのはトラップではない。自分の住んでいるシェアハウスには落とし穴も針の山もないことは知っている。


    　ルディが警戒しているのは大家である。


    　幸い玄関から入ってすぐのリビングには大家の姿はない。


    　ソファーに座るヴォルフの後頭部が見えるだけだ。


    　ルディはほっと胸をなでおろすと、リビングへと足を踏み入れる。


    「あ、ルディ、さっきまで大家さんがルディのこと捜してたよ」


    　ヴォルフがルディに気づき声をかける。


    　──危ないところだった！


    　ルディとしては大家の活動時間外を見計らって帰宅しているつもりだが、日に日に大家の活動時間が延びている。


    　──これからはもっと遅くに帰宅しないと。


    　ルディはそう自みずからに言い聞かせながら、ソファーに身を投げ出す。


    　それと同時に一日の疲れがどっと吹き出る。


    　本来は日がな一日ソファーを占拠しているルディ。


    　一日外で過ごすと疲れるのだ。


    　しかもロットとの出会いと〝タンあさ〟で精神面も疲労しきっている。


    　しかし、ルディの精神的疲労をソファーが癒いやしてくれることはなかった。


    　ルディの視界に入る石の欠か片けら。


    　床に小石のようなものがいくつか転がっている。


    　そしてその欠片から視線を上げると。リビングの柱の一部が欠けている。


    　……くっきりと指の形に。


    「……あれ、大家さんか？」


    　ルディは抑揚のない声でヴォルフに尋ねる。


    「そりゃそうだよ。他にあんなことできる人間がいるわけないだろ」


    　石造りの柱を怒りに任せてむしり取る。そんな芸当は勇者でもなかなかできることではない。


    　コーポ勇者は勇者のためのシェアハウス。


    　これまで未来を夢見る何人もの勇者をシェアハウスに迎え入れ、そして家賃を滞納した勇者の夢を摘つんできた、そんな大家が管理しているのだ。


    「俺は捕まらんぞ。絶対にな！」


    　ルディは柱に残る五本の指の痕こん跡せきを見つめながら誓う。


    　しかし言葉とは裏腹にルディの背中を冷や汗がつたう。


    「ルディ、強がらない方がいいよ。大家さんから逃げ切った勇者はいないって話だよ。全員が最終的には回り込まれてしまうって」


    「……わかってるよ」


    「昔、コーポ勇者にドラゴン・キラーの称号を持ってる勇者がいたらしいんだけど、その人ですら家賃滞納したときに大家さんにボッコボコにされたらしいよ」


    　ドラゴン・キラーとはドラゴンを倒した勇者だけが得られる称号だが……。


    「ドラゴン・キラーが家賃滞納してんじゃねーよ！　俺だって払わなきゃいけないのはわかってるよ。ただ持ってないものは持ってないんだ！」


    　ルディはそう言うとソファーにより深く腰掛け、ふんぞり返る。


    　もはや開き直りに似た境地である。


    「まさか、ルディ、大家さんに勝てると思ってないよね？　本当に死ぬよ」


    「まあ……、勝つとか負けるとかじゃねーし、あんなお婆ばあさんと戦うとか気の毒だし」


    　ルディの口調は急激に弱くなる。


    　勝てないとはプライドの問題で口が裂けても言いたくないルディであるが、正直、勝てるとは思っていない。


    　これまで庭の手入れなどをする姿をチラリと見るくらいで、深くつきあったことがないのだが、庭の草をむしる後ろ姿、遠目に見る分には普通のお婆ばあさんだが、ルディはその背せ筋すじの異様な盛り上がりを見逃さなかった。おそらく脱いだら背中に筋肉で作られた鬼の形ぎよう相そうが浮かんでいるはずだ。


    　これまで入居したいかなる勇者よりも強く、硬く、疾はやく、狡こう猾かつで、残忍であるとの噂うわさ。


    　おそらく間違いない。


    　ルディとて家賃を払えるものなら払いたい。


    　しかしない袖そでは振れないのだ。


    「噂によるとこれまで滞納の最高記録は三か月と八日らしいよ、記録達成者は全身の骨を折られたらしいけど」


    「もう、その話はやめろ。少しだけ忘れさせてくれ。俺はいま勇者として生まれ変わろうとしてる大事な時期なんだ」


    　ルディは大家の恐怖を振り払うかのように頭を振る。


    「僕は払ってるから関係ないけど……。それに奇遇だね、僕も勇者として生まれ変わろうとしてるんだよ」


    　ヴォルフはそう言うと、抱えていたギターをボロロンとつまびく。


    　──ボロロン!?


    「おい、なんでギターなんか弾いてるんだ!?」


    「だから、勇者として生まれ変わるためだよ。そろそろ新しいキャラを模索しないとね」


    　以前、ヴォルフはネネとセット売りで勇者事務所に所属することに成功。


    　忙しく仕事をしていたらしいが、すぐにネネのバラ売りに事務所の方針が変更。


    　ヴォルフはヴォルフで身の振り方を悩んでいるようだが……。


    「ヴォルフはアイドル勇者評論家系勇者になるって言ってなかったっけ？」


    「そうだよ。アイドル勇者評論家系勇者になりたいんだけどさ、そうなってくると、やっぱり音楽についても詳しい方がいいでしょ。で、それだったら自分もギター弾いて歌えた方がいいかなって。やっぱり楽器と歌は鉄板だからね。シンガーソングアイドル勇者評論家系ライター、そんなイメージかな」


    　ボロロンとギターを再度鳴らすヴォルフ。


    　ヴォルフはヴォルフで、いかに業界で生き残るか模索しているようだが……。


    　いろいろと要素を詰め込みすぎて、意味がわからなくなってる！


    「あのさあ、それってもはや勇者じゃないよな。勇者じゃないどころか、もはやなんなのかまったくわからん。ものすごく広めに解釈しても、吟ぎん遊ゆう詩し人じんじゃねーか？」


    「そんなことないよ。立派に勇者だよ。冒険とかバトルばっかりが勇者じゃないよ。いまの時代の勇者はいろんなことにチャレンジしないと」


    「だとしても、もうちょっと整理したほうがいいと思うぞ。努力するにしても方向性は大事なんじゃねーのか？」


    　ルディは明らかにいぶかしむ視線をヴォルフに送り続けるが、しかし、ヴォルフはまったく気づいていない。


    　むしろ得意げにギターを弾きはじめる。


    　ギター経験はまったくない状態からはじめたようで、まだ音楽と雑音の中間のようなものがリビングに響き渡る。


    



    　♪そう、僕は勇者。オウ、イエイ！


    　眼鏡の勇者。オタ芸が得意な勇者さ。


    　大手の事務所にも所属している、ナイスガイさ。


    　養成所の女の子を喰くいたいな。正式に所属にならなさそうな子を喰いたいなー。


    　そんな想いを羽ばたかせ、用事がなくても稽けい古こ場ばに顔を出す日々さー。


    　だーけーどー。


    　時代の流れは残酷さー。ノーノー！


    　あっという間に飽きられたー。


    　お前はキャラが迷走してるってさー。


    　だけど、僕は諦あきらめない。


    　夢を追うことを諦あきらめない。養成所の女子を喰くうことを諦めない。


    　売れて、偉くなってー。


    　女子の相談乗りたいなー。女子に説教したいなー。


    　勇者は決して諦めないのさー。


    　だから僕は歌うのさ。新たなキャラを模索して、心の旅を続けるのさ。
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    　……実に不愉快な音。


    　そして実に不愉快な詩である。


    「ヴォルフ、どういう気持ちで歌ってるんだ？　なぜその内容でアップテンポで歌い上げることができるんだ？」


    　ルディは躊ちゆう躇ちよなく正直な感想を述べる。


    　しかしヴォルフにはまったく刺さらない。


    「えっ、なにが!?　魂たましいの叫びだよ」


    「魂の叫びだけに、本当に怖いんだよ。なんでも叫んでいいわけじゃないと思うぞ」


    　ルディは本気でダメ出ししているのだが、ヴォルフは全然堪こたえた様子を見せない。


    「そこはまだ始めたばかりだから」


    「ヴォルフ、お前、歌は向いてないと思う。というかやっぱりこれは勇者じゃねーし！」


    「これも勇者だよ！　勇敢な歌で、他人の心を震わせる冒険をしてるんだよ」　


    「これで震えるとしたら、身震いだろ！」


    　ルディがどれほどツッコもうがヴォルフはまったく動じない。ハートが無駄に強いのか、ルディよりも自分が正しいと信じているのか……。


    「相変わらずルディとは勇者観の違いを感じるな。ルディは古いんだよ」


    「だからってお前のが新しいってわけじゃない！　それに……古い勇者のなにが悪いんだ」


    「悪いっていうか時代は変わってるってこと。取り残されるよ」


    「時代が変わっても変わらない大事なこともあるだろ」


    「それいいね」


    



    　♪そう、時代は変わる。でも変わらないものもあるのさぁー。


    



    「お前が歌うのかよ！」


    　驚きの声を上げるルディ。


    「いいじゃん、別に」


    　ヴォルフは平然としている。なにか問題でも？　と言わんばかりの様子だ。


    「いや、いいけどさ。しょっちゅう変わってるヤツが言っても説得力ないだろ。急にギターを弾きはじめたヤツがなにが、変わらないものがあるだよ」


    「だからそこはルディと一緒だよ。大切なものは変わってないよ」


    　眼鏡の奥の目がキラリと輝く。情熱と野心を感じさせる輝き。


    　その表情は自分のやっていることが間違いないとの確信に満ちている。


    　それはルディが欲してやまないもののひとつだ。


    「……ヴォルフにとっての大切なことってなんだ？」


    「それはオタクとしての心だよ。常に好きなものを見つけてハマる。いつだって夢中になれるものがある、そんな気持ちだよ」


    　眼鏡をキラリと輝かせ、ルディの問いに即答するヴォルフ。


    　その表情は自信と確信に満ちている。


    「オタクとしての心か……。なるほど……。……勇者と関係ないんだな」


    　ルディは強烈な脱力感にさいなまれているが、ヴォルフはそんなことにはまったく気がついていない様子だ。


    「そう、関係ないんだよ。逆にルディは勇者って言葉にとらわれすぎ」


    　なぜか自信満々に答えるヴォルフ。


    「お前はもう少しとらわれろよ」


    「なににもとらわれないのが、勇者なのさー。鳥のように自由にー」


    　ヴォルフは自分の言葉の最後にギターをかき鳴らし、歌っぽく仕立てる。


    　ルディはもはやツッコむ気力も湧わいてこない。


    　勇者とは自由な存在。そのことは間違いない。


    　そして自由がゆえに、ルディは自分がどうすべきかわからず悩んでいる。


    　だとしてもシンガーソングアイドル勇者評論家系ライターは勇者ではない。そんな勇者はいない。


    　それだけは確信を持って断言できるルディであった。
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    　翌日もまたルディは街をぶらついていた。


    　なにせ家賃滞納の打開策がない以上、日中はコーポ勇者にいるわけにはいかないのだ。


    　街に出たからといって、とくにやることはない。


    　街はお金がないものにはなんの娯楽も与えてはくれないのだ。


    　ルディの足は自然にあの酒場へと向かう。そう、ロットと出会った酒場だ。


    　ルディはまだ未成年である。酒場に自みずから足を踏み入れるのには多少の躊ちゆう躇ちよがあるが、別に酒を飲むつもりはない。


    　ただロットがいるかどうか確認するだけだ。


    　ルディは木製の古びた扉をそっと開け、店内の様子をうかがう。


    　相変わらず店内は薄暗く、なんだか埃ほこりっぽい。


    「よう、またお前か」


    　客はロットひとりだった。あとは黙々とグラスを磨みがくバーテンダーのみ。


    　ロットはまるで指定席であるかのように、昨日と同じカウンター席に座っている。


    　ルディに視線を送りながら琥こ珀はく色の液体の入ったグラスを傾ける。


    　おそらくなにかしらの蒸留酒だろう。本当に昼間っから飲んでいるようだ。


    「昔はここも賑にぎわってたんだけどな」


    　ロットはそう言いながら、また酒に口をつける。


    　その動作は実にこなれていて大人の渋しぶさを感じる。


    「昔はこの店も冒険者でいっぱいでさ、飲んで気の合ったヤツとパーティーを組んで、ダンジョンに繰り出したもんさ」


    　ロットのグラスの中で氷がカランと音を立てる。


    「いいっすね。そういうの」


    　ルディは素直にそう思う。


    　まさに古き良き時代の勇者のイメージだ。このすすけたカウンターで何人の冒険者が出会い、また別れたのだろうか。そのなかには伝説クラスの有名な勇者もいたことだろう。


    「本当にあのころは楽しかったね」


    　ロットはそのころの思い出をルディに語って聞かせる。


    　傭よう兵へい的な戦士と意気投合して冒険に出かけたこと。遠い外国から現れた武闘家とのひと悶もん着ちやく。そして女性勇者との出会いも。


    　どの話もルディの胸をときめかせるに十分だ。


    　まさにルディが幼いころに憧あこがれていた勇者の世界。もうとっくにそんな世界はなくなってしまったと思っていたが……。こんな近くに残っていたなんて。


    「いまでもあるんですか？　そういう出会いって」


    「まあ、たまにね。もし来たら声かけてみるか？」


    　ロットはそう言うと少年のようないたずらっぽい笑みを浮かべる。


    「いいんですか？」


    　ルディの胸が高鳴る。


    　──まさか自分が酒場でパーティー探しをすることができるとは。


    　異世界からもたらされたネットが発達し、いまでは勇者のパーティーメンバー集めも、ネットでの受注が基本である。


    　しかも事務所に入っていれば、スポンサーの関係でパーティーは勇者の意向とは関係なく決定されるのが当たり前の時代である。こんなスタイルはとっくの昔に廃すたれてしまったとばかり思っていた。


    



    　ドキドキしながら、待つことしばし。


    　ついに扉に取りつけられた、金属製の鐘かねがカランカランと音を立て、新しい客の到来を告げる。


    　姿を現したのは大きな剣を背負った女剣士だった。


    　年は二十代の前半くらいであろうか……。


    　胸と腰回りにはしっかりとした装甲があるが、他の部分が大きく露出している。


    　ルディの目も自然に露出部分に向けられる。


    　由緒正しきビキニアーマーである。


    「マスター、いつもの」


    　軽くマスターに目め配くばせすると、ルディたちと少し離れた席に座る。


    　もちろんルディとしては声をかけてみたい。


    　しかし、ルディはどちらかというと人見知りな性格の勇者である。もちろん酒場で見知らぬ女性にいきなり声をかけた経験などない。


    　声をかけようと、椅い子すからかすかに腰を浮かすが、踏ん切りがつかず、また腰を下ろしてしまう。


    　そんなことを繰り返すこと数度。


    「あら？　あなた勇者さん？」


    　ビキニアーマーの剣士はマスターから出されたなんだかわからない〝いつもの〟に口をつけながら、優しく微ほほ笑えむ。


    　なんと向こうから話しかけてきてくれた！


    「は、は、はい」


    　緊張でルディの声が少し上うわずる。


    「かわいくてイケメンの勇者さんだね」


    　ビキニアーマーの剣士が自みずから席を移動して隣に座ってくる。


    　──なんだ、このラッキーな展開は……。


    「あ、ありがとうございます」


    　急展開にしどろもどろになりながらも、なんとか勇者らしいキリッとした表情を作ってみせるルディ。


    　探り探り会話をはじめる。


    　ルディの予想に反して、すぐに会話は大変な盛り上がりをみせた。


    「これだけイケメンだと、やっぱり冒険に一緒に行く人いっぱいいるんじゃないですかー？　僧そう侶りよも魔法使いも選より取り見取りなんじゃないですかー？」


    　お酒が回ったのか、ビキニアーマーの剣士はあっという間に親し気な態度に変へん貌ぼうした。


    　しかも、なんとも好意的かつ積極的な態度である。


    「い、いやあ、それほどでは……」


    「ほんとにぃー？　パーティー組み放題でしょ。君、かわいいもん。モンスターから守ってあげたくなる。いいなあ。私は元モデルで、最近、戦士になったばかりのちょっとエッチな性格の二十一歳なんだけど、君とパーティーになりたいなあ」


    　ビキニ剣士はそう言うとルディにぴったりと身体からだを寄せる。


    　──まさか年上に需要がある男だったとは。


    　本来ならもう少しモテてもいい。少しどころか、かなりモテてしかるべきだ。ルディは常々そう思ってきた。


    　しかしコーポ勇者で男女が一つ屋根の下で暮らしていながら、それっぽいことは起こらないし、街に出ても、むしろカップルの不幸を祈って念を送る側の人間。


    　こんなはずはないと常々思っていたのだ。


    　──かわいい弟キャラだったのか。


    　これですべて腑ふに落ちた。


    　周りにお姉さんがいなかっただけなのだ。


    　お姉さんなしには弟キャラは輝かない。それだけのことだったのだ。


    　ルディのテンションも俄が然ぜん上がってきた。


    「ちょうど、俺も冒険行きたいと思ってたんすよねー。お姉さんみたいな人とだったら心強いなあ」


    「本当に？　行こう、行こう。どこに行く？」


    「俺としては洞どう窟くつ系……？　行きたいなって思ってるんすけどねー」


    「ええっ、気が合うー！　私も洞窟、すごい好きー。いいよねー洞窟、ジメジメしてて」


    　トントン拍子に話は進みパーティーを組むことを約束して、連絡先を交換する。


    「じゃあね。絶対連絡してねー。このＱＲコードを読み取るだけでＯＫだから！」


    　ルディとしてはもう少し話して、お互いの冒険観について語り合いたいところだったのだが、女剣士はこの後用事があるらしく、グラスを空あけると、店を出ていってしまった。


    「……いいもんっすね。酒場での出会い。やっぱ勇者はこれだよな」


    　女剣士にしなだれかかられた感触がまだ残る腕をさすりながら、ルディはしみじみと言う。


    　──こんないい風習が廃すたれてしまうなんて……。


    　やはり古き良きスタイルは守っていかなければならない。そのためには自分もこの店に入り浸びたることすら辞さない。


    　ルディは心からそう思う。


    　しかしルディを見つめるロットの目は冷たい。


    「……残念ながら、あれはサクラだ」


    「サクラ!?」


    「そのＱＲコードにアクセスすると、有料のパーティーメンバー募集サイトに誘導されるぞ。メッセージを送る度たびに課金される。そして何度メッセージを出しても、結局、パーティーを組んではくれん！　金をまきあげられるだけだ」


    「なんて悪質な！」


    「勇者のパーティー欲につけ込む汚い奴やつらだ。冒険の待ち合わせまではトントン拍子でいくのに、絶対に当日に体調が悪くなるんだぜ！　そしてまた待ち合わせのためにメッセージを送らされる。それで全財産を失った勇者が何人もいる。全滅でも半額なのに！」


    　ロットは握りこぶしでテーブルを叩たたく。


    　その怒り、その話の具体性から察するに、相当の回数引っかかっているのだろう。


    　しかしロットの経験をもって先ほどの女剣士をサクラと判断していいのだろうか。


    　そういう業者がいることはルディも理解したが、しかしこの出会いをなかったことにする踏ん切りがつかない。


    　ロットは小汚いオッサン勇者である。積極的にパーティーを組みたがる人間はいないだろう。


    　しかし若き弟キャラ勇者であるルディならこんなラッキーがあっても不思議はないのではないだろうか。


    「でも今回はサクラじゃないかも」


    　しかしルディの見解はロットに即座に否定される。


    「典型的なサクラじゃねーか！　よく考えろ、こんな廃れた酒場であんな若いビキニアーマーの姉ちゃんが都合よく声をかけてくるわけないだろ。ジメジメした洞どう窟くつが好きな、元モデルのエッチな戦士などいるか！　いいか、ルディ、この店にいる女はほぼサクラだ。ムキムキのオッサンですらサクラなことがある」


    　きっぱりと言い切るロット。ロットの説明によると酒場での出会いはすでにすっかり廃れて、残っているのは悪質な業者によるサクラばかりだという。


    「リアルに考えろ。若い女は基本的にほぼサクラだ。こんな古いスタイルでパーティーメンバー集めをしている若い女がいるか！　しかもビキニアーマーって。こんなわかりやすいサクラもいないぞ！」


    「でも……、もしかしたら、本当にもしかしたら、サクラじゃない可能性も。わずかな可能性にかけるのが勇者っていうか……」


    　なおも食い下がるルディ。


    　普段ならこんなことに騙だまされるルディではないはずなのだが……。


    「もしかしてビキニアーマー好きなのか？」


    　ロットの問いに力強く頷うなずくルディ。


    　そう、ルディはビキニアーマーの女性が好きなのである。これはもはや勇者の性さがだといってもいい。


    　ルディも馬ば鹿かではないし、どちらかといえばリアリスト。そんな都合のいいことが起こるわけがないということは理解できる。


    　しかし、ビキニアーマーの女剣士と冒険したい、そんな男子勇者としての本能的な欲求が判断力を鈍にぶらせるのだ。


    「しょうがないな……。じゃあ、見分け方を教えてやるよ」


    　ロットは呆あきれ気味に言う。


    　何度も騙されたロットであるが、失敗を繰り返すうちに、酒場でサクラを見分ける方法を習得したらしい。


    　これほど聞きたくなるレクチャーもない。


    　勇者専門学校での授業はまともに聞く気が起きず、実技以外はほとんど聞き流していたルディ。こんなに他人の教えを聞きたくなったのははじめてだ。授業なんかじゃ聞けない先輩からの実践的なアドバイス。これこそルディの知りたいことだったのだ。


    　身を乗り出して、ロットの話に耳を傾ける。


    「いいか、ビキニアーマーのパーティーメンバーが欲しければな……、おばさんを狙ねらえ！」


    「ビキニアーマーのおばさん！」


    　ルディの脳裏によぎるビキニアーマーの中年女性。


    　違う！　ルディの思い描くパーティーとは大きく隔へだたりがある。


    「なにせ酒場でメンバーを見つけていた世代はかなり年を食ってるからな。すでにおっさん、おばさんに……おいっ！　なにをがっかりしている！　ビキニアーマーは若い女だけのもんじゃない。熟じゆく女じよのビキニアーマーもいいものだぞ！　贅ぜい肉にくがぶるんとはみ出ている感じ、それが逆にいいんだよ」


    「いや、俺にはまだそのよさを理解するのは早いっていうか……」


    　ロットはなおもビキニアーマー熟女の魅力を熱っぽく語っているが……。


    　とてもじゃないが、先輩勇者の実践的なアドバイスとは思えない。ただの気持ちの悪いおっさんの猥わい談だんにしか聞こえないのであった。
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    　この日もルディは夜遅くにコーポ勇者に戻る。


    　物音を立てないようにそっと玄関を通過し、リビングへと入る。


    「あー、ルディだぁ。最近忙しそうだね」


    　ネネののんびりとした声。


    　──ネネ・コンティもまた勇者である。


    　ヴォルフと同様に事務所所属。ルディの一歩先を行く勇者だ。ネバネバ勇者として、粘ねばりのあるグルメ関係の仕事をこなす、ニッチにも程がある勇者なのだ。


    　……とはいえ、最近は活躍の噂うわさを聞かないが。


    「お前は最近、暇ひまそうだな」


    　ルディはサクラに騙だまされそうになった怒りを減らず口へと変換する。


    「失礼なぁ！　ネバネバ関係の仕事って、あんまりないってことがわかっただけさぁ！」


    　口調は言い返しているっぽいのに、内容はしっかりと自分の暇を認めている。


    　相変わらずちょっと天然な勇者である。


    　ネネはリビングのソファーにどっかりと身体からだを投げ出している。


    　少し前までは、ルディもよくその隣に座って、テレビをながら見しながら、他た愛わいのない話をするのが定番だった。


    　しかし、いまはソファーに座る前に確認するべきことがある。


    　大家はいないか？


    　リビングには大家の姿は見えない。


    　しかしルディは緊張を緩ゆるめることなくネネに尋ねる。


    「ネネ、大家さんは？」


    「ああ、さっきまでいたけど帰ったさぁ」


    　──やはり直前までいたか。


    　滞納生活を続けたせいでルディは大家から発せられる気のようなものを感じることができるようになっていた。玄関のノブを握った瞬間。なにやら不穏な気の残り香を感じたのだ。


    　──研とぎ澄すまされる家賃滞納勘。


    　いまなら数キロ先の大家さんの息遣いまで察知することができる気がする。


    　──これなら逃げ切れるかもしれない。


    　ルディの脳裏に一瞬そんな希望がよぎったのだが……。


    「おい、木は？」


    　リビングから見える庭。すでに暗くなっているせいでさっきまで気がつかなかったのだが、そこに生えていた木がない。


    　ルディはなんの木かすら知らないが、剣の打ち込みの練習などに使ったこともある、しっかりとした木だ。それが消え去っている。


    「あー、大家さんが引き抜いたのさぁ」


    「引き抜いた!?」


    「やちーん!!　って叫んでたよぉ。片手で雑草をむしり取るかのようだったのさぁ」


    「片手で……そ、そうか」


    　逃げ切りへの希望が急速にしぼんでいく。


    　片手で大木を引き抜く大家。もはや人間とは思えない。自然災害レベルのパワー。見つかったときのリスクが大きすぎる。おそらく殺されるだろう。


    　やはり払うべきものは払うべきなのだ……。


    「ネネ、金を貸してくれないかな？」


    「ダメだよぉ。コーポ勇者はお金の貸し借り禁止だよぉ」


    「そんなことは知っている！　俺があの木のようになってもいいのか？　ネネは事務所からギャラ貰もらってるだろ」


    「ルディが木のようになるのは残念なのさぁ」


    　そう言うネネの態度はさほど残念そうではない。


    　やはり無理か……。


    「そんなことより、ちょっと見ないうちにルディなんだか、雰囲気変わったねぇ」


    　ネネはしげしげとルディを見つめる。


    「弟っぽいかわいらしさか？」


    「弟？　全然そんな感じじゃないよぉ。よくわかんないけど、なんか前と違うのさぁ。ちょっと汚い感じ？　お家のない人っぽくなったよぉ」


    　それはホームがレスな人っぽくなったということか……。


    　ロットと行動を共にしているせいか。それとも日中街でブラブラしているせいか。


    「おい……。ワイルドとか、いい表現もあるだろ。まあ、あれだ。勇者としての方向性を模索してるとこなんだよ」


    「奇遇だねえ。私もちょうどそれしてるとこだよぉ。ネバネバ勇者は最初はおもしろがられたのに、すごい早さで飽きられちゃったのさぁ」


    　どうやらネネはネネで課題に突き当たっているらしい。


    　ルディからするとそれは当然のことのようにも思える。粘液を垂らす、ネバネバの勇者が一瞬でももてはやされる方が、おかしいのだ。


    「まあ、お互い大変だな」


    　ルディはそう言いながら内心少しホッとしている。


    　あんな変な勇者が売れるようなら、なにがなにやらわからなくなってしまう。


    「やっぱり、基本が大事なのさぁ」


    　ネネはめずらしくまっとうなことを言う。


    　ルディもそれにはまったく同意である。勇者とはなにか、そこに立ち返って、自分の勇者像を作っていかなければならない。


    「それでどんな感じでやってるんだ？」


    「踊れる勇者を目指してるのさぁ」


    　ルディの身体からだを駆け巡る虚脱感。


    「…………それは踊り子だろ」


    「違うよ。ダンスもできる勇者だよぉ。地元の伝統舞踊を練習中なのさぁ」


    　ネネはそう言うと、ソファーから立ち上がり、手足のストレッチをはじめる。


    　どうやら、さっそくダンスを披ひ露ろうする気らしいが……。


    　まったく興味がわかない。


    　──まったくどいつもこいつも勇者の本分を忘れやがって。


    　ネネを無視してルディは席を立ち、キッチンへと向かう。


    「ちょっと、私のダンス見なよぉ」


    「また、今度な」


    　いまのルディにとってコーポ勇者でくつろげる時間は限られている。


    　貴重な時間にネネのダンスなど観賞したくないのだ。


    「あ、ルディ、おかえり！」


    　キッチンからぴょこんと顔を出したのは、ナディーネだった。


    　──ナディーネ・クラーンもまた勇者である。


    　働き者でしかも料理が得意、良妻賢母タイプの勇者である。それはそれで勇者としてどうかと思うが……。


    「ルディ、最近遅いね」


    　ナディーネは洗った皿を食器棚に戻しながら言う。


    「まあね。勇者として、ひと皮剥むけようといろいろ模索しててね」


    「ふーん。偉いね。お腹なか空すいてない？　ご飯作ってあるよ」


    　──なんて、いいヤツなんだ。


    　ルディはなにも食べることなく一日街を歩き回って、お腹はペコペコである。


    　ご飯があるのは非常にありがたい。


    「嬉うれしいな。もらうよ」


    　ルディが席に着くと、テーブルに並べられる手料理の数々。


    　ちゃんと温め直してくれたようで、ホカホカと湯気を立てている。


    　料理を出し終えると、ナディーネも席に着く。


    「どうなんだ、ナディーネの方は？」


    「私は相変わらずかな。バイト忙しくて、なかなか」


    「いや、最近思うんだけど、ナディーネは偉いよ。頑張り屋さんだ」


    　ルディは温かいご飯にありつけた感謝からか、普段なら恥ずかしくて言えない言葉が自然に出る。そんなルディの言葉に少し頬ほおを赤らめるナディーネ。


    「ルディだって、頑張ってると思うな。いつも純粋で、真っすぐだし、きっと結果がついてくると思うよ」


    　──ダン、ダン！


    　ルディとナディーネの癒いやしの会話を遮さえぎる足踏みの音。


    　どうしてもネネはその踊りとやらを披ひ露ろうしたいらしい。


    　別に興味はないのだが、足音に釣つられて、自然にネネに視線がいく。


    　集中力を高めているのか、大きく深呼吸をするネネ。


    　ゆっくりと息を吐き、また大きく息を吸う。


    　しばらくピタリと静止したのち、ゆっくりと足を持ち上げる。


    　ダン、ダンと力強く床を踏みしめ、リズムを取る。


    　そして足踏みの音に合わせて、上半身をくねらせる。


    　それはなんとも不思議な踊りだった。


    　首、肩、肘ひじ、手首、腰、それぞれの関節が意思を持ったかのように、独立して動き続けている。ある関節はゆっくりと、ある関節はスピーディーに。


    　足踏みで奏かなでられる不思議なリズム。そして不思議な関節の動き、それでいて顔は無表情。


    　なんとも不思議で、それと同時になんとも不愉快な踊りである。


    　それを横目に眺めながらルディはナディーネとの会話を再開させる。


    「それでなんだっけ……、ああ、ナディーネは頑張ってるって話だ」


    「ルディだって頑張ってるよ」


    　チラチラと目に入るネネの不思議な踊り。


    　なにか精神力的なものを吸い取られているような気分になる。見れば見るほど不思議と気分が沈んでいく。


    「……いや、俺なんかダメだよ、全然ダメだ。方向性を見失ってる」


    「私こそダメだよ。惰だ性せいでバイトしてるだけで」


    「そうだな。ふたりともダメだな……」


    　ぼそぼそと喋しやべるルディとナディーネ。


    　いつの間にか、あれほど空腹だったのに、食事も喉のどを通らない……。


    　まだパンをひと齧かじりしただけなのに……。すっかり気持ちが萎なえてしまった……。


    「……本当に……俺なんか…………おい、その踊りやめろ！」


    　ルディは我に返り、残った気力を振り絞って、ネネに抗議する。


    「え、なんでさぁ？」


    　ネネは踊りをストップして意外そうな顔をしている。


    「それはなにかを吸い取るタイプの踊りだろ！」


    「えーっ、そんなことないよ。みんなを元気づけるダンスだよぉ！」


    「絶対に違う！　めっちゃ吸い取られたぞ、なにかを！」


    　ルディも勇者の端くれ、気力を奪う特殊な踊りがあることは耳にしたことがある。


    　ネネが踊ったのは間違いなく、そのタイプの踊りだ。しかもかなり強力な。


    「とにかく、いま俺とナディーネはお互いを励はげまし合っていたとこなんだ。その踊りはやめてもらえるかな」


    　ルディは厳重に注意して、食事を再開する。


    「まったく、食事中の不思議な踊りは勘弁してもらいたいな」


    「そ、そうだね。ネネちゃんも、頑張ってるところなんだろうけど」


    　ネネをフォローしながら、ナディーネも困ったような顔をしている。


    「俺だって、一日、頑張って、疲れを癒いやしに帰ってきてるんだから、そこで不思議な踊りはキツいよ。ナディーネだってそうだろ」


    「……私は……そこまで……頑張れてないし」


    「そうだな……俺も本当は……ただ汚いオッサンと街ブラしてるだけで……はぁ」


    「そうだね、私もルディもネネちゃんも誰も頑張ってないね」


    「もう、なにもかも、おしまいだ……。自爆する魔法を覚えて、誰もいないところで発動させたい……って、おい！」
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    　あれほど止めたのに、ネネが踊りを再開させていた。


    　ネネは激しく足踏みし、不思議かつ不快な踊りを続ける。


    　踊りはますます激しく、ますます不愉快に……。


    　踊りの激しさに反比例してルディのテンションはうなぎ下がり。


    　ルディの身体からだを襲おそう倦けん怠たい感。風邪の初期症状のような悪お寒かんがする。精神状態も最悪。これはマラソン大会直前の気分だ。


    「やめろ、……なんだか悲しい気持ちになってきた」


    「なんで、なんで？　ルディをダンスで励はげましてるのさぁ。ほら、頑張れ、頑張れ、ルディ、やればできる！　病は気から、誰だって苦しい、乗り越えろぉ！」


    「励ますな！　励まされれば、励まされるほど、悲しい気持ちになる」


    　ルディの背中をつたうなんとも嫌いやな汗。


    　踊りを見せられる前まで心身ともに健康だったはずのルディ、いまでは頑張れと言われると寝込んでしまいそうな精神的なダメージを負っている。


    　そしてルディよりも精神的に弱いナディーネは、より落ち込みが激しい。奥様タイプのナディーネが落ち込んでいると夫を亡くした直後の未亡人にしか見えない。


    　これからは内職でほそぼそと生計を立てていく、そんな幸さち薄うすさが醸かもし出されている。


    　途中からもはや見ることすらできなくなってしまったが、いつの間にはネネの踊りは終わっている。


    　しっとりと汗ばみ、晴れやかな表情のネネ。やりきった爽そう快かい感に満ちている。


    　本人だけは非常に気分がよさそうだ。


    「ネネ、不思議にもほどがあるぞ」


    「不思議じゃないよぉ。私の田舎いなかで古くからある伝統的な踊りなのさぁ。結婚式やお祭りで踊るんだよぉ」


    　本人は出身地に伝わる舞踏を踊っているつもりなのだろうが、おそらく全然違うものになっているはず。こんな不愉快な踊りが結婚式で披ひ露ろうされるはずがない。


    　そんなことをしたら結婚式のテンションがだだ下がりだ。


    　花嫁が披露宴でお父さんに読む手紙で悪口を書くくらいやってはいけない。


    　本人の自覚のないアレンジによって絶妙に不思議に、絶妙に不愉快な踊りになっているのだろう。


    　──ある意味、すごい才能だ。


    　ルディはネネを見つめながら思う。


    　ただその才能をリビングで発揮するのはやめてほしい。


    「もう、二度とここでその踊りを踊るなよ」


    　ルディからすると、大家に怯おびえる日々で、リビングに居られる時間は少ない。


    　その貴重なリラックスタイムに不思議な踊りを踊られてはたまったものではないのだ。


    「なんでさぁ！　リビングはみんなのものでしょぉ！　自由なのさぁ！」


    「他の住人に迷惑をかける自由はない！　見ろ、ナディーネを。夫の戦死を伝えられた直後みたいになってるぞ」


    「ちょっと……未婚だし……もう無理……自律神経が……微熱が続きそう」


    　ナディーネのツッコミも弱々しい。


    　この状況にこれ以上は耐えられないらしく、おやすみの挨あい拶さつもなく、フラフラと自分の部屋へと帰ってしまった。


    　そんなナディーネに「おやすみぃ」と親しげに手を振るネネ。


    　もちろんナディーネはノーリアクション。


    「おかしいなぁ、私の踊りで、ほんわか楽しい時間をすごしてほしいだけなのにぃ。ルディがおかしいんじゃないのぉ？　ねえ、ノリオ！」


    　ネネは自みずからのペットであるノリオの名を呼ぶ。


    　しかしノリオは姿を現さない。


    　ネネはノリオの名を呼びながらあちらこちらを探し回る。


    「おーい、ノリオ、どこいったのさぁ……。あ、いたいた。今日もダンス見ようねぇ」


    　二階へと続く螺ら旋せん階段の奥からネネの声がする。ノリオを発見したらしいが……。


    　ノリオが激ヤセしている！


    　ネネに手を引かれてリビングに戻ってくるノリオ、頬ほおがこけて、目が死んでいる。なにより生気がまったく感じられない。


    「おい、ぐったりしてるじゃねーか！」


    「そんなことないよぉ！　元気いっぱいだよねぇ？」


    「……ノリオ……元気……イッパイノ……ナニカ」


    「いまにも息を引き取らんばかりじゃねーか！」


    　どうやら相当な時間、不思議な踊りの練習につき合わされたらしい。


    「ノリオ……、ペット。タダ飯メシ食ッテルナニカ。……多少……気ヲ使ウ……無理モスル……オ世セ辞ジモ言ウ」


    「いつからそんな真ま面じ目めななにかになったんだ！」


    　もともとなんの生物かわからないなにかだったノリオだが、フォルムがすっかり変わってしまっている。もっと丸々としたなにかだったのに、不健康な感じで痩やせてしまっている。それに目の下に大きなクマ。


    「おい、ネネ、かわいそうだろ」


    「なにがぁ。ノリオはこの踊り大好きなのさぁ。毎晩寝る前に踊ってあげてるのさぁ。ねえノリオ」


    「ノリオ……踊リ、見ル……次々……甦ヨミガエル、悲シイ、想イ出……オ母サン……ドウシテ……ノリオヲ……」


    　ノリオは虚うつろな目をして、誰に話すでもなくぶつぶつと呟つぶやいている。

  


  [image: ]


  
    「ネネ、ダメだぞ。ペットを虐ぎやく待たいしてるぞ。というか、そもそもペット禁止だけど」


    「してないよぉ。やめてよぉ、人聞きが悪いよぉ。私はただ踊って殴れる勇者を目指してるだけなのさぁ」


    　……踊って殴れる勇者。それはそれで十分に人聞きが悪いが。


    「とにかく踊るのはまだしも不思議なのはやめろよ」


    「自分では全然不思議じゃないつもりなのさぁ。どうしたら不思議じゃなくなるのさぁ？」


    「無自覚に不思議なのかよ……せめて意図的にやってくれよ」


    「不思議じゃないのが踊りたいの！　どこが不思議か教えてよぉ」


    「まったく、……もう一回踊ってみろよ」


    　ネネはルディの言葉に小さくうなずくと、また踊りの準備へと入る。


    　ルディとしてはもうこれ以上精神を削られたくはない。一瞬でも不思議になったら即座に止めるつもりだ。


    　独特のポーズを取り、呼吸を整えるネネ。


    　大きく息を吸い、ゆっくりと吐く。


    　──不思議だ。


    「まず、表情が不思議なんだよ。悲しいの？　楽しいの？」


    　真剣ともふざけているともどっちとも取れる顔。おちょぼ口気味であるのに、睨にらむような目つき。すでに不思議である。


    「顔は関係ないのさぁ」


    「あるだろ。もっと笑顔とかにできないのかよ」


    「にぃ」


    　ルディに言われて、露骨な作り笑顔を浮かべるネネ。


    　……非常にわざとらしい。しかし不思議さは減った。


    　笑顔のまま改めて踊りを再開するネネ。


    　足を踏み鳴らしながら、両手を胸の前に持ってくる……。


    「ダメだ。手首がちょっと不思議だ」


    「なにさぁ！　かわいい手首だよぉ！」


    　ネネはムキになって言い返すが、ルディからすると猛烈に不思議な角度なのである。指先はピンと伸びているのに、手首はふにゃっと曲がっていて、見ていると猛烈に不愉快な気分になるのだ。


    「見ろ、ノリオがその手首を見ただけでビクッと震えたぞ！」


    「……ノリオノ本能……訴エカケル……アノ手首……ヤバイ……沼……底ナシノ……沼」


    「沼じゃないのさぁ。失礼だぞノリオ、人の手首を沼だって！」


    「沼ッ！　飲ミ込マレル！」


    　ネネが近づくと身体からだを震わせて怯おびえるノリオ。


    　……完全にトラウマになっている。


    「すごいショックなのさぁ。あんなにかわいがったのにぃ！」


    「だから沼みたいな手首はやめて、あとドブみたいな膝ひざもやめろ」


    「ドブ！　酷ひどいよぉ！　どこがドブなのさあ。こうして、こうだよぉ」


    　ネネは独特の足踏みをして見せる。


    　ドンドン……ドン……ドンドン！　……ドン……ド……ドン……ドンドンドドン……ド……ン……ドンドンド…………ン…………ドン！　……ドン……………ドン！　………………………………………………………………………ド。


    　何拍子かどころか、そもそも規則性のあるリズムなのかすら判然としない。そもそも終わりなのか、まだ続いているのかもわからない。


    　この不思議にもほどがある足踏みのリズム。この足踏みのリズムこそが不思議さの根幹をなしている気がする。


    「ダメだ……気持ち悪い……、なんなんだ、そのはっきりしないリズムは……、頼む、何拍子でもいいから、なにかしら拍子に……」


    「はっきりとしたリズムなのさぁ！　１、２……３…………４１……２…………３４さぁ」


    　口でリズムを刻むがすでにそれがバラバラである。


    　しかもネネはそこに気まぐれに手拍子を加える。


    　ほんの少し聞いただけで頭を掻かきむしりたくなるリズム。


    　ルディは身体からだからなにかが吸い取られていく感覚に襲おそわれる。


    「一回、ストップしてくれ……」


    　ネネは納得いかない様子だが、ステップを止めてくれる。


    「……よく自分は……平常心でいられるな……」


    　ルディは全身に鳥肌が立っていることに気がつく。毛穴からなにか大切なものが出ていったに違いない。


    「なんのことかさっぱりわかんないよぉ。もっと練習して事務所の偉い人に見せてあげるのさぁ！」


    「披ひ露ろうした瞬間、事務所を解雇されると思うぞ」


    「そんなことないよ。踊れるようになれって言ったのは事務所の人なのさぁ。特訓の成果を見せたら喜んでくれるに決まってるよぉ。ねえ、ノリオ。……あれ？　ノリオ？」


    　何度名前を呼んでもノリオから反応が返ってこない。


    　先ほどまで逃げ込んでいたキッチンにも姿はない。


    　その代わりに先ほどまで閉まっていたキッチンの小窓が開いている。


    「あー、ノリオが逃げた！」


    　ついにはノリオまで逃亡！


    　ネネはノリオを捜して外へと駆け出していく。


    　ようやく訪れた癒いやしの時間。ルディの食欲もゆっくりではあるが回復してきた。しかし、肝心の夕食はすっかり冷めてしまっているのだった。
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    　翌日の朝。


    　ルディは重い身体からだを引きずるように、コーポ勇者を出る。


    　昨日の踊りが身体に残っているのだ。


    　軽い倦けん怠たい感と頭痛、吐き気……。


    　経験したことはないが、おそらく二日酔いとやらが、このような症状なのだろう。


    　本来は自分の部屋でゆっくりしたいところであるが、残念ながら、いまだ家賃を払える目め途どは立っていない。


    　大家に見つかるくらいならと、吐き気を堪こらえて街を歩く。


    　向かった先はもちろん、いつもの酒場の前。


    　まだ午前中とあって、酒場も開店前。扉の前でロットを待つ。


    　ロットが姿を現したのは昼過ぎごろであった。


    　ルディの姿を見つけると、とくに事情を聞くわけでもなく、ただいたずらっぽい笑みを浮かべる。


    「ちょっと街を歩くか」


    　ロットはそう言うとルディの同意を待たず、街を歩きだす。


    　ルディはまるでパーティーを組んだかのようにロットの後ろを追う。


    「ロットさんこんにちは！」


    　道行くロットに少女が元気よく駆け寄る。


    「おう、お嬢ちゃん、迷子になるなよ」


    　ロットはそう言うと少女の頭を優しく撫なでる。


    　相手が小汚いオッサンにもかかわらず、少女は満面の笑み。


    　優しく手を振り、少女と別れるロット。


    「ロットさん、先日はどうも」


    　今度は行商人らしき男性がロットに深々と頭を下げる。


    「いやあ、なんてことない。ちょうど暇ひまだったんでね」


    「これはつまらない物ですが、南方のフルーツで、なんでも滋じ養よう強きよう壮そう効果があるとか」


    　行商人はカラフルな果実が山盛り入った袋をロットに手渡す。


    「へえ、こいつは珍しいね。ありがとう」


    　行商人はロットとしばらく会話を交わすと、また深々とお辞じ儀ぎをして去っていく。


    「知り合いですか？」


    「まあ、そんな大した話じゃないんだけどね。あのオッサンが商売の荷物を悪いヤツに奪われちゃったことがあってね」


    「それで奪い返してあげたんですか？」


    「いや、誰が盗とったのかわかんなかったから、ツイてないなって慰なぐさめてやったんだ」


    「……リアルに大した話じゃないっすね」


    　しばらくロットと行動を共にして気がついたのだが、ロットは非常に知り合いが多い。


    　まるで街中の人と顔見知りであるかのようだ。


    　野良犬までがロットに懐なついているように思える。


    　その後もロットは道行く人や店の店員などに気さくに挨あい拶さつしている。


    　いまの時代、よほどの田舎いなかでもなければ、お互い干渉せずに暮らしている。


    　まるでロットの周りだけ時間が戻ってしまったかのようだ。


    　自然で明るくて飄ひよう々ひようとしていて、人間味溢あふれる勇者。


    　ボロく、汚らしく、なによりうさん臭くさいオッサンなのに、ルディが憧あこがれを感じてしまうのはこの雰囲気なのだ。


    　またひとりお年寄りがロットに声をかける。


    　ロットはお年寄りの長話にも実に楽しそうにつき合う。


    　ルディはその話が終わるまで待機するしかない。


    「本当に知り合い多いっすね」


    　ルディは半ばあきれ半ば感心しながら言う。


    「まあね。古い時代の勇者はこうやって街中の人に話しかけて回ったもんさ」


    　ロットはルディに先ほど貰もらった果くだ物ものをひとつ投げてよこす。


    　かじってみると、強烈に甘い。まさに南国を感じさせる味である。


    　勇者専門学校の授業ではもちろん街での情報収集についても習ったが、ルディにとっては非常に苦手なジャンルだ。


    　一度、船を手に入れるために漁村でやってみたが、まったく成果は上がらず。


    　そもそも今の時代はロットのように街で気さくに話しかける勇者は少ない。まさに流行遅れなのだ。


    　事務所に入っている勇者は街で勝手に仕事を取る行為は闇やみ営業とされ、禁止されているし、街の人は街の人で都会化している。そもそも勇者でなくとも知り合いじゃない人に急に話しかけること自体、気持ち悪がられてしまうのだ。


    　しかしロットは昔ながらのやり方で実に自然にやってのける。


    　こうやって多くの人と知り合いになっておけば、いろんな細かいクエストの依頼はあるのだろう。そしてその報酬が酒場での飲み代になっているわけだ。


    「別に金ほしさだけでやってるわけじゃないぜ」


    　ロットはルディの思考を先回りして言う。


    「じゃあ、なんで？」


    「そりゃ、フラグさ」


    　ロットは人懐っこい笑みを浮かべながら言う。


    「フラグ……」


    　ルディにとっては久しぶりに聞いた言葉だ。


    　フラグ。それは勇者用語のひとつである。


    　その意味は抽象的で勇者の行動が他の誰かに影響を及ぼすことを指す。


    〝バズる〟、〝バイラルマーケティング〟、〝バンドワゴン効果〟などの用語が飛び交う現在の勇者業界ではあまり使用されない、むしろ死語に近い言葉だ。


    　ルディにとっては知っているもののよく考えたことのない勇者用語のひとつである。


    「ルディ、勇者にとっての使命ってなんだと思う。お前はなんで勇者になったんだ？」


    　ロットが唐突な質問をする。


    　それはまさにルディが日々悩んでいて、そして答えが出ていない問いだ。


    「……魔王を倒すことが勇者の使命……ですかね」


    　ルディはしばらく考えたのちに答える。


    「まあ、それは最終目標だな。ほとんどの勇者はそこにはたどり着かないわけだ。じゃあ魔王を倒せなかった勇者はなんの意味もないのか」


    「意味がないってことはないと思いますけど。冒険して新しい発見をするとか」


    「そうだな。それもまたひとつの使命だな。だが冒険していない間も勇者には使命があると思うぜ。こうして街をぶらついている間にも」


    「それがフラグですか？」


    　ルディの言葉に大きく頷うなずくロット。


    「そうだ。俺は勇者の使命はフラグを立てることだと思っている。フラグを信じ、フラグのために生きる。それが勇者だぜ。俺がこうやって街をぶらつくことで、なにか新しいことが起こるかもしれない。知らない人と人を引き合わせたり、逆に喧けん嘩かしていた人を仲直りさせたり、俺とお前が出会ったのもそういうフラグを立てたってことだ」


    　ロットはフラグを重要視しているらしいが、ルディにとってはいまいちピンとこない。ルディだけではなくいまどきの勇者なら誰しもピンとこないだろう。


    　ロットはルディの表情が冴さえないことに気がついて、納得のいかない様子。


    「おいおい、フラグってのは一種の哲学でありロマンだぜ。勇者のロマン、イコール、フラグを立てることだ。あとはパーティーの女にバニースーツを着せるくらいだ」


    　ロットによると魔王を倒すとか、伝説のアイテムを手に入れるとか、そんな大それたことは誰にでもできることじゃない。しかし、小さなフラグを立てて、それによって、人々が、街がほんの少しだけ変わる。そしてちょっとだけ変わった世界にまた新しいフラグが発生する。その繰り返しによって世界に影響を与える。


    　それははっきりと目に見える現象ではないが、確実に世界に影響を及ぼす。


    　そう信じて、街を歩き、人と接すること。それが勇者のロマンなのだという。


    「なるほど……」


    　ルディの胸が少しときめく。


    　相変わらずロットの考え方は、勇者としての方向性に迷うルディにとって明るく自由で魅力的に感じるものがある。


    「まあ、言葉を並べ立てるよりも実践だな。ついて来いよ」


    　ロットはボロいマントをひるがえし、颯さつ爽そうと歩きはじめる。


    　慌あわててそのあとに従うルディ。


    　その胸の中にはときめきと同時に不安が……。


    　ロットの考え方は明るく自由で魅力的に感じるものがあるのだが、実践になると基本ろくでもないのだ。


    



    「あいつは伝説のフラグ爺じいさんだ」


    　大通りから何本か入った裏道。


    　ロットの指さす先には路地に座り込む老人の姿が。


    　ルディからすると伝説と称されるほどにすごい人物には見えない。ただの、というか、むしろぼんやりとしたお年寄りに見える。


    「あの人がなにか？」


    「爺さんの後ろに扉があるだろ。だがあの爺さんがずっとあそこに座り込んでいるためにあの扉を開けた人間はいないとの噂うわさだ。つまりあの爺さんを動かすことでフラグが立つってわけだ。俺の若いころには有名だったフラグさ。いまではこんなことに興味あるヤツもいないだろうがね」


    「扉の中にはなにが？」


    「それは誰にもわからねえ。だからこそ爺さんをどかしてみたくなる。それが昔むかし気質かたぎの勇者ってわけさ！」


    　ロットは人ひと懐なつっこい笑みを浮かべながら親指を立てて見せる。


    　……なんだかわからないが、とにかくそれがいにしえの勇者のやり方らしい。


    「よし、ルディ、フラグに挑戦してみろ！」


    　ロットはルディの背中を勢いよく叩たたく。


    　──ここまでされたら、やるしかない。古き良きフラグ立てとやらを体験してみようじゃないか……。


    　フラグ爺さんの正面に立つルディ。


    「あの……ちょっとどいてもらえます？」


    　優しい口調でお爺さんに話しかけてみるが……。


    　まったくリアクションはない。


    　ルディはかなり大声で話しかけたつもりだったが、まったく聞こえなかったかのようになんの反応もない。


    「ははは、それくらいで動くならフラグ爺じいさんと呼ばれることもなかったろう、なにせ伝説の爺さんだからな。これまで何人もの勇者が爺さんを全力で押したり、死ぬほど話しかけたり、周りを調べまわったりしたが、決して爺さんはそこを動くことはなかった。まったくすげー爺さんだぜ」


    　ロットはそう言うと、近所の家の前に積まれていた壷つぼのひとつを掴つかむと、躊ちゆう躇ちよなくフラグ爺さんめがけて投げつける。


    　壷は放物線を描き、フラグ爺さんの頭に当たって粉々に砕ける。


    「な、なんてことを！　古い勇者にも程があるぞ！」


    　ルディは勇者が壷を投げるところをはじめて目の当たりにした。昔の勇者は壷を投げるとは聞いていたが、まさかいまだにそんな勇者が現存していたとは……。


    　しかし慌あわてているのはルディだけ。


    　フラグ爺さんは表情ひとつ変えず、その場に座り続けている。


    　なぜこんなに動こうとしないのか謎なぞだが、さすが伝説になるだけはある。


    　ロットも古いタイプの勇者なら、爺さんも古いタイプのフラグなのだ。


    　そういう目で見ると、フラグ爺さんにもある種のありがたさと歴史を感じる。


    　おそらく数々の勇者たちがこの爺さんの後ろにある扉に入りたがり、その夢を打ち砕かれていったのだろう。


    　扉の前に座る爺さんをじっと観察するルディ。


    　……ある疑念が浮かぶ。


    「……あの、このお爺さんをどかさずに、無理矢理、扉開けて入ったらダメなんすか？　強引にお爺さんの上から乗り越えればいけそうな気が……」


    「それはダメだ」


    　きっぱりと拒絶するロット。


    「なんで？」


    「昔むかし気質かたぎの勇者は平面的な動きを重視する。人の上に乗っかるなんてもってのほかだ。非常に失礼な行為だぞ！」


    　厳しい口調でルディを叱しかる。


    「……さっきおもいっきり壷投げつけてたじゃないっすか！」


    「押す、壷を投げるはセーフ。上に乗るのはアウト！　太古の勇者は平面を重視するために自みずからの向きを変えることすら拒こばみ、一方向を向き続けたんだぞ！」


    「だからなんなんだ！　基準が全然わかんないんすよ！」


    　ルディは不満たらたらでツッコむが、ロットはロットで頑固。「それは古い勇者のやり方じゃない」と繰り返すばかり。


    「とにかく、フラグ爺じいさんをどかせてみな。俺はさっきの酒場で待ってるからよ」


    　ロットはかすかに手を震わせながら、ひとり酒場へと戻ってしまう。


    　まったく納得がいかないが、これも古き良き勇者になるための試練だと解釈するしかない。


    　ルディは勇者学校での授業を思い出す。


    　……ほとんど聞いていなかったので記憶はおぼろ気だが、こういった街中での小さいイベント時の勇者の基本。それは情報収集である。


    　周囲の人に話しかけ、フラグ爺さんについての情報収集からが教科書的な勇者のルール。


    　なぜあそこに座り続けているのか、その理由がわかれば、きっとどいてもらうことも可能なはずだ。


    　人見知りのルディにとってはあまり得意な作業ではないが、これも古き良き勇者になるためである。


    「あのお爺さん？　さあ？　あんまり近所づきあいしないから」


    「さあ、わかんないな。暇ひまなんじゃない？」


    　古き良き時代ならこれで有効な情報が集まったのかもしれないが、やはり現代の無関心社会ではこの聞き込みでは情報は集まらない。


    　ならば……。


    　ルディはスマートフォンを取り出し、インターネットブラウザを開く。


    　フリック入力で手早く「王都アリア　フラグ爺さん　移動させ方」と入力。


    　すぐに検索結果が表示される。


    　古いフラグマニアのサイトがトップに出ている。


    　──世の中にはいろんな人がいるものだ……。


    　颯さつ爽そうとそのサイトにアクセスするルディ。


    　なるほど……。フラグ爺さんは息子の帰りを待っているのか。


    　フラグ爺さんには厳しく育てた一人息子がいた。


    　その息子さんはミュージシャン志望だった。しかしフラグ爺さんは保守的な性格で、息子がミュージシャンになるなど許せず、勘当してしまう。


    　それ以来、息子さんは爺さんのもとに戻ってくることはなかった。


    　爺さんは怒りに任せて息子を追い出してしまったことを後悔しているという。


    　ちなみに息子さんはすっかりミュージシャンを諦あきらめ、現在遠方で無農薬野菜を作りながら幸せに生活しているらしい。


    　なので、息子さんを連れてくると、息子さんに駆け寄って、いまの場所からどいてくれる。


    　ちなみに息子さんに似たミュージシャンっぽい男でも間違って動く。


    　というようなことを本来は街の人々に話しかけて情報収集するのだ。


    　──ネットは偉大である。


    　ロットが若かりし時代はこの情報を入手するために、かなりの苦労を要したことだろう。


    　ネットで検索することは古い勇者の流儀に反するかもしれないが、黙っていればわかるまい。


    　──バレなきゃＯＫ。


    　これはルディの流儀だ。


    　それに古き良き勇者と現代の勇者の融合。それがルディのテーマである。


    　いままでそう考えたことはなかったが、スマホを使用した時点でそうテーマを設定したのだ。


    　──それでどうするかだ。


    　爺じいさんを動かす条件はわかった。しかし、ルディは旅に出てフラグ爺さんの息子さんとやらを連れてくるほど暇ひまでなし、そのモチベーションもない。


    　もっと手っ取り早い方法があれば……。


    　ミュージシャンの息子か……。


    　ルディは再度スマートフォンを取り出し、今度は電話をかける。


    



    　約一時間後、ルディの前に現れたのはヴォルフだった。


    「なんだよ、急に。重要な話って？」


    　ヴォルフは急いで来たらしく、息を切らしている。


    「ヴォルフ、お前にシンガーソングアイドル勇者評論家系ライターとしての初仕事をしてもらいたいと思ってな」


    「本当に！」


    　ルディの話にヴォルフは眼鏡の奥の目を輝かせる。


    「ああ、シンガーソングアイドル勇者評論家系ライターも勇者の一種、困った街の人々を助けてあげなきゃいけないだろ」


    「もちろん。歌とアイドル勇者評論で人々を元気づけ、街を平和にするのが、シンガーソングアイドル勇者評論家系ライターさ。いやあ、こんな早くシンガーソングアイドル勇者評論家系ライターの仕事があるなんて。もう少し時間がかかると思ってたんだけどね」


    　ヴォルフはそう言うと背負っていたギターケースを下ろし、早速ギターのチューニングに入る。


    　──なんて素直な奴やつなんだ……。


    　ルディは別にヴォルフの歌が心を打つとは思っていない。


    　単純にミュージシャンっぽい男が来たら爺さんが間違えないものか、そう思っているだけだ。


    　一瞬でも間違えれば、その隙すきに爺さんのいた場所に潜もぐり込む。


    　それだけの計画である。っていうか、シンガーソングアイドル勇者評論家系ライターに勇気づけられる街の住人などいない。


    　しかしヴォルフはルディのそんな気持ちなどつゆ知らず、やる気満々である。


    「さあ、その傷心のお爺じいさんはどこだい？」


    　チューニングが完了したギターを抱え、ポーズを決める。


    「さあ、こっちだ。お前の歌で癒いやしてやってくれ」


    　ルディはヴォルフを連れ、爺さんから見えるか見えないか、ギリギリの位置へと誘導する。


    　ヴォルフが勝手に前に出ようとするが、ここを動くなと厳しく立ち位置を指示する。


    　怪け訝げんな顔をしながらも、ヴォルフはギターをかき鳴らす。


    



    　お爺さん。


    　もう落ち込まないで。


    　お爺さん。


    　心を開いて。


    　翼つばさを広げ、フライアウェイ。


    　僕がついているよ。いつでもそばにいるよ。


    　僕とアイドルの話をしよう。僕とＤＶＤを観よう。


    　僕と一緒にファンクラブに入ろう。


    　心を開いて。


    　まだ見ぬ、地下アイドル勇者を発掘しよう。


    



    　切々と情熱的に歌い上げるヴォルフ。ギターは下へ手たくそ、歌も音程を外しがちだ。


    　しかし、その歌にはハートが籠こもっている。ヴォルフの強い想いが乗っかっている。


    　主に自分がしたいことだけを歌っているのだから当然なのだが……。


    　その歌声はフラグ爺さんに届いている。


    　ぼんやりとした表情でどこを見ているのかわからなかった、フラグ爺さんが、いまは真っすぐにヴォルフを見つめている。


    



    　一緒に行こうぜ、握手会。


    　一緒に行こうぜ、インストアライブ。


    　ＤＶＤについてる引換券を忘れるな。


    



    　ついにフラグ爺さんが、腰を上げる。


    　おぼつかない足取りではあるが、真っすぐにヴォルフのもとへと向かう。


    　自分の息子だと思ったのか、それとも本当にヴォルフの歌に心を打たれたのか。それはルディにはわからないが、フラグ爺さんはヴォルフのもとへ……。


    　いかない！　途中で止まった。


    「うるさいな君は！　なんなんだ！」


    　フラグ爺じいさんはしっかりとした足取りで、近所の家の前へと進むと壷つぼを掴つかんでヴォルフに投げつけた。


    　壷は放物線を描いて、綺き麗れいにヴォルフの頭にヒットし、粉々に砕けた。


    　壷を投げる勇者もはじめて見たが、壷を投げつけられる勇者はもちろん初見である。


    　フラグ爺さんはヴォルフの様子を確認することなく、そのまま真っすぐ、どこかへと行ってしまった。


    　どうやら、本気で不愉快だったらしい。


    　ヴォルフの歌は心を打った。完全に悪い意味で。


    　がっくりと肩を落とすヴォルフ。


    　爺さんの反応はやはりヴォルフにはショックが大きかったようだ。


    「ルディ……シンガーソングアイドル勇者評論家系ライターって、なんか違う気がするよ。ごちゃごちゃしてるし」


    　ヴォルフは服に付着した壷の破片を払いながら言う。


    「そうだな」


    「アイドル勇者評論家系プロゲーマーってどうだろう」


    「……わからんが、勇者じゃないことだけは確かだな」


    　ルディはヴォルフの肩を優しく叩たたくくらいしかできないのであった。
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    　意い気き消しよう沈ちんしたヴォルフは、街にいる気分じゃないと帰ってしまった。


    　ルディは急ぎ酒場に向かいロットを呼ぶ。


    　幸いなことにロットを連れて戻ってもフラグ爺さんの姿はなかった。


    「おい、フラグ爺さんがいないじゃないか。やるな、このフラグを立てるとは！」


    　ロットがルディの肩を荒々しく揺さぶる。


    「とりあえず、まあ、なんとか……」


    　ルディにはどうにもこのフラグ立てとやらがいまいち釈然としない。


    　しかしロットは上機嫌である。


    「じゃあ、報酬をいただかないとな」


    　ロットはそう言うと、ルディよりも先に扉を開け爺さんの家の家探しをはじめる。


    　ルディはその姿を扉の外から眺めるだけ。


    　目は爛らん々らんと輝き、夢中になって引き出しという引き出しを開けるロット。


    　正直ドン引きのルディである。


    　どうも古き良き勇者のこの一面はルディにはついていけない。


    　爺じいさんの家は実に簡素で、余計な物などなにもなかった。


    　当然ながら勇者を喜ばせるようなレアアイテムも出てこない。


    　老人の家から物を盗とるなどしたくなかったルディは、内心胸をなでおろす。


    　しかしロットからすると、これは異常事態のようだ。


    「おかしいな……、絶対になにかあるはずだが……」


    　ロットは部屋を見渡しながら、考え込む。


    「そうか！」


    　ロットは突如そう叫ぶと、爺さんの部屋から飛び出してくる。


    「なにが、『そうか！』なんですか？」


    「これは後ろの扉を気にさせといて、爺さんのいたところを調べるパターンだ」


    　ルディにはパターンと言われてもなんのことかわからないが、古き良き勇者的にはそのパターンらしい。ロットはここぞとばかりにフラグ爺さんのいたあたりの地面を調べる。


    「これは……」


    　ロットの手になにか煌きらめく金属が握られている。


    「それはなんですか？」


    「これは……フラグ爺さんのメダルだ。全世界のフラグの立ちそうな爺さんをどかして、このメダルを集めると、ちょっとした防具の備品や、剣につける特製ストラップ、ドリンクバー無料券などと取り換えてくれるという……」


    　ロットの説明によると、世界中のその場を動かないお爺さんをどかすことによってもらえる大変貴重なメダルなのらしいが……。


    「これはいいものをゲットしたな」


    　といいながら、そのメダルをルディに握らせる。


    　口ぶりに反して、いらないらしい……。


    「俺もいりませんよ。なんでそんなことのために世界を回らなきゃいけないんですか」


    　メダルを突き返すルディ。


    「ルディ、お前はまだ若い。だから、なっ！」


    「なっ！　て言われても、若いからなんです？」


    「とにかくまだ若いから……だから、なっ！」


    　ロットはルディのポケットに勝手にメダルをしまい込む。


    　こうして、いらないメダルを手に入れたルディ。


    　これもまた家賃の足しにはなりそうもないのであった。
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    　夜遅くルディはコーポ勇者に戻る。


    　玄関に足を踏み入れると同時に、神経を張り巡らせ大家の気配を探る。


    　──大丈夫だ。いない。


    　ほっと胸をなでおろし、リビングへと向かう。


    「ルディ、おかえりー」


    　リビングに入るとキッチンからナディーネの声が聞こえる。


    「ただいま、ただ、名前をそんなに大きな声で呼ばないでくれ」


    　万が一、大家がどこかで聞いているかもしれない。できれば『Ｒアール』などコードネームで呼んでもらいたいものだ。


    　キッチンではカチャカチャと皿の触れ合う音と水が流れる音。


    　どうやら食器を洗っていたらしい。相変わらず働き者である。


    　しばらくすると、水道の音が止まり、手をエプロンで拭ふきながら、ナディーネがリビングに姿を現す。


    「ご飯あるけど食べる？」


    「ああ、ありがとう」


    　ナディーネは今日もルディの分も夕食の準備をしてくれていた。


    　テーブルのルディの席の前にパンとスープ、そして鶏とり肉にくのソテーが並ぶ。


    　温め直してくれたようで、スープはホカホカと湯気を立てている。こんな日々の中、温かいご飯が一番ありがたい。


    「毎日、悪いな。本当に助かるよ」


    「いいの。私、料理が好きだから」


    　ナディーネはテーブルの向かいに座り、スプーンでスープをすくうルディの様子をなんだか嬉うれしそうに見つめている。


    「なんで見てるんだよ。なんか照れるな……」


    「そう？　気に入ってもらえるかなと思って。どう美味おいしい？　新しいハーブを試してみたんだけど」


    　ドンドン……ドン……ドンドン！　……ドン……ド……ドン……ドンドンドドン……ド。


    「……味以前に……俺みたいなクソ野郎が食べても……鶏とハーブに申し訳ない……」


    「そうだよね、私も……料理するとか……天てん狗ぐになってたかも」


    　どこからともなく現れたネネ。当たり前のように例のダンスを踊っている。


    　一瞬新婚の夫婦のようないいムードだった気がしたが、いまでは商売に失敗して夜逃げ直前の夫婦のムードだ。


    　そのムードを醸かもし出しているのは……。


    「ネネ……いま……ちょっと踊ったろ」


    　ルディはのっそりとしたペースでネネに抗議をする。


    「ルディがすごくダメ出ししてきたから、踊りを改良したのさぁ。ここからが、新しいところなのさぁ」


    　ネネはそう言うと、奇妙なポーズでピタリと動きを止める。決めポーズのつもりなのだろうが、ちっともセクシーでもない。


    「ネネちゃん、せめてご飯中はやめようよ」


    　ナディーネもお姉さんのようにネネをたしなめる。


    「なんでさぁ！　ご飯食べながら、美女の踊りを見るって、王様みたいで最高さぁ！」


    　自分で自分を美女と評するネネ。


    　仮に美女であっても、食事中になにかしら吸い取るタイプの踊りを披ひ露ろうされては王様もたまったものではない。


    「本当に間に合ってるから。いまは普通にご飯食べさせてくれ」


    　ルディはきっぱりと断ると食事に戻る。


    　改めてスープをすくい、味を確かめる。たしかにいつもよりもさらに複雑で芳ほう醇じゆんな味になっている。家庭的な味でありながら、それだけにとどまらない心躍る味だ。


    　それにこの鶏とりのソテーもシンプルながら実に美味うまい。皮はパリッと身はジューシー。


    「美味いよ」


    「本当に？　気を使わずに正直に言っていいんだよ」


    「なんでいまさらお世せ辞じなんか」


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン………………………タン…………シャン……タ、……………………タン。


    「マジでクソうめえええよ！　このスープなに入れたんだよ。やべえ薬でも入ってんじゃねーのか？」


    「入れてないよー！　愛情が籠こもってるんだよー、あとお塩とコショウだよー！　主にお塩とコショウだよ！」


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン………………………タン…………シャン……タ、……………………タン。


    「このクソ鶏肉はなにしたんだよ。こいつもクソうめええええ！」


    「焼いたんだよー！　愛情込めて焼いたんだよー！　火で！　強火、中火、弱火を織り交ぜて！　あとお塩とコショウだよー！」


    「ワオッ！　塩コショウ最高ぉ！　鶏に申し訳なくねえええ！　ハーブにも申し訳なくねええ！　ハーブなんか、意味なくむしって捨ててえ！」


    　──なんだこのテンションは!?


    　ルディは叫びながら自分の異変に気づく。


    　先ほどまで夜逃げ寸前のムードだった、ルディとナディーネ。いまではライブでアリーナ席の観客をあおる歌手のようなテンションだ。


    　どう考えても、原因はネネだ！

  


  [image: ]


  
    　いつの間にかネネの手にはタンバリンが握られている。


    　腰をくねらせながら、ヘンテコなリズムでタンバリンを叩たたくネネ。


    「ちょっと、それ止やめろよ！　変な気分になる！」


    　ルディは強引にタンバリンを奪って、演奏をストップさせる。


    　これ以上続けられると、頭に血が上りすぎて血管が切れてしまいそうだ。


    　タンバリンから奏かなでられるリズムで楽しい気分になっているというより、なんだか強引にテンションを引っ張り上げられているような、なんとも気持ちの悪い体験だ。


    「おい、それなんだよ？」


    「なにって？　タンバリンさぁ。ルディがあんまり私の踊りのこと馬ば鹿かにするから、タンバリンも取り入れたのさぁ」


    「タンバリンはわかるけど……どこで買った？」


    「どこって、いつもの道具屋さんなのさぁ。安くていいものばっかりだよぉ」


    「やっぱりか……」


    　ネネが言ういつもの道具屋は毎回粗悪品をネネに買わせることでおなじみである。


    　これまでも何度も呪のろわれた装備をネネは売りつけられてきたが、まったく懲こりてないらしい。


    「それ、絶対に変な特殊効果あるぞ」


    「そんなのないよぉ。あんないいおじさんが変なの売るわけないさぁ」


    　毎回騙だまされているのに、まだそんなことを言っている。


    　ピュアなのか、間抜けなのか、その両方なのか……。


    「とにかく、ちょっとそれも止やめてもらえるか。不思議すぎる」


    　ルディはネネに厳重注意して、食事に戻る。


    　せっかくのナディーネの手料理が台無しになるところだった。


    　ルディは気を取り直して、ゆっくりとパンを少しちぎって、スープに浸ひたす。


    「おっ、このパンも美味おいしいな」


    「そうなの。バイト先の近くに新しいパン屋さんができて、半額セール中だったんだよね。思わずいっぱい買っちゃった」


    　ナディーネは本当に嬉うれしそうに言う。


    「へー、いい店見つけたな」


    　ドンドン……ドン……ドンドン！　……ドン……ド……ドン……ドンドンドドン……ド。


    「本当に、あんなにいい店なかなかないよ。それに比べて……私は……」


    「いや、俺こそ……俺は半額セールでも売れ残る勇者だろうな……」


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン……。


    「クヨクヨしてないでパンを食べなよー！　ルディ！」


    「食う！　とりあえず八個食う！　噛かまずに八個食う」


    「いえーい！　塩コショウ最高！」


    　ドンドン……ドン……ドンドン！　……ドン……ド……ドン……ドンドンドドン……ド。


    「俺みたいなものは……八個は食えない……」


    「塩コショウ最低……」


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン……。


    「嘘うそじゃーい。何個でも食えらーい！　イエーイ！　っておい！　不思議な踊りと不思議なタンバリンを交互はやめてもらおうか！」


    　ルディはようやく我に返って、ネネに猛抗議する。


    「なにさぁ、楽しいひとときなのさぁ」


    「楽しいのはネネちゃんだけでしょ！」


    　ナディーネは乱れた髪を整えながら、顔を真っ赤にしてネネを睨にらんでいる。


    　塩コショウを持って大はしゃぎは相当恥ずかしかったらしい。


    「自分では全然わかんないのさぁ。そんなに不思議？」


    「不思議だよ！　脳がぶっ壊れるかと思ったぞ！」


    　テンションが上がっているうちに、がっついたせいでほとんど味わうことなく出してもらった夕ご飯を平らげてしまった。いつのまにかお腹なかがいっぱいである。


    　貴重なご飯をこんな食べ方で……。


    　本当に迷惑極まりない不思議さである。


    「もともとちょっと不思議ちゃんなのに、これ以上不思議になってどうするんだよ。共同生活できるレベルじゃないだろ」


    「本当ニ困ル」


    　ルディの意見に激しく同意したのはノリオだった。


    　逃亡したはずだったのに、ネネの奇妙なタンバリンのリズムに釣つられてか、いつの間にか姿を現し、勝手にパンをむさぼり食っている。


    「ノリオが激太りしてるじゃねーか！」


    　昨日まで激ヤセしていたのに、いまでは顔がパンパン。身体からだもほぼ球体になっている。


    「アノ……タンバリンノ……リズム。ノリオノ……食欲……刺激スル。ノリオ……太リヤスイタイプノ……ナニカ……起キタ……直後ノ……顔ノ脂アブラ……半端ナイ」


    「ほら、ノリオが成人病になっちゃうぞ！　成人しているかどうかも知らないけど」


    「もう！　みんなで文句ばっかり言ってぇ、どうするのさぁ、踊って殴れる勇者の計画はあ！　人気になったら踊って殴る握手会したいのにぃ」


    「なんだ、その会は！　ごちゃごちゃしすぎで、もはやイメージできねーよ」


    「だから、ファンの人を集めてぇ、踊ったり、殴ったり、握手したりだよぉ」


    「それのどこが勇者なんだ！　見失い方が半端ないぞ」


    　ルディはその後、勇者としての基本、ルームシェアでの共同生活の基本についてじっくりとお説教をする。


    　しかし、そのお説教をしている本人が勇者として完全に迷走し、コーポ勇者の家賃を払っていない。この状況ではどれだけ言葉を尽くしても説得力がないのであった。
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    　翌日。相変わらず、大家から逃のがれての街ブラの日々。


    　ルディとロットはいつもの酒場にいた。


    　真昼間の酒場には客はほかにいない。


    　カウンターに並んで座り、ルディはお茶を飲む。


    　誰がどう見てもお金持ちには見えないロットであるが、オッサンとしてのプライドか、毎回お茶を一杯だけ奢おごってくれるのだ。


    　そしてロットは相変わらず昼間から酒。本人曰く、古い勇者は一杯飲むと逆にシャキッとするらしい。


    「そうか、家賃ねえ。いまどきの勇者は定住してっからなあ」


    　シャキッとしたてのロットはルディの悩みに親身になって耳を傾けていた。


    　この自称古き良き勇者とのつきあいも深まり、ルディは兄貴分的な親近感を抱いていた。


    　その親近感からルディはポロリと家賃について弱音を吐いてしまったのだ。


    「住所不定じゃバイトどころか、クエストのオーディションに応募すらできないっすよ」


    「ダンジョンなんか勝手に行きゃあいいと俺は思うがね……。まあ、そういう時代だな。勇者も住所が必要か」


    　ロットはお金や安定よりも自由を選んだ男だ。


    　ルディもこの中年がお金についての悩みを解決してくれると思ってはいない。


    　ただなんとなく打ち明けたくなっただけだったが……。


    　意外なことにロットは自分のことのように悩んでくれる。


    「まあ、そうだわな。いまの時代、勇者も無一文ってわけにもいかないからな。ダンジョンに入るのにも入場料が必要な時代だし……。となると、あれしかねーかな」


    　ロットはもう一度「あれしかねー」と呟つぶやくと、マスターに勘定を要求する。


    　どうやらロットにはなにかしらの心当たりがあるようだ……。


    「なにかいい仕事があるんですか？」


    「仕事ってわけじゃねーけどさ……」


    　ロットはマスターへの支払いを終え、ふらりと街へ出る。


    　そのままふらふらと街を歩くロット。ルディもそれにつき従うしかない。


    　ロットの向かった先は武器と防具の店であった。


    　王都でもっとも大きな武器と防具の店。勇者なら誰もが知っている店だ。


    　ロットも当然何度も通っているだろう。


    　慣れた感じで店内へと入る。


    　店内には様々な剣、槍やり、鎧よろいなどが陳列され、数名の客がそれを品定めしている。


    『銅コーナー』『鋼はがねコーナー』と素材別に並ぶ武具の数々、どれもマスプロダクト製品で特別なアイテムではないが、いずれにせよいまのルディには購入できるものはない。


    　ロットは店内に並ぶ武器と防具には目もくれず、視線は一点に注そそがれている。


    　その視線の先にはレジのカウンター、そのカウンターのはるか奥、そこに置かれた宝箱に注がれている。


    「あの宝箱になにが……」


    「昔の勇者は金に困ったときにはな、武器屋の宝箱を開けたもんさ」


    　ポカンとしているルディの顔を見て、いたずらっぽい笑顔を浮かべるロット。


    　武器屋の店内にはたしかにレジカウンターの奥に宝箱が置かれていることが多い。


    　おそらく宝箱は金庫のように使われているのだろう。現金か、それとも高級な武器か……。ルディにはなにが入っているのか知る由よしもないが、宝箱に入っているのだからいい物が入っているのだろう。


    「……もしかして今日も？」


    「ああ。開ける。そして中身をいただく」


    「あのー、一応言いますけど……、ダメですよ！　もう余裕でダメでしょ」


    　ルディはさすがにロットをたしなめざるを得ない。


    「なんでダメだ？　お前も勇者だろ。勇者の臨時収入といえば昔っから武器屋の宝箱って決まってるんだぜ」


    「……それは窃せつ盗とうじゃないですか」


    「ルディ、そんな悲しい表現をしちゃいけねーな。勇者が宝箱を開ける、ただそれだけのことだぜ。もっとシンプルに考えろよ」


    　ロットは人差し指を立ててルディの鼻先で振って見せる。


    「……シンプルに泥棒？」


    　ロットは大げさに首を振り、天を仰あおぐ。


    　いままで教えてきたことがまったく伝わってなかった。そのことをがっかりしているようだ。


    「いいか、ルディ。俺が思うに、宝箱ってのは勇者に開けられるために存在しているんだ。すべての宝箱は勇者への挑戦状なんだぜ。もっと心を自由にしろ。そうすれば宝箱の声が聞こえてくるはずだせ。『俺の前までたどり着いてみろ』、『俺を開けてみろ』ってさ」


    「酒でシャッキリしすぎか、幻聴が酷ひどいですね……。たぶんもうしばらく耳を澄すませば、警察の足音も聞こえてくるんじゃないですか」


    「おいおい、テンション下がること言うなよ。俺とお前は勇者、そしてあそこに宝箱。もうそれで十分なんだよ。武器屋の店主も盗とられたくてあそこに置いてるのかもな」


    　──ポジティブシンキングが凄すごい。悪い意味でだけど！


    　ルディは驚きを隠せない。


    　たしかに宝箱を開けるのは勇者のロマンではある。しかしそれはダンジョンでの冒険中に所有者不明の宝箱に遭遇した場合だ。


    　──こいつ……古き悪しき勇者なんじゃないのか？


    　ルディの心に疑念が湧わきはじめる。


    「ちょっとなー。やっぱり俺世代は引っ掛かりますね」


    　ルディはロットの提案を断ろうとするが、そう簡単に引き下がるロットではない。


    「待て待て、ルディ、この店をどう思う？」


    「え？　普通の武器屋？」


    　質問の意味を図りかねるルディ。


    「こんな街の大通りに堂々と武器を扱う店がある、そのことに違和感を抱かないか？」


    「ああ、昔からこうだったから、特になんとも……」


    「慣れてしまっていることほど恐ろしいものはないぜ。ここにくれば誰でも武器を買うことができる。子供が気軽に鋼はがねの剣を買うことだってできる」


    「うらやましいガキっすね」


    「そうじゃない。ここは武器屋、あいつらは武器商人、俗に言う死の商人だな。実に凶悪な顔をしているな」


    　ロットはカウンターの前で会計をしている、武器屋のおやじを睨にらみつける。


    「もしかして、武器屋さんを無理矢理悪人にしようとしてないですか……」


    「無理矢理じゃない。絶対悪い人に違いない！」


    　ロットはそう言うと、店員を睨みつける。


    　ぽっちゃりと太って、口ひげをたくわえた店主。常に笑顔で接客している。ルディにはちっとも悪人に見えない。


    「うーん。どう見ても悪党には見えないんすけど……」


    「ルディ、よく考えろ。勇者ってのは、平和を愛する存在だよな。そのために敵と戦う。だから真の敵は誰だか常に考えなければいけない」


    「……そうですね」


    「街中で節操なく武器を売りつける死の商人。これは敵だと思わねーか？」


    「むしろ勇者的には助かってると思うんですけど」


    「ダメだ。あいつは死の商人だ！　だから宝箱を開けてもセーフ！」


    　──なんでもセーフだな、この古い勇者は……。


    　ロットは武器屋を悪者にして、ルディの抱いている罪の意識を小さくしたいのだ。しかし、こんな強引な論法では、ルディの罪悪感はちっとも減らない。


    　しかしロットは大げさな身振り手振りで演説を続ける。


    「ルディ、俺はお前に才能があると思っていろいろ教えてるんだぜ。勇者ってのは自由な冒険家だ。どんなものにも縛られちゃいけねえ。常識に縛られるな！　刑法に縛られるな！」


    「そんなことやってると警察にきっちりと捕縛されますよ」


    「いいのか？　このまま大家から逃げ回る日々で。勇者にとって逃げるってのは恥ずかしいことなんだぜ。いいからついてこいっ！　これは金だけの問題じゃない。これもお前が古き良き勇者になるための試練だ」


    　ロットはルディの了承を取ることなく歩きはじめる。


    　本来であればついていくことは賢明ではない……。それにいろいろ理由をつけられても、どうも後ろめたさを感じずにはいられない。


    　しかし…………。


    　──古き良き勇者になるための試練。


    　そう言われてしまうと、このまま別れるわけにもいかない。


    　それに家賃の件もある。


    　普段なら絶対に首を縦に振ることのできない意見ではあるが、今回はロットの意見にあえて騙だまされて、ギリギリセーフとする。


    　なにがセーフかは言い難がたいが、ギリギリセーフだ。


    



    　ロットは迷うことなく、最短距離で武器屋の裏口へと到着した。


    　あらかじめ裏口がどこにあるか目星をつけていたとしか思えないスムーズな移動である。


    　それはともかく、いまは真昼間、当然武器屋は営業中である。


    「せめて営業時間外にすれば……」


    「おいおい、それじゃ盗とう賊ぞくだぜ。勇者はコソコソしねえ」


    　相変わらずロットの倫理観はまったく理解できない。


    　ロットが裏口のドアノブをひねるが、ガチャガチャと音がするだけで開きはしない。施せ錠じようされているのだ。


    　まさに当然の展開である。


    　しかしロットはそんなことは想定済みなのか、余裕の笑みを浮かべている。


    「さあ、こんなときに必要なアイテムはなんだ？」


    　ロットは先生然とした態度でルディに尋ねる。


    「まあ、鍵かぎですか？」


    「正解。でもどんな鍵でもいいわけじゃないよな。ルディの部屋の鍵じゃ、このドアは開かないぜ」


    　ロットは当たり前のことを言う。


    「そりゃこの武器屋の鍵じゃないと」


    　ルディの答えにふふんと笑うロット。


    「聞いたことないか？　すごい鍵の話をさ。特殊な力で世界中のありとあらゆる扉や宝箱を開けちゃう、伝説の鍵かぎの噂うわさをさ」


    「……まさか、『最後の鍵』」


    　ルディも勇者の端くれ、当然ながらそんなアイテムの噂は聞いたことがある。


    　王宮の宝物庫、古代の神殿に眠る宝箱。


    　魔力を使った封印ですら解除することができる究極の鍵がこの世界にあるとの伝説を。


    「なんだ、知ってるじゃねーか」


    　ロットはそう言うと、自分のズボンのポケットを探りはじめる。


    「まさか、持ってるとか」


    　最後の鍵は一流のレアアイテムである。それこそＳ級に認定される勇者でも入手困難なレベルのレア度だ。


    　ロットもベテランの勇者であることは間違いないが、ベテランなだけで、そんなランクの勇者には見えないが……。


    「まあ、最後の鍵に比べるとランクは落ちるがね。通称、最後っぽい鍵だ」


    　ロットが取り出したのはおおよそ鍵には見えない代しろ物ものだった。


    　なにに見えるかといえば、変形したハリガネとドライバーに見える。


    「それが……鍵？」


    「まあな。最後の鍵と違って、ちょっとだけ扱いにコツがいるんだがな」


    　ロットはそう言うと鍵穴にハリガネとドライバーを突っ込み、左右にひねったり、押したり引いたりを繰り返す。


    　鍵穴をしばらく探ってはハリガネを取り出し形状を微調整する。


    　これまでになく真剣な表情。


    「おっ、来たっ！」


    　ロットは小さく叫ぶとドライバーにグッと力を込める。


    　──ガキッ！　ガキッ！　ガチャリ。


    　嫌いやな金属音の後に鍵が開いたっぽい音。


    　ロットが通称、最後っぽい鍵を抜き、ドアノブをひねると……。


    　ゆっくりと開く武器屋の裏口。


    「どうだい？　格好は最後の鍵ほどはよくないが、効果はまあまあだろ」


    　自慢げなロット。


    　ルディはじっとロットの手に握られた最後っぽい鍵をしげしげと見つめている。


    「もしかして、ピッキン……グッ！」


    　ルディは最後まで言葉を発することができなかった。


    　ロットに口を押さえられたのだ。


    「おい、その言葉は絶対に言っちゃいけねえ！」


    「でも、これ、ハリガネとドライバーでピッキン……グッ！」


    「だから、言うな！　人聞きが悪いぞ！　これはレアアイテム。最後っぽい鍵かぎだ。決してハリガネとかそんなチャチなもんじゃねえ！　ハリガネじゃなくて最後っぽい鍵パーツＡ、ドライバーじゃなくて最後っぽい鍵パーツＢだ」


    　ロットの語調には異論を許さない迫力がある。


    　しかしその迫力が逆にルディの脳裏にあの言葉を浮かばせるのだ。


    「まあ、あれですよね……。鍵にはいろんな形がありますからね……。最後の鍵がどんな形かも知らないし……」


    　ルディはあの言葉を打ち消すように自分を納得させる言葉を探す。


    「だろ、だろ！　そもそも最後の鍵で開けたら、それはセーフで、そのピッキ……違う、最後っぽい鍵で開けたらアウトって話でもないだろ！　結果は同じなんだから」


    　──いま自分で言いやがった。


    　せっかく信じようとしてやったのに！


    　……とはいえ、ロットの言うことも一理ある。


    　伝説のレアアイテムで鍵を開けようが、ハリガネとドライバーとしか思えないもので開けようが、結果は同じである。


    　なぜか伝説の鍵で開ければ許される気がしてしまうのが不思議だが……。


    「いいから、入るぞ」


    　ロットはすでに半身をドアの中へと入れている。


    「ちょっと、待ってください。これはなにか意味があるんですよね。俺に伝えたいことがあるんですよね」


    「さっき言っただろう。そうだ。そもそも金に困ってるのはお前だろ。俺じゃねえ」


    「これは修行の一環ってことですね」


    　念を押すルディ。


    「そうだ」


    　ロットはルディの目を見てきっぱりと宣言する。


    「わかりました」


    　ルディはロットの目を見返しうなずく。


    　やっていることはどう考えても無茶苦茶だが、ロットの目の輝きに賭かけることにしたのだ。


    　子供のような純粋さと真っすぐさ。いくつになってもそれを忘れない、まさしく勇者の目だ。


    「よし、気配は消せるな」


    　ロットはそう言うと、すでに自みずからの気配を消している。


    　──さすが、気配の消し方がこなれている。


    　ロットがいることを認識しているルディですら、ちょっと目を離すと見失ってしまうほどだ。


    　ルディもロットに従って気配を消し、身を屈かがめ、ゆっくりと武器屋の店内へと潜入する。


    　裏口から店内に潜入したため、当然ながら、店員しか立ち入ることができないバックヤードへと足を踏み入れることになる。


    　表口の方向からは賑にぎやかな店員の挨あい拶さつと客の声。


    　なかなか繁はん盛じようしているようだ。


    　店員は接客に忙しいようで、その分、バックヤードは閑散としていた。


    　急に店員が戻ってくることを警戒しながら、ゆっくりと進む。


    　果たして、宝箱はあった。


    　立方体の箱にドーム状の蓋ふた。まさに見るからに宝箱である。


    　そして宝箱の正面には鍵かぎ穴あな。


    　ロットが蓋を開けようとするが、ビクともしない。当然ながら鍵は閉まった状態だ。


    「よし、お前がやってみろ」


    　ロットが最後っぽい鍵をルディに手渡す。


    　ルディは見み様よう見み真ま似ねで鍵穴に最後っぽい鍵を突っ込んで回してみる。


    　──なるほど……。


    　ルディははじめての経験であるにもかかわらず、すでにコツのようなものを掴つかんでいた。


    　ハリガネを通して指先に伝わる感触。それによって鍵の内部構造を把握するのだが……。


    　剣を通して相手の力量を察することに似ている。


    「おっ、なにか掴んだようだな。だが油断するな。ピッキン……じゃなくて最後っぽい鍵は変に力を入れると中で折れちゃうからな。中で折れたら諦あきらめるしかないぜ」


    「……は、はい」


    「慎重にハリガ……いや、パーツＡを一回出して鍵穴にぴったり合うように形を微調整しろ。それからドライ……パーツＢは」


    「もうピッキング、ハリガネ、ドライバーでいいです」


    「だから言うなって！　なんてロマンのないヤツなんだ。勇者はロマンだぜ」


    「言い方でごまかすのと、ロマンは別物じゃないですかね……」


    　ルディはそう言いながらも最後っぽい鍵パーツＡの微調整に余念がない。


    　もうここまでやってしまったのだから、いまさら言こと葉ば尻じりを整えたところで意味がない。


    　これが修行であると信じて最後までやり遂げるのみだ。


    　何度かの微調整の末、ついにハリガ……パーツＡが鍵穴の内部にぴったりはまる。


    　ここでドライバ……パーツＢに力を込めて回転する力を加える……。


    　ガリガリと金属がきしむ嫌いやな感覚。


    　パーツＢことドライバーが鍵穴の中で折れそうなのだ。


    「……なんかヤバそうっす」


    　しかしロットはひるまない。


    「いや、行ける。ルディ、自分を信じろ。いいか、勇者ってのは、ピンチのときほど前に進むもんだぜ！」


    　そんな格好いい風のことを言われても、やっていることはピッキング。全然心に響かない。


    　しかし、折れたら、折れただ。ルディは一気に力を込める。


    　──開いた！


    　急激にドライバ……パーツＢにかかっていた抵抗がなくなる。


    　まさに鍵かぎが開いた感触。


    「よくやった！　ついに武器屋の奥にある宝箱を開けたな。昔の勇者はな、武器屋の宝箱を開けたら一人前だって言われたもんだぜ！」


    　ロットがルディの背中をバシバシと叩たたく。


    　上機嫌のロット、しかしルディの表情は冴さえない。


    　ロットもようやくそのことに気づく。


    「おいおい、どうした？」


    「……開けるところまででいいでしょ。見つからないうちに戻りましょう」


    　ルディはギリギリのところで踏みとどまった。


    　古き良き勇者、そのフレーズとロットの自由でなににも縛られない雰囲気に惹ひかれて、これまでロットに従ってきたルディであったが、これはさすがに従えない。


    　ロットの流儀ではこれは勇者の当然の権利なのかもしれないが、ルディの流儀では勇者でなく盗とう賊ぞくの仕事である。


    「本気か!?　これで家賃の問題も解決だろ」


    「俺はあくまで勇者としての修行の一環としてやったまでです。中身は関係ないです」


    　ルディは軽く蓋ふたを開けて鍵が開いたことを確認すると、宝箱の前から立ち去ろうとする。


    「おいおい……、なに言ってるんだ」


    　ロットは目を丸くしている。


    　ルディとて現金は欲しい。しかしルディの定義ではこれは勇者でなく盗賊である。


    　ルディは勇者である。勇者はたしかに宝箱を開ける。


    　しかしそれよりもなによりも人々の役に立ってこそ勇者。市民に害をなす存在であってはいけないのだ。


    「あんたに古き良き勇者のスタイルがあるように、俺は俺のスタイルを持ちたいと思ってるんすよ」


    　ルディははじめてロットと対等に口を利いた気がしている。


    　年齢、キャリア、そういうことは関係ない。ロットにはロットの流儀があるように、ルディにも自分の流儀のようなものが芽生えはじめたのだ。


    「……それが宝箱を開けるが盗とらないってことか」


    「そうです。人を殺あやめるためじゃなく、活いかすための剣的なヤツです」


    　ルディはことさらキリリとした顔を作って、そう宣言する。


    　もちろんただの思いつきである。


    　幼いころにそんな感じのことを言っていた漫画があった。とっさにそのシーンが浮かんだだけだ。


    「つまり、盗むためじゃなく、人を……えーと……」


    「あんまり深く考えないで。矛む盾じゆんが出る！　そもそも活人剣的なのは深く考えると矛盾が出ちゃうタイプの考えだから。『甘い考えだが、それがお前の信じる道なら進むがいい』っぽいことだけ言ってくれれば、それでいいですから」


    「そ、そうか。まあいいだろう。今回はお前のスタイルとやらでいこうじゃないか」


    　ロットは一応、納得してくれた口ぶりだが……。


    　なかなか宝箱の前から立ち去ろうとしない。


    「なあ、ルディ、お前はその人を活かす活かつ盗とう鍵けんでいいんだが、俺も盗っちゃダメか？」


    「知りませんよ」


    　ルディは少しイライラしながら答える。


    「ルディ、薄々感づいていると思うが、俺もリッチじゃねえ」


    「もちろんです」


    　薄々どころか、ルディは最初からそう確信していた。


    　ホームがレスな人と見まごうほどのいでたち。しかも昼間から飲酒する悪あく癖へき。そんな人がお金を持っているわけがない。


    　だから一度もお金を貸してくれとは頼まなかったのだ。


    「俺もさあ。いい年だからさ。同級生が一軒家を買ったとか、そういう話を聞くと、胸が震えるときもあるんだ。もちろん俺は勇者。自由な存在。家などいらんが、今後、年を取って病気とかしたときに、まとまったお金がないと不安になる年ごろでもある。その辺考えると安定した仕事があった方がいいなとか思うけど、この年まで勇者やっちゃうと再就職先もあるわけじゃない。とことん勇者をやるしかないわけだ」


    「話が長いですよ！　若者にオッサンの不安を聞かせてどうするんですか。要するに盗りたいんですよね」


    　無言でうなずくロット。


    　ルディはそれになんの返事もせずに、身を屈かがめたまま、ゆっくりと裏口へと戻りはじめる。


    　──勝手にしろ。


    　要するに、そういうことだ。


    　ルディの後方から聞こえる宝箱を開ける音。


    「あー、ええーっ……。マジでか。なんで武器屋のヤツ、こんなものを店に……。エロいな……。家では逆に奥さんとかに見つかるのかな……。おい、ルディ。すげえエロいぞ。もはやエロい映像博物館状態だ！　エロいアカシックレコードだ！　ちょっと戻ってこいって」


    　ロットが執しつ拗ようにルディを呼び止めるが、ルディは決して振り返らない。


    　正確には何度か立ち止まったし、横を向くくらいの角度まではいったが、ぎりぎり振り返ってはいない。こちらもギリギリセーフとさせていただく。


    　武器屋の店主がなぜこんな場所の宝箱にそんなものを隠したのかわからないが、自みずからもそういったグッズを隠すことが大好きなルディとしては、とても奪う気にはなれないのであった。


    



    　無事に武器屋のバックヤードから脱出し、急ぎ足で現場を離れるルディとロット。


    　最短距離で例の酒場へと戻る。


    　馴な染じみのカウンターに並んで座り、ルディはお茶、ロットは酒でひと息つく。


    　ロットは慣れた手つきでグラスの中で氷を回転させ、少し酒が薄まったところで口をつける。


    「ルディ、お前のスタイル見せてもらったぜ。甘っちょろいとは思うが、それがお前の信じる道なら進むがいい」


    　ロットはいまさらな台詞せりふを得意げに言う。


    「他人のエロＤＶＤを盗んだ人に言われても……」


    　ルディのロットに向ける目は冷たい。


    「おいおい、どうした？　スリリングなひとときのあとにしてはテンションが低いな。楽しかったろ？」


    「楽しくはないですよ！」


    　ルディはロットに対して古き良き勇者として尊敬の気持ちを持っていた。


    　しかしつき合えばつき合うほど、古き悪き勇者なのでは、そんな疑念が心の中にもたげてくるのだ。さらに言えば古き生活態度がだらしない勇者。もっと言えば、古き生活態度がだらしないオッサンなのでは……。そんな風に見えてしまっているのだ。


    「まあ、武器屋の宝箱が気に入らねえなら、他のこと考えてやるよ。そうだな……スライムでも集めて、それで飯めしでも作るか」


    「……それは以前やりました」


    「本当か!?　なかなかセンスあるじゃねーか。あれ、一瞬美味うまい気もするけど、後で腹壊すのな」


    　さすが古い勇者。スライムの味も知っているようだ。


    　ロットはならば他の手はないかと思案を巡らせる。


    　他人の墓を調べる。


    　仲間の装備を売る。


    　カジノで一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらう。


    　行商人を襲おそう。


    　出てくるのはいずれも賛同し難がたい案ばかりだ。


    「なんで行商人襲うんですか！　フルーツくれたのに」


    「冗談だよ。襲わねえよ。やるとしても人を使ってバレないようにするし」


    　とにかくロットにこれ以上、金策関係の相談をするのは無駄だろう。


    　古い勇者はあまりにもモラルと法令順守の気持ちがなさすぎる。親切にしてくれることはありがたいのだが……。


    「なんでロットさんは俺の世話を焼いてくれるんですか？」


    「俺は誰にだって親切だぜ。こうやっていろんな人に親切にしてフラグを立ててくのさ」


    「それにしたって、随分……というか、過か剰じように親切っていうか」


    　ルディはそう言うと、自分のグラスを傾ける。


    　それに合わせるかのようにロットもグラスを口に運ぶ。


    　しばらくの沈黙。


    　グラスの中でカランと氷が鳴る。


    「そうね。なんで親切か……。たぶん、お前が若いころの俺に似てるからだろうな。熱くて、ピュアで、でもその気持ちの持っていき方がわかんなくて……」


    　ロットはそう言うと、自分の昔を思い出してか、ふふんと鼻で笑う。


    　そんなロットの横顔を見つめるルディ。


    「似てるんすか……」


    　ルディは猛烈に嫌いやそうな顔をしていた！


    「おい、なんでそんな顔してんだ！」


    「別に……」


    「俺だって若いころは爽さわやかだったんだぞ！　髪型も大体お前と同じだったし！」


    「髪型変えようかな」


    「おい、お茶奢おごってやってるだろ！　俺だって金ないのに！」


    　自分が馬ば鹿かにされっぱなしも悔しいのか、ロットは自みずからの昔話を語り始める。


    　嘘うそか本当かルディにはわからないが、昔はそこそこ名の知れた勇者だったらしい。


    　数々の難関ダンジョンをクリアし、危険なモンスターにも立ち向かってきたらしい。


    「まあ、そのころは業界も緩ゆるくてさ。勝手にダンジョン入ってもうるさく言われなかったし、スポンサーがどうこうってのもなかったのさ。それをあのウォルコットの野郎が……なにもかも変えちまった」


    　ウォルコットとは現在の勇者協会会長の名である。


    　どうやら、ロットは会長と旧知の仲らしい。いかにその当時、自分がウォルコットを顎あごで使っていたか、ウォルコットは勇者としての実力よりも営業面で優れた才能を発揮し、協会職員として異例の出世を遂げたのだと言う。


    「まあ、そういうわけで、俺の若いころに似ているのは悪い話じゃねーってこった」


    　ロットは無ぶ精しよう髭ひげを蓄たくわえた顎あごを撫なでまわしながら言う。


    　そんなロットの横顔を見つめるルディ。じっとロットを見つめながら……。


    　結局、ルディは猛烈に嫌いやそうな顔をしていた。


    　ロットはルディが見直すことを期待していたのだろうが、好感度は一切上がっていない。


    「おい、なんでそんな顔してるんだ！」


    　ルディはオッサンの若いころは凄すごかった自慢が嫌いであった。


    　そして有名人の知り合いがいることを自慢する人間が大嫌いであった。


    　万が一、ロットの若い頃が自分に似ているとしたら、将来こんな大人になるのかと、不安がつのるばかりである。


    「いいじゃねーか、ちょっとくらい自慢したって！　ケチ！」


    　ロットはムキになって口を尖とがらせている。


    　こうやって、子供っぽいところを見せてくれる点は逆に好感が持てるのだが……。


    「してもいいんすけど、逆効果っすよ」


    「お前はわかってないね。昔は凄かった自慢の楽しさを！　お前もおっさんになったらするね！　絶対するタイプ！」


    「いま学んだからしないっす。リアルにダセえ！」


    「知るか！　オッサンはダサくていいんだよ！」


    　なんだかんだと軽口をたたき合っているうちに、時間はすぎていく。


    　ルディもコーポ勇者へと戻れる時間だ。


    「そろそろ、俺、戻ります」


    「そうか……。まあ、これで、古き良き勇者修行も終わりかな」


    　ロットは酒が回ったのか、少し舌をもつらせながら言う。


    「え、そうっすか」


    「だって、ルディ、お前、いま、なにか掴つかみかけたって感じじゃん。自分なりの勇者のスタイルをさ……。それにお前、あんまり俺のこと尊敬してないし」


    　ロットの言う通り、ルディはなにかしら掴みかけていた。武器屋の宝箱を開けなかったこと、それがきっかけになったのだ。


    　まだ具体的には言えないが、古い勇者のスタイルをベースとした、新しいオリジナルの勇者のイメージ、それを掴みかけているのだ。


    　そして事実、ロットのことをそんなに尊敬していない。


    　いや、最初は尊敬していたのだが、長くつき合うにつれ、こんな大人にはなりたくない感が上回るようになってきたのだ。


    　──認めたくはないが、これは同族嫌悪だ。


    　こうはなりたくない。そう思いながらも、あんなライフスタイルも悪くないか……、心のどこかでそう思ってしまう自分がいる。これ以上、一緒にいると染まりすぎる。


    　それをロットも察してくれたのだろう……。


    「わかりました……。ここからは自分でやってみます」


    　ルディは力強くうなずく。


    「どうだった、昔のスタイルは？」


    「正直言って……パンチが強すぎました」


    　ロットがいる手前、言いづらいが、終わりと聞いてルディはほっとしている面もある。


    　自分から弟子入り志願した手前、自分から止やめたいとは言えなかったのだが、そもそも古いスタイルは倫理的に抵抗感が強かった。


    　ルディもそれほど倫理観の強い勇者ではないが、ロットほどではない。


    　そんな思いがルディの表情から十分に出ていたようで……。


    「まあ、わかるよ。若いヤツに合うスタイルじゃねーわな。収入は安定しないし、なんだか小汚いし、下へ手たしたら捕まるからな」


    　ロットは自じ虐ぎやく的に笑う。


    「はい。俺はロットさんと違ってまだ未来があるんで」


    「まったくお前は生意気な奴やつだな。昔の俺にそっくりだぜ」


    　今度は晴れやかに笑うロット。


    　マスターにもう一杯酒を注文し、話を続ける。


    「でもな、俺はお前に、いまの業界に馴な染じんでほしくもねーんだ。俺みたいになってほしくもねーし、いま風の勇者にもなってほしくねえ」


    「難しいことを言いますね」


    　ロットはいつのまにか真顔になっている。


    「知っての通り、勇者業界そのものがもうガタガタだ。本来の目的を完全に忘れて、短期的な利益しか考えてねえ。変わらなきゃいけないのは上の方のヤツらなんだが、そいつらは変わらない方が都合がいいのさ。だからごまかしごまかしやってる、そんな現状だ。だからお前が迷うのも無理もねえ。迷い続けろよ」


    　ロットは新たにグラスに注つがれた酒を一気にあおる。


    「わかりました。いい経験になりました。絶対に俺なりのスタイルを作り上げます」


    　ルディは席を立つとロットに向かって深々と頭を下げる。


    　ロットはそんなのはいいと言わんばかりに面倒そうに手を振る。


    「持ってけ！　俺からの餞せん別べつだ」


    　ロットがひょいと投げてよこしたのは……最後っぽい鍵かぎのパーツＡとパーツＢだった。


    「これで時代を切り開け」


    「これでは切り開かない！」


    　ルディはそれをひょいと投げ返す。


    「なぜだ！　切り開け！」


    　ロットはさらにそれを投げ返す。


    　結局は単なる鍵の投げつけ合いに……。別れの餞せん別べつを渡しているというより、窃せつ盗とうの証拠の押しつけ合いである。


    　投げては返し、返しては投げる。下から投げ、上から投げ、勇者の身体能力の限りを尽くしての押しつけ合い。永遠に続くかと思ったが……。


    「わかった、わかった、キリがねえな」


    　ロットは苦笑いしながら、鍵を自みずからの懐ふところに収める。


    「すみません。俺のスタイルだと、これは使わないんです」


    「まったく、若いってのはいいな。ちょっとの間に成長できてさ。年食っちまうと時代遅れのスタイルにしがみつくしかねえ」


    「もし俺のスタイルが上手うまくいったら、今度は弟子にしてあげますよ」


    　ルディはそう言うと、ロット仕込みのいたずらっぽい笑みを浮かべる。


    「ああ、そのときは頼むわ」


    　ロットはもう行けよと、ルディに向かって手で合図する。


    　男と男、勇者と勇者、感傷的な別れは似合わない。


    　ルディも小さく手で合図すると、酒場を出る。


    　外に出てみるとすでに陽ひも落ち、酒場の似合う夕ゆう闇やみが到来している。


    　……俺もロットのとは違う自分のスタイルを確立する。


    　そして一人前の勇者になってみせる。


    　ルディは扉の向こうのロットに誓う。


    　そしてくるりときびすを返し、ロットのようにポケットに手を突っ込んで大おお股またで歩く。


    　そのときルディは、ポケットにいつの間にか例の鍵が入っていることに気づいたのであった。
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    　その日の夜。


    　ルディはアーニャの部屋にいた。


    「なんで、あんたを匿かくまわなきゃいけないの……」


    　アーニャは露骨に面倒そうな顔をする。


    「たのむ、ここが一番、安全なんだ」


    　勇者として自分なりのスタイルを掴つかみつつある男のものとは思えない言動。


    　本来匿かくまってもらうなら、男性であるクリストフかヴォルフの部屋が適切だが、適切であるがゆえに大家にも読まれる。


    　ならばナディーネかネネの部屋だが……、もし大家が訪ねてきたとき、ナディーネは正直すぎ、ネネは馬ば鹿かすぎでバレる可能性が高い。


    　とっさのごまかす能力ならアーニャが間違いなく一番なのだ。


    「だとしても私に関係ないし……」


    　アーニャはすでに寝る直前。


    　大きめのＴシャツ一枚の姿。


    　たしかに本来、部屋に入るのはためらわれる状況ではあるが、しかしもはやそんなことは言っていられない。


    　ルディはもはや自分の部屋に戻ることも難しくなっていたのだ。


    　これまでにも大家がルディの部屋に訪れた痕こん跡せきはあったのだが……、今晩はその痕跡の危険度レベルがはるかに上がっていたのだ。


    　不在を確かめるために何度もノックをしたのだろう。


    　ドアには拳こぶしの形に大量のくぼみができている。


    　さらに、よほど力強くひねったのか、ドアノブは飴あめ細ざい工くのようにねじ切れる寸前まで変形している。


    　そしてドアには督とく促そく状じようが貼はりつけられていた。


    



    　ルディさま


    　平素は格別のご高配を賜たまわり厚く御礼申し上げます。


    　さて、先月、先々月の家賃につきまして再三のお支払いをお願いしておりますが、いまだご入金いただいておらず、また入金の期日に関するご説明もいただけず、大変困惑しております。


    　早急にご入金いただけるよう、再度お願いいたします。


    　またご逃亡に関しましても、当方、全力をもってご追跡の程させていただく所存でございます。これまで、ご逃亡をお企くわだてになって、ご健勝であった勇者さまは存在いたしません。


    　ほぼ全員の勇者さまが、お靭じん帯たいのご断裂を、お頭ず蓋がい骨こつのご陥没を経験されております。


    　お手持ちがない場合は腎じん臓ぞう、角膜など販売できる臓器を処理するルートをご紹介させていただくことも可能でございます。


    　何なに卒とぞ、内臓、御くり抜きのケースもご検討いただければと思います。


    



    　　　　　　　逃げても無駄だぞ！


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　どこまでも　　追いかける


    　　　　　捕まったら　　　　楽に死ねると思うなよ！


    　お前の　大動脈は　切れると　　どんな音がするのかなあ


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大家拝


    



    



    「たのむ。金を貸してくれとはいわん。今晩だけ匿かくまってくれ！」


    　ルディは督とく促そく状じようをアーニャに見せて、頭を床に擦こすりつけんばかりに下げる。


    「もう、面倒だな……、断りづらいし」


    　ベッドに腰掛けるアーニャ。むっちりとした太ももが露あらわになっている。


    　頭を下げているとなんだか覗のぞいているかのような体勢だ。


    「今日はヤバい。俺の勘がビリビリと警告を発している」


    　独自の進化を遂げたルディの大家察知能力。


    　その能力が今晩自分の部屋で寝ると死ぬと告げている。リビングに居ても死ぬ。キッチンでも死ぬ。


    「じゃあ、勝手にそのへんで寝てよ」


    　アーニャはもうすっかりおねむの状態。ふわわとあくびをするとベッドに入ってしまう。


    　まだそれほど夜は深くない。いったい、何時間寝るつもりなんだ。


    　しかし、いまはこの怠たい惰だな勇者の厚意にすがるしかない。


    「悪いな。睡眠の邪魔は……」


    　ルディは急に会話をストップさせる。


    　──いる。すぐ近くにいる！


    　素早く、同時に静かにベッドの下に身体からだを隠す。


    　それとほぼ同時にノックの音。しばらくしてドアが開く音が続く。


    「ルディは……いるか……」


    　地獄の底から響いているかのような声。


    　決して大声ではないが、一度聴いたら、決して耳を離れない。


    　この声を聴いただけで心臓の弱い人間なら絶命してしまうことだろう。


    「はぁ？」


    　アーニャは眠そうに返事をする。


    　とにかく寝ぼけていてなんのことかわからない。そんな感じだ。


    「臭においがしたんだよ……。ドブ臭くさい家賃滞納者の臭いがよぉ……」


    　ベッドの下に隠れるルディ。その視界は極めて制限されている。見えるのは床とウロウロと動く巨大な靴くつ。ルディの靴よりもふた回りは大きい。とても老婆の靴だとは思えない。そして床をズルズルと擦こする巨大な鉄てつ塊かい。おそらく巨大な鉈なたの先端だ。
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    　ルディは呼吸を止め、極限まで気配を消す。


    　自分はベッドの付属物であると強くイメージし、肉体の活性を極端に落とす。心臓の鼓動すらほぼゼロに持っていく。


    「ん？　おかしい……、気配がしたと思ったんだが。完全に消えやがった……」


    「別の部屋じゃないですか？　あの……眠いんですけど……」


    　アーニャはまったく動じない。いつもの通りの口調で言う。


    　──やはりアーニャで正解だった。


    　他の者だったら、大家の圧倒的な圧力に負けて、冷静ではいられなかったはずだ。


    　さらに数歩、巨大な靴くつがゆらゆらと動く。


    　その一歩、一歩から冷気のようなオーラが放たれている。


    「ルディに会ったら伝えとけ……褒ほめてやるよ……お前が、家賃滞納最高記録だ。最高記録の褒ほう美びに……特別なプレゼントをくれてやる……簡単に死ねると思うなよおおおおっ！　私の握力を舐なめるなよ……ルディ……お前をコンパクトにまとめてやろうか……一番送料が安くなるほどに……」


    　獣けもののような咆ほう哮こうがビリビリとガラス窓を震わす。


    　ルディは全身の肌が粟あわ立だち、舌の根にピリピリとした感覚を覚える。


    　──これが死か。


    　ルディはこれまでに危険なバトルを何度か切り抜けてきたが、それとはまったく別種。


    　これは戦いではない。もっと一方的な簒さん奪だつと殺さつ戮りくの空気だ。


    　しかし、いまのルディには冷や汗を流すことすら許されない。


    　あの大家ならかすかな汗を感じ取り、確実に家賃滞納者を捕縛し、殺す。


    　俺はベッドだ。ベッドは汗を流さない。ベッドは呼吸をしない。ベッドは唾つばを飲み込まない。


    　完かん璧ぺきにベッドと化すルディ。


    「クソが……。どこだ……。うす汚い滞納者はどこいった。お前の両目をよぉ……素手で……お前のくるぶしをよぉ……素手で……お前の……つむじをよぉ……素手で」


    　徐々に遠ざかる大家の声と死の気配。


    　もはやベッドの一部と化したルディにははっきりとは認識できないが、どうやらアーニャの部屋から出ていったらしい。


    　それでもルディは気配を消し続ける。


    「ひいいいいい！　匿かくまってませえええん。助けて、殺さないで」


    　あの声はヴォルフか……。


    　ということは大家はすでに一階。なんとか切り抜けたようだ。


    　ルディはなおも数分気配を消し、ようやくベッドの下から這はい出る。


    「ルディ……、私が殺されちゃうよ」


    　アーニャは迷惑そうに言う。


    「いや、助かった。お前じゃなかったら、ヤバかったよ。つむじを素手でどうされるのか、さっぱりわかんないけど」


    　ルディはアーニャの精神力に改めて感嘆する。


    　ロットによると勇者のもっとも大切な要素は不屈の精神力。


    　その点においては、コーポ勇者の住人のなかで一番勇者らしいのはアーニャだと言える。


    「家賃払ってよ。迷惑だから」


    「俺だってこんな思いしたくねーよ。だがな、ないものは払えないんだよ。これはどんな大錬金術師も同じ。無から有は生み出せない」


    「……労働力でお金を生んだら？」


    「別に俺も怠なまけてるわけじゃねーよ」


    　ルディはこれまでの苦闘の日々をアーニャに語る。


    　自分は勇者としていかに生きるべきか悩んできた日々。


    　ロットに弟子入りして古き良き勇者になるべく努力をしたこと。


    「俺は俺なりに悩んでもがいてたんだよ。家賃より大事なことだろ」


    　珍しくアーニャはルディの話に真剣に耳を傾けている。


    　それに気をよくしたルディはさらに熱っぽく自分の葛かつ藤とうについて語る。


    「この業界がもう腐ってるからさ、その腐った業界で自分はなにをするべきなのか、結構マジで考えたら、古い勇者のスタイルをいまに合わせつつ復活させるみたいなさ……。それが自分のスタイルっていうか……、とにかく俺も悩んでんだよ」


    　一気にまくしたてたルディは、アーニャからの返事を待つ。


    　これだけ心の内をぶちまけたんだから、アーニャなりの真剣な返事が返ってくると思っていたのであるが……。


    「うーん。なんか無駄な悩みって感じ」


    　アーニャの感想は驚くほどドライだった。


    　これほど多くの言葉を重ねた人間によくそんなことが言える。


    「なんだと！」


    　思わず感情的になるルディ。


    「……だって、そういう悩みって、売れたら解決するから。ルディは売れた瞬間、そんな悩み忘れてるよ」


    　アーニャはまるで見てきたかのように断言する。


    「お前、人の本気の悩みを……」


    「……別にルディだけじゃないよ。お金とポジションで解決する問題を深い悩みだと勘違いしてる人は」


    「匿かくまってもらった手前、言いにくいが……、お前なかなか酷ひどいぞ！」


    　しかしアーニャは顔色ひとつ変えない。


    　相変わらずどこを見ているのかわからない気けだるそうな態度。


    「だって、なんかね……。なに古き良き勇者って？　意味わかんないし」


    　アーニャに言われると、ルディ自身も急激に馬ば鹿か馬ば鹿かしく感じる。


    「だってよー。いまの時代に金もねえ、コネもねえ、ってなったら、昔のスタイルでやるしかないだろ」


    　ロットから学んだ古き良き勇者の魅力をルディは熱っぽく伝える。


    　ルディからすればロットはそれなりに魅力的で頼りになる男だった。そしてそのロットとのつき合いから自分なりの勇者としてのスタイルを作っていこうと誓ったこと。


    　それを伝えたいのだが、まったくアーニャには響かない。


    「……その人が全然成功してないじゃん。成功してない人に学んで意味あるの？」


    「……か、金の問題じゃない」


    「ルディは金の問題抱えてるじゃん。……逃げてるだけでしょ」


    　アーニャはノータイムでズバズバと弱点を突いてくる。


    「だから、そうじゃなくて、売れるとか、売れないとかそんなんじゃない、本来の勇者のスタイルを取り戻すっていうかさ」


    「うーん。ルディって、売れてたら、それと逆のこと言うタイプだと思う」


    「ぬぅ、そんなことない！　俺はピュアなタイプだ！」


    　反論しつつも、アーニャの言うことがいちいち胸に刺さる。


    「そもそも、なに、その人？　ルディは楽できる人とつき合うタイプだね。……本当にできる人とはつき合わないで、ダメな人とつき合うの。自分より年上なのにダメな感じがしたから、ルディは楽だったんだね」


    「……おのれっ、お前は寝てるだけのクセに！　心を抉えぐるじゃねーか！」


    　心臓がキュッと締めつけられるような感覚。


    　全部ではないものの当たっている部分があるのだ。


    　たしかにルディがロットに惹ひかれたのはダメな大人だったからでもある。もちろんそれだけではないのだが……。


    　──人の嫌いやな部分だけ見抜きやがって……。


    　ある意味、大家よりも恐ろしい。


    　そしてある意味では頼りになる。


    「逆にそこまで言ったんだから。責任とれよ。打開策を考えろ」


    　ルディからすれば、ここまでズバズバ言ったんだからアーニャは具体策のひとつも考えるべきなのだ。


    　しかしアーニャの答えはまたしてもそっけなかった。


    「相談する相手をまた間違えてるよ。私じゃないでしょ」


    　アーニャはもうすっかり眠いのか、ベッドに横になりはじめる。


    「じゃあ、誰なんだよ？」


    　ルディの問いに答えることなく、布ふ団とんを被かぶろうとするアーニャ。


    　それを強引に引っぺがす。


    「やめてよ。セクハラだよ……」


    　アーニャはそう言いながらもまったく恥じらうことなく、ごろんと横になったままである。


    　ただ眠いだけなのだ。


    「セクハラじゃねーよ。途中で寝るな」


    「いっぱい喋しやべったら……電池が切れた」


    「切らさん。誰なんだ！」


    「……ドラゴンさん」


    「ドラゴンって、あの？」


    「だって、近未来が視みえるでしょ。……もうそれで解決じゃん。怪あやしい無職のおじさんに聞くよりは、いいアドバイスしてくれるでしょ」


    「たしかにドラゴンはなんだか予言みたいなことできるっぽかったけど」


    　ルディはアーニャに言われるまで、そんなことは考えてもみなかった。


    「だったら、ドラゴンさんに自分の将来どうなりますか？　どうやったら立派な勇者になれますかって聞いたら？」


    　アーニャはそう言うと、もうこれでアドバイスは終わりとばかりに引っぺがされた布ふ団とんを自分の身体からだの上に戻す。


    「待て、寝るな」


    「……ゴメン、もうαアルフア波出てるから」


    　α波……たしか異世界の脳科学者が言うところのリラックスしているときに出る脳波だ。


    　しかし、なに波が出ていようが、ここで寝かせるわけにはいかない。


    　ドラゴンに相談する。それは理解したが、かといってどうやってドラゴンにもう一度会えばいいのかルディにはわからないのだ。


    「止めろ、止めろ。どうやってドラゴンに会うかだけ言ってから出せ」


    「…………」


    　無言でルディを睨にらみつけるアーニャ。


    　アーニャは本当にもう限界らしく、ちょっと不機嫌になってきた。


    　メモ帳を取り出すと一枚ページを破り、そこになにか書きなぐると、それを乱暴にルディに渡す。そこに書かれていたのは、一件のメールアドレスだった。


    「なんだ、これは？」


    「ドラゴンさんのアドレス」


    「あいつ、メアド持ってるのか、ドラゴンのくせに……」


    「なんか、ドラゴンさんのことブログにアップしようとしたことあるでしょ……そのときに」


    　たしかに以前ドラゴンに会ったときに、アーニャはドラゴンを隠し撮りして、ブログのアクセスアップを試みたことがあった。


    　そのときにドラゴンと、どうにか掲載できないかと交渉のメールをやり取りしたらしい。


    　アーニャはドラゴンからの怒りのメールに対して、のらりくらりと対応するうちに、ちゃっかりそれなりの友好関係を築くことに成功したらしいのだが……。


    「そもそも、どうやってメールを打つんだ……」


    「さあ？　ドメインも持ってるよ。ほらドラゴンドットコムになってるでしょ」


    　アーニャはもうこれ以上相手をしないことを宣言するかのように、布団にくるまり、そっぽを向いてしまう。


    　ドラゴンでもメアドを持つ時代。


    　そんな時代に古き良き勇者のスタイルを貫くのはやはり無理だとルディは思うのであった。
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    　乙女おとめの島。


    　無人の小島で、山頂部にこの島で身投げした乙女を祀まつったほこらがあるためにそう呼ばれている。


    　ルディとナディーネは手て漕こぎのボートで上陸する。


    　採れるのは巨大で粘液まみれの蟹かにぐらいとあって漁場としても価値がないようで、浜辺には誰もいない。


    「前に来たときとなんにも変わってないね」


    　ナディーネは潮風にあおられなびく髪を押さえながら、懐なつかしそうに浜辺を歩く。


    　本当になにも変わっていない。もしかしたら、以前ルディたちが訪れて以来、この浜辺を訪れた人は誰もいないのかもしれない。


    　この無人の浜辺がドラゴンに指定された待ち合わせ場所だ。


    　まだドラゴンの姿は見えない。手ごろな流木をベンチ代わりにして並んで座る。


    　寄せては返す波、海風に滑すべるように空を舞うカモメ。


    　実にのどかな風景である。


    「悪いな。こんなところまで連れ出して」


    　半信半疑でアーニャに教えられたアドレスにメールを送ったところ、驚くことにちゃんと返事が来た。


    　しかも送ってから、一時間ほどで返信。なかなかレスが早い。


    　仕事のできるドラゴンである。


    　ルディもここぞとばかりに素早いレスポンスで、会って予言を授さずけてほしいとのメールをできるだけ丁てい寧ねいな文体で返信する。


    　待つこと数分、『ＲＥ：ＲＥ　予言のお願いの件』とのタイトルでドラゴンからは予言を与える条件が提示される。


    　ルディとの面会の条件、それはナディーネも同行することだった。


    　そして丁寧にも会うことが可能な候補日も添えられている。


    　月曜、水曜、土曜、日曜、わりと会える日が多い。時間に余裕のあるドラゴンである。


    　その中から最短の日を選び、乙女の島を訪れたのだ。


    「ドラゴンさんに会えるの嬉うれしいし、この島好きだから。それにドラゴンさんに未来を視みてもらえるなんて、凄すごくラッキーだよ！　でもなんで私もなんだろう？」


    「さあな？」


    　ルディはそっけなく答えるが、内心ではその理由に察しがついている。


    　ドラゴンがはじめてナディーネを見たときの目つき、ふくみのある言動。


    　ルディの勇者としての勘があるひとつの答えを導きだす。


    　──ドラゴンはナディーネを性的な目で見ているに違いない！　たぶん、そう。根拠はないけど、なんとなく、そう。


    　ドラゴンのくせに人間をそんな目で見るとは……。まったく変態ドラゴンである。


    　当然ながら、そんな推理をナディーネに聞かせるわけにはいかないので、適当にしらばっくれているのだ。


    　ナディーネはまったくそんな認識はないようで、海風に吹かれてなんとも気分がよさそうである。


    「それでルディはどうして、ドラゴンさんの予言が欲しいの？」


    　ナディーネは目の前に広がる海原を眺めながらルディに尋ねる。


    「本来なら勇者は予言に頼らねえ。自分の信じた道を進むだけだ！　とか言いたいところだが、ぶっちゃけ、方向性が見えねえ。もう、全然、見えねえ！」


    　どちらかといえば強がりな性格のルディ。普段ならこんなことは言わないが、ここ最近の迷走具合は底を抜けた感がある。ここまで迷走すれば、逆に胸を張って言える。


    「そっか……。でもわかるよ。私も全然だし……最近ね、よく思うんだよね。勇者やめようかなって……」


    　勇者専門学校を卒業しても、ほとんどの人間は勇者として生計を立てることはできない。


    　勇者を目指して熱く活動するのは、卒業してから数年だけ、その後はひとり、またひとりとその熱を失い、勇者業界から消えていく。そんな現実。


    　そんなことはルディもナディーネも理解していた。理解していたのに、どこかで自分だけは大丈夫、と信じていたのだ。


    　その根拠のない大丈夫が崩れるとき、それが駆け出し勇者の最大のピンチなのである。根拠のない自信は自分の精神を守る防波堤のようなもの、その一部でも決壊すると、不安が濁だく流りゆうとなって侵入してくる。不安に呑のみ込まれた精神は判断力を失い、焦る。そして焦燥をごまかそうと、あらぬ方向に頑張り出してしまうのだ。それがナディーネにとっては日々のアルバイトに没頭すること。そしてルディにとっては古き悪しき勇者に弟子入りすること。


    「俺もナディーネも、いま必要なのは方向性なんだよ。正しい方向がわかれば、俺たちはまた走り出せる」


    「そうだね……。ルディはちょっと間違えすぎの気もするけど……。あっ、ドラゴンさんだ！」


    　ナディーネが水平線の先を指さす。


    　港町とは反対側の大海原、はるか上空に小さくドラゴンの姿が見える。


    　旋回しながら下降するドラゴン。その姿は大きさを増し、見上げるルディの視界をすべて覆おおいつくさんばかりになる。


    「ドラゴンさーん！　ここですー！」


    　ナディーネが手を振ると、ドラゴンは砂を巻き上げながら数度羽ばたき、ルディたちの前に着地する。


    「ご無ぶ沙さ汰たしてます。二か月ぶりくらいですか？　いい天気でよかったですね」


    　ナディーネはドラゴンに向かって丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎする。


    　ドラゴンはゆっくりと長い首を下ろし、ナディーネに鼻面を近づける。


    



    　──人間の尺度だと　　　久しぶり　　と表現した　方がいいのだろうか


    我々は　　　　人間に比べると　　　　寿命が長く　　　　　　　　　時の流れも緩ゆるやかだ


    　むしろこのように　　　　　短期間で　　人間に会ったことなど　　　記憶にない──


    



    　相変わらずドラゴンの声は耳を通さずに、脳内に直接響き渡る。


    　久しぶりに体験するが、幻聴を聴いているようで、慣れないとなんともいえない気持ち悪さがある。


    　ドラゴンの記憶にないくらいに頻ひん繁ぱんに会えるということは、なんだかんだ言ってこのドラゴンは俺のことを気に入ってるのだろう。もしかしたら、ルディもまた性的な目で見られているのかもしれない。


    　ルディはそんなことを考えるともなく、ぼんやりと思っただけだったのだが……。


    



    　──別にお前は　　　　気に入ってない　　　なんだったら嫌いな部類に　　入る


    　　　　誰が　　　　　性的な　　　　　　目で　　　　　　　見るか！


    驕おごり高ぶった　　　　　若き人間よ　　　　　自分の　　　　　　　　　　　好感度に対して


    　　冷静な　　目を　　　　　持つがいい──


    



    　ルディはさっそくドラゴンに思考を読まれてしまった。


    　ドラゴンは人間の言葉ではなく、心の中を読み、コミュニケーションを取る。よって嘘うそやお世せ辞じは通用しない。


    　しかも厄やつ介かいなのはこの思考の読み取りの感度がかなり高いのだ。ほんのチラッと思っただけでも読まれてしまう。まさに取り繕つくろうことなく本当にいい人であるかどうかが試される場であり、故ゆえにルディはドラゴンに怒られがちなのだ。


    　──まったく面倒な生き物だ。


    　ルディはそう思った瞬間、ドラゴンに鋭い目で睨にらみつけられる。


    「いや、違いますよ。本当に。いい意味で、ですよ。面倒な分、複雑で神秘的だなあ、と」


    　ルディは無駄とわかっていながらも弁解をする。


    



    　──そのような　　　戯ざれ事は　　　無用


    　ひねくれし若き人間よ　　　用向きを　　　伝えるがいい──


    



    「あの、ドラゴンさん。未来が見えるんですよね？　俺たちの未来を視みてもらえないですかね？」


    　ルディは単刀直入に用件を切り出す。


    　もちろんこの面倒なドラゴンが素直に願いを聞き入れてくれるとは思わない。


    　なにかしらの条件交渉があるだろう。


    　そんな場合に備えて、ルディの勇者袋はナディーネに用意してもらったカリカリタイプの猫の餌えさで満載である。以前も猫のカリカリをドラゴンは食べた。なんだかんだ言って、ドラゴンは猫の餌が好きに違いない。ルディはそう読んでいるのだ。


    



    　──人間よ　　どうして　　　そのような　　発想に　　　なるのか！


    最近の　　若い　　人間は　　　　敬意　　というものが　　　ない


    　仮に　　　　　　　万が一　　　　　　我が　　その袋の中身が　　　　大好きだとしても


    　　万が一　　前に口をつけたときに　　　　意外と　　　気に入ってしまっていたとしても


    　　　　　　ドラゴンを　　　　　食べ物で　　　釣つるのではない


    敬意は大事だぞ！──


    



    　ルディの脳内に響き渡るドラゴンの強い警告。


    　何度も脳内で〝敬意〟というワードが残響し、響き続ける。


    　思わず頭を抱えたくなるほど強烈だが、しかしルディはその響き渡る敬意と逆の気持ちを抱いていた。


    　──よし、読み通りだ。


    　ドラゴンは思考を読む生物であるがゆえに、あまり嘘うそをつくことが得意ではないのだ。


    　嘘をつくことに慣れた勇者であるルディからすれば、ドラゴンのごまかしは簡単に見抜ける。


    　こいつはカリカリが結局気に入ったのだ。


    　──新しい味のもあるぞ！


    　ルディは頭のなかで強くそう考える。


    　前回の鶏とり肉にく味だけではない。海辺で暮らすドラゴンの好みも考えて今回は白身魚味も用意してきたのだ。


    



    　──若き　人間よ　　　はりきって　　　白身魚味！　って考えられても　　困る


    少々　　恥ずかしいが　　　認めよう　　　我は　　その　カリカリ　が


    　好きだ！


    　　だが　　普通に　考えて　みよ　　猫のカリカリ　　　　だけで


    　未来を　　　視みて　　もらえる　か　　どうか──


    



    　ルディは脳内で強くイメージする。視てもらえるったら、視てもらえる。


    　ここは強く押せばどうにかなる。


    　これで三度目のドラゴンとの対面。ルディはなんとなく、ドラゴンとの交渉のコツを掴つかんできたのだ。


    



    　──掴んできてない　　　　全然　　　　　掴んできてない


    　　　　　　　そろそろ噛かむぞ……　　


    　それから　　　ナディーネとやら　　　このやり取りを　　　見ながら


    　ルディと　ドラゴンさん　　　　仲良くしてるなあ　　　よかった


    　　って思っているのではない！　　一切　　仲良くしてはいない──


    



    　返す刀でナディーネにツッコむドラゴン。


    　本当に忙しいドラゴンである。


    「えっ、そうですか？　とっても楽しそうに思考で会話してるなと……」


    　ナディーネは急にドラゴンに叱しかられても、ふんわりとした癒いやし系の笑みを絶やさない。


    　ニコニコしながらドラゴンの思考に耳を傾けている。


    



    　──そもそも　貴様は　　　　　　　　人が　　　　　　　　　　　よすぎる


    　そんなことでは　　　　　悪い　　　　人に　　　騙だまされるぞ──


    



    「あら、心配してくれているんですか？」


    　ナディーネはむしろドラゴンにお礼を言わんばかりの親し気な態度である。


    



    　──心配してるのではなく　　　呆あきれているのだが……


    　　そろいもそろって　　　　ズレているな　　　　まあ　　いい　それで


    　貴様たちの願いだが──


    



    　ドラゴンはそこまで思考を伝えると、ルディたちの方向へと一歩進み出る。


    　軽く歩いただけでも、地響きが起こる。


    　もたげていた首を真っすぐに伸ばし、ルディたちを見下ろす。


    　やはり大きい。


    　見る者を圧倒する威厳のある姿だ。


    



    　──若き人間よ　　ひとつ　　条件を　出そう


    　　　貴様たちは　　　勇者であろう


    　　　　ならば　　　ひとつ　　　クエストを　　　こなして　　もらいたい──


    



    　──やっぱり、試練か……。どうせ試練を課してくると思ってたよ。まったくベタなドラゴン……いかん！


    　ルディはそこまで考えてから、我に返り、慌あわてて思考を中断する。


    　そっとドラゴンを見上げると、ものすごい目つきでルディを睨にらんでいる。


    　ドラゴンは思考を読む。


    　わかってはいるのだが、よほどの高僧でもない限り、思考をコントロールすることなど、できやしない。どうしてもなにか感想が生まれてしまうのだ。


    　それがことごとくドラゴンをイラつかせる類たぐいの思考なのが問題なのだが……。


    　ドラゴンは、いちいち叱しかるのも面倒くさいと言わんばかりに、ひとつ大きなため息を吐つく。


    「そ、それで、どんなクエストですか？」


    　ルディは少し申し訳なさそうに話を続ける。


    



    　──討伐してほしい　　　　者が　　　　　いる　　こやつを


    討伐せよ──


    



    　その直後、ルディの脳内に言葉ではなく、ヴィジュアルが流れ込む。


    　まるではっきりとした幻覚を見ているような、一度も体験していない記憶が蘇るような、そんな不思議な感覚。


    　脳内に流れ込んだヴィジュアルとは……。


    　火竜であった。


    　目の前にいる馴な染じみのドラゴンとは明らかに雰囲気が違う。ものすごく禍まが々まがしい。洞どう窟くつの中でとぐろを巻き、火炎の混じった息を吐いている。


    　それだけではなく、火竜のヴィジュアルが連続してルディの脳内に浮かび上がる。


    　討伐に訪れた勇者に容赦なく火炎を吹きつける姿。


    　さらには人間の数倍はあるかと思われる巨大なトロールに喰くらいつく姿。


    　次々と凶悪な姿がルディの脳裏に浮かぶ。


    　どうやら近づく者があればことごとく襲おそいかかっているらしい……。


    「めっちゃ、凶暴じゃないですか！　これ危ねーよ！」


    　ルディはドラゴンに向かって叫ぶ。


    　火竜を討伐してほしいと言葉で言われるのと、ヴィジュアルで見せられるのとではリアリティが段違いだ。


    「ルディ……どうかな、私たちで倒せるかな？」


    　ナディーネももちろんそのヴィジュアルを見せられている。


    　もう露骨に不安げな表情だ。


    「普通に考えて無理だろ……」


    　ルディは正直な感想を述べる。


    　一般的に竜族はもっとも倒すのが難しい部類のモンスター。竜を倒すことができた勇者はドラゴン・ハンターの称号が与えられ、尊敬されるほどだ。


    「でも、すごく頑張れば……」


    「おいおい、バトルで背伸びは禁物だぞ」


    　勇者にとってバトルは余裕を持って行うことが基本。これなら余裕で倒せる、そんな相手でも事故はつきもの。自分の実力を超えた相手に背伸びしてチャレンジすると取り返しのつかない事態になるのだ。


    「ドラゴンさん、やっぱカリカリで……」


    



    　──断る！


    　カリカリは　　　　　　　　　手て土産みやげとして　　　もらっておく


    　　　未来を　　知りたければ　　　火竜を　　討伐せよ──


    



    「ドラゴンさん、強いですよね。せめて一緒にやりません？」


    



    　──同族故ゆえに　　　自みずから手を下せぬのだ。


    　ドラゴンは　　ドラゴンと　　争わぬ　　古くからの　　しきたりだ


    　あの　火竜は　　長く生きすぎた　　ドラゴンは　　長く　　生きすぎると


    　　　　理性を　　失う　　　土に　還かえしてやってくれ


    　見事　　成功したら　　　　　　　　　　　　　　未来を視みよう──


    



    　ドラゴンに視てもらわなくとも、ルディの脳裏に自然と浮かぶ自らの未来。


    　それは火竜に焼き殺される姿である。


    



    　──これは　　貴様にとっても　　　チャンスだと思うが


    　　ドラゴンを　　倒す　　　


    　これほど　　勇者にとって　　　名を上げる　　こともあるまい


    　それに　　竜の鱗うろこは　　　　人間の世界では　　　高値で取引されるらしいではないか　


    　こそこそ　　　ピッキングなどしているよりは


    　　　　　　随分と　　　　　　　　　　勇者らしいと　　　　　　　　　　思うが──


    



    　ドラゴンはどう思考を読んだのか、ルディがピッキングをした事実を知っていた！


    「ちょっと、ナディーネにも伝わってるから、やめて、その話は！」


    「えっ？　なにピッキングって？」


    　さっそくナディーネが不思議そうな顔で食いついてきた。


    「なんでもない。たぶんジョークだ。ドラゴンジョーク！　そんなことより、竜の鱗って高値で売れるのかな？」


    　ルディは強引にごまかすと、これ以上この話をさせないために、知っている話をナディーネに尋ねる。ルディとて勇者、竜の鱗は硬く丈夫であるために、高級な防具や武器の材料になることはわかっている。


    「それはそうだと思うけど。でも……」


    　ナディーネはそこまで言って、口ごもる。


    　もちろんその先は「自分たちでは倒せないのでは？」だ。


    　その思いはルディもまた同じである。


    「もし、この討伐を受けるとして、なにかヒントはないんですか？　攻略法とか、弱点とか？」


    　人間よりも高い知能を持つドラゴン。ただの無茶ぶりはしないはずである。ルディたちでも倒せるような攻略の糸口は用意しているはずだ。


    



    　──もちろん　　ある　　　　これが　　　弱点だ──


    



    　ルディの頭の中に再び火竜のヴィジュアルが浮かび上がる。


    　その火竜がルディの頭のなかでアップになっていく。


    　正気を失い爛らん々らんと輝く目。


    　ひと噛かみされただけで絶命しそうな巨大な牙きば。


    　鋭い爪つめ。丸太のように太い尾にも棘とげのような鱗がびっしりと並んでいる。


    　どれも脅威ではあれど、弱点とは思えない。


    　ルディの脳内で火竜のヴィジュアルはさらにアップになる。


    　硬そうな鱗に覆おおわれた首筋。通常の刃物では傷ひとつつけられそうにない。


    　さらにアップ。


    　その首筋の根元がアップになっている。


    　さらにアップ。


    　その首筋の根元の一部に小さな傷が……。


    



    　──ここを　　　　　　　　　　狙ねらうが　　　　　　いい──


    



    「弱点が小さいわ!!」


    　ルディは思わず声に出して抗議する。思うだけで伝わるのは理解しているが、叫ばずにはいられない。


    　どうやってこんな凶暴極まりない火竜の首の上に接近するのか。まず間違いなく接近する途中で死んでしまう。


    　もちろんドラゴンにもルディの抗議の気持ちは伝わっている。


    



    　──落ち着け　　　　　　　若き　　　　　勇者よ　　　　目標は小さくとも


    　　　　　　　　攻略の　　　　道筋は　　　　しっかりと　　ある──


    



    　ドラゴンのメッセージの直後、またしても火竜のビジュアルがルディの脳内に浮かび上がる。


    　それはドラゴンが思い浮かべる火竜の攻略ルートらしい。


    　まずは先ほどの凶暴そうな火竜のビジュアル。


    　それに合わせて文字が浮かび上がる。「スリーステップで到達する、火竜の弱点」。ご丁てい寧ねいにもタイトルつきのヴィジュアルのようだ。


    　続いて、火竜に正対する剣を構えた人間の後ろ姿が浮かび上がる。


    　ロングソードに勇者ヘア─。おそらくルディのイメージなのだろう。


    　仮想ルディはタイトルの通りスリーステップで火竜の弱点に到達した。


    　まず一歩目のビジュアル。火竜の背後に回る仮想ルディ。


    　続いて二歩目のビジュアル。尻しつ尾ぽのつけ根へと飛び乗っている。


    　そして三歩目。首筋の弱点に到達。


    　見事に弱点を突く仮想ルディ……。


    「歩幅が大きいわ！」


    　ルディは先ほどより大きな声でツッコミを入れる。弱点は小さいわ、歩幅は広いわ、ドラゴンはやはりドラゴン。人間の歩幅や運動能力について、イメージがズレているのだ。とてもじゃないがスリーステップでは無理。


    　そもそも何歩歩いても無理なものは無理である。


    　ルディの脳裏に次々と浮かぶ失敗のイメージ。


    　それはもちろんドラゴンにも伝わっている。


    



    　──ひとりでは無理でも　　　貴様には　　　　よき　　仲間が　　　　　いるではないか


    　　　　力を合わせて　　　　　挑いどむがよい


    　仲間を信じ　　　力を合わせて　　　戦う　　　　　それが　　　人間の……


    　　貴様　　　　　仲間を　　　　　　全然信じていないではないか！──


    



    　ドラゴンに力を合わせよと言われて、ルディの脳裏にはなかば自動的にコーポ勇者のシェアメイトたちの姿が浮かんだのであるが……。


    　その姿は当然ルディのバイアスがかかったイメージである。


    　ひたすら怠たい惰だなアーニャ。クソ眼鏡のヴォルフ、馬ば鹿かのネネ、ひたすらヤバいクリストフ。そして単なる働き者のナディーネ。


    　悪い面が強調されまくった姿が思い描かれる。


    　そんなイメージがドラゴンに思念として届けられたのだ。


    



    　──あの　　火竜は　　　　貴様　　　にとっては　　強敵となろう


    　本当に　　　　仲間を　　　　信頼して　　　　ちゃんと　　　協力しないと


    　　死んでしまうぞ　　　　そうなっても　　　　責任は……


    　　　なにが　　　小言の多いドラゴンだな　　お母さんみたい　　だ！


    　こっちだって　　　　　試練を出して　　　死なれても　　


    　　　後味が　　　　　　　　　悪いからな


    　そもそも　　こんなことを　　　　ドラゴンに　　注意をされて　　恥ずかしくないのか


    　だから　　　ルディと　ドラゴンさん　　　仲良さそう　　　じゃない！──


    



    　ひっきりなしにルディの脳裏に響き渡るドラゴンの思考。威厳が吹き飛ぶ口数の多さである。


    　ドラゴンもツッコみ疲れしたのか、なんだか息を荒らげている。


    



    　──とにかく　　　そういうことだ　　試練を乗り越えて　　　みよ


    　　　　　　　　　　　若き　　　　　勇者たちよ──


    



    　ドラゴンは強引にそれっぽい言葉でメッセージを締めくくる。


    「わかりました。みんなと協力して必ず火竜を討伐します！　ね、ルディ」


    　ナディーネがキラキラとした眼まな差ざしをルディに向ける。


    「お、おう……」


    　しかしルディの答えは歯切れが悪い。


    「みんなとなら絶対できるよ」


    「そうかな？　あいつら集合時間にちゃんと来るかすら、不安だけどな」


    「ほら、そうやって仲間を信頼してないとドラゴンさんに怒られちゃうよ」


    「でもさ、あいつらを信じるってさ……どうもね」


    　ドラゴンはもはや怒りもしない。


    　ただ呆あきれた様子でふたりのやり取りを見つめている。


    「こんなこと言ってますけど、ルディはちゃんとやる子なんで大丈夫ですよ。ドラゴンさん」


    



    　──ふふん　　　ならば　　人間を　　　　　　　　　　　　信じてみようではないか


    　　　　　　見事　　火竜を　　　　　　　　　　　　　討伐してみよ──


    



    　ドラゴンはそう言うと、翼つばさを大きく広げ、ばさりと羽ばたく。


    　たった一度の羽ばたきでも、砂煙が巻き起こる。


    　すさまじい風圧、この風圧がドラゴンの巨体を浮かび上がらせるのであるが……。


    　……ドラゴンは飛び立たなかった。


    



    　──さあ　勇者たちよ


    　　　　　　　　　　　　我が　　　　　　試練を　　　　乗り越えてみせよ──


    



    「はい。必ず」


    　ナディーネが力強く答える。


    　そんなナディーネを見守るドラゴンも小さく頷うなずいたように見える。そしてドラゴンは大きく翼を広げ……。


    　……飛び立たない。


    



    　──人間よ　　　若き　　勇者たちよ……──


    



    　それ以上ドラゴンからの思念は届かない。


    　明らかにドラゴンはもう伝えることがないのに、飛び立たない。


    　じっとルディとナディーネを見つめているだけだ。


    　普通に飛び去るタイミングだと思うのだが……。一体どうしたのか。翼の調子でも悪いのだろうか？


    　突如、ルディの脳裏にあるヴィジョンがよぎる。


    　それはカリカリとしたブラウンのペレットだった。


    　──忘れてた！


    　カリカリだ。ドラゴンは猫のカリカリを待っているのだ。


    　それならそう言ってくれればいいのだが、ドラゴンの威厳が損なわれてしまうからなのか、自分からは言い出さずにただ待っていたのだ。


    　ルディは慌あわてて自分の勇者袋から猫のカリカリを取り出す。


    



    　──よく思い出した　　人間よ　　　礼節を忘れてはならぬ──


    



    　ドラゴンは早速カリカリに向かって長い首を下ろす。


    　大量に用意したのだが、ひと口で猫の一か月分くらいは食べてしまう。


    　ルディはその姿を見ながら思う。


    　──はたして俺は思い出したのだろうか？


    　あれは痺しびれを切らしたドラゴンがルディの脳裏にイメージを送り込んだだけなのではないだろうか？


    　しかしその辺についてあまり詳しく考えていると、またドラゴンに伝わって、叱しかられてしまいそうだ。


    　ルディはなるべくドラゴンのことを考えないように、ナディーネに話しかけ、ドラゴンがいないかのように他た愛わいのない雑談をするのであった。


    



    　　　[image: ]


    



    　ふたりがコーポ勇者に戻ったころにはすでに夜は更けていた。日中にコーポ勇者にいられないルディとしてはむしろちょうどいい。


    　ルディとナディーネは荷解きもせずに、アーニャの部屋に直行する。


    　アーニャの部屋のドアが開くと迷いなくベッドの下に潜もぐり込むルディ。


    「ルディ！　なにしてるの!?」


    　ナディーネはルディの奇行に驚きの声を上げる。


    「なにって、アーニャに報告だろ」


    　平然と答えるルディ。


    「そうじゃなくて、なんでベッドの下に……」


    　ナディーネは完全に変態を見る目でルディを見つめている。


    「ああ、これは安全のためだ。気にするな」


    　しかしルディはまったく顔色ひとつ変えず、平然とベッドの下から答える。


    　もはやこの行動を恥ずかしがっている心の余裕はない。


    　いつ大家が現れるかわからない。たとえ深夜であってもまったく油断はできない。


    　ルディにとって、アーニャのベッドの下こそがコーポ勇者でもっとも安心していられる場所なのだ。


    　ルディはベッドの下からドラゴンとの再会について、そしてドラゴンから課された試練について報告する。


    「これは、俺とナディーネだけじゃなく、コーポ勇者の住人全員にとってビッグチャンスだと思うぞ」


    　ベッドの下からルディは力強く語りかける。


    「まあ、それはそうなんだけどねー。んー……なんか大おお事ごとだね……。協力してか……協力しても無理じゃない？」


    　アーニャの口調は相変わらずマイペース、大事だと思っているようには感じない。


    「ドラゴンは言ってたぜ、仲間と協力すれば、やれるって」


    「うーん。そうかなー？　私の勘だと、全員、死んじゃう？　そんな感じだけど……」


    　ルディ同様アーニャもやはり仲間を信じていないリアリストタイプである。


    「アーニャちゃんが作戦を考えてよ。たぶんドラゴンさんの言う力を合わせるって、アーニャちゃんに作戦を考えてもらうことも含まれていると思うの」


    　ナディーネがアーニャに言う。


    「アーニャだってドラゴン・キラーの称号はほしいだろ」


    　ドラゴン討伐者にだけ名乗ることが許されるドラゴン・キラーの称号。


    　それは一流勇者の証しであり、若手勇者の憧あこがれの的である。


    　ドラゴンを討伐し、その証拠と共に申請書を勇者協会に送ることで手に入る。


    　不動産業界の宅建、運送業界のフォークリフト免許、勇者業界のドラゴン・キラー、三大業界内で潰つぶしの効く資格との誉ほまれが高い。


    　いずれ協会内部の仕事に就きたいアーニャにも悪い話ではないはずだ。


    「アーニャ、潰しが効くぞ！　好きだろ、潰し。効かせようぜ、潰しを！」


    　ルディはベッドの下から切々と訴える。


    　ルディにはアーニャのくるぶし辺りしか見えないが、そのくるぶしがぴくりと動いた気がする。やはりアーニャにとって、ドラゴン・キラーの称号、そして業界内で潰しが効くことは魅力的なのだ。


    「作戦……。まともにやっても無駄だしね……うーん」


    　うろうろと右へ左へ行ったり来たりするアーニャのくるぶし。どうやら思考を巡らせはじめたようだ。


    「あれでしょ……こういくと……ルディが死ぬでしょ……このパターンだと……ルディが死ぬでしょ……でもこれなら……ルディが死ぬけどなんとか」


    「おい！　俺が死なないパターンで考えろ」


    「うーん。そこが難しいんだよね……」


    　アーニャはのってきたようで、次々とアイディアを出しはじめる。


    　それを踏まえて、ルディとナディーネも加わって、構想を練っていく。


    「こうやって、ルディを一回死なせておいて……」


    「だから殺すな！」


    「えー、面倒だな。こうして……こうして……、これでやっつけて、ルディが死ぬ」


    「いま、倒し終えてから俺が死んだろ！」


    　何度かルディが非業の死を遂げたものの、固まりつつある火竜討伐の構想。


    「よし、それでいくか。みんなを呼んでくれ！　大冒険のはじまりだぜ！」


    　ルディはベッドの下からリーダー然とした口調で号令する。


    　ベッドの下にいる男に大冒険のはじまりを告げる資格があるのか、そんなことはいまのルディの頭の中にはないのであった。


    



    　アーニャの部屋にコーポ勇者の住人全員が集まる。


    　個人の部屋に六人も入るとかなり手狭だ。といってもルディの視界にはそれぞれのくるぶしより下しか見えていないのだが。


    「というわけで、みんなで火竜を倒したいんだ」


    　ルディはアーニャのベッドの下から報告を行う。


    「なんで僕たちまで？　それ危ないでしょ」


    　クリストフの納得がいかないといった声。


    　ルディとしては予想された反論だ。


    「たしかに少々の危険はある。でもその分、メリットもデカいぜ。ドラゴンを倒した者、ドラゴン・キラーの称号が手に入るんだからな」


    「ルディくん、ドラゴン・キラーがベッドの下に隠れるかね……」


    　クリストフが非常にまっとうな指摘をする。


    「ここから大逆転するためにも火竜を倒さなきゃいけないんだよ。クリストフだって俺とそんなに状況は変わんないだろ。勇者としてなんの展望もない。家賃が払えてるか払えてないかだけの違いだ」


    「賃貸契約者としては大きな違いだと思うけどね」


    「勝手にドラゴンと戦うと事務所の人に怒られちゃうかもなのさぁ。怪け我がとかすると大変だよぉ」


    　クリストフの声に続いてネネの声。


    　ネネのくせに常識的な意見である。


    　たしかにネネとヴォルフは曲がりなりにも事務所所属、勝手なことをして怪我でもすると、事務所の仕事に差しさわりが出る可能性がある。


    「こんなときに事務所はいいでしょ。ルディがずっとこんな状況なのもかわいそうだよ。困ったときはお互いさまだと思わない？　もし協力することで、ルディが助かるならやるべきだと思うな。みんなで協力しようよ」


    　そうみんなに呼びかけたのは意外にもヴォルフだった。


    「ヴォルフくんの意見ももっともだけど、火竜退治だよ。下へ手たしたら死んでしまうんだから、もう少し慎重に考えないと」


    「もちろん作戦は考えるべきだよ。でもね、一致団結してルディのためにやるってことはまず決めておきたいんだ。それからどうやるか考えよう。それが仲間ってもんだよ」


    　──ヴォルフ、まさかお前からそんな言葉が出るとは……。


    　ルディはベッドの下で目を丸くする。


    「僕は眼鏡だから、クールに見えるかもしれないけど、仲間が本当に困ったときは手を貸すタイプだよ。正直なところ僕だってブレイクするキッカケはほしいしね」


    　──いいヤツじゃないか、ヴォルフ。クールには見えてなかったけど……。


    　以前、ルディがオーディションの日にナディーネのバイト先でアンデッドとバトルになったことがあった。


    　そのときも、ルディをオーディションへと向かわせるために、ヴォルフが自みずからアンデッドの輪の中に突入してくれたことがあった。


    　ルディは思い出す。


    　ヴォルフは見た目と違い友情に厚い奴やつだったことを。


    　眼鏡でオタク気質だからついつい忘れてしまうのだ……。


    　そして、意外と肉食で気軽に女に手を出す。


    　これは思い出さなくてもいいのだが、ついでに思い出してしまったのだ。


    　とにかく人を眼鏡の有無で判断してはいけないのだ。


    「友情かぁ、私もそういうの嫌いじゃないのさぁ！　よーし、退治しちゃうぞぉ！」


    　単純なネネがさっそく情にほだされてくれる。


    　残るはクリストフだ。


    「まあ、みんながそれでいいんなら。くれぐれも安全には気をつけてだけど」


    　ついにクリストフも同意してくれる。


    　きっとやれやれといった感じで苦笑を浮かべていることだろう。


    「ありがとう！　助かる」


    　ベッドの下から見えるクリストフと思われる派手な靴くつ下の足に向かってルディは言う。


    「それでどうすんの？　まさか堂々と立ち向かうつもりじゃないでしょ？　僕のレイピアじゃなんのダメージも与えられないよ。本当に危ないんだからさ」


    　現在では勇者コンプライアンスの問題もあり、ドラゴン討伐は大口のスポンサーを持つ勇者が安全に万全の配慮をして行っている。


    　勇者とて、なんの安全対策もせずにドラゴンに挑いどむなど、常識外れと言われてしまう時代なのだ。


    「そこはもちろん作戦を考えてある」


    「……私が考えたんだけどね」


    　アーニャの声。そう作戦を考えたのはほぼアーニャだ。


    「クリストフには薬を作ってほしい。ドラゴンを眠らせるような強烈な睡眠薬を。できるか？」


    「うーん。材料がな……。それにできたとしてどうやって食べさせるの？　口にねじ込むなんて、自殺行為だよ」


    　クリストフはまだ疑ぎ心しん暗あん鬼きのようだ。


    　無理もない。普通に考えてぺーぺーの勇者がチャレンジするクエストではない。


    「そこはナディーネの料理の腕の見せ所だ。猫のカリカリをベースとして、ドラゴンまっしぐらの料理を開発してもらい、そこに睡眠薬を仕込む。できるな」


    「が、頑張るよ」


    　ナディーネはちょっと自信なさげな声。


    「そんな上手うまくいくかな？　たまたま満腹だったら？　たまたま猛烈に機嫌が悪かったら？　不測の事態ってのがあるから、安全対策をするんでしょ」


    　クリストフはまだ納得がいっていない様子。しかし、それはすでにルディには織り込み済みの問題点なのである。


    「火竜の機嫌に関してはネネが踊りでコントロールできる」


    「えーっ、私!?　かわいい踊りで火竜をとりこにするってことぉ？」


    「いや、あの不思議な踊りで火竜をげんなりさせ、暴れる気力を失わせる。一回げんなりさせて、大人しくなったら、タンバリンで食欲を湧わかせる」


    「うーん。できるかなぁ？」


    「できる！　あの踊りをみて、げんなりしないヤツはいない！」


    　ルディはベッドの下から力強くそう宣言する。


    「なんか納得いかないのさぁ」


    「そんなことはない、火竜を見事討伐すれば、踊って殴れるドラゴン・キラーとして超人気者になれるぞ」


    「本当にぃ？　ならやるさぁ！」


    　ネネの足がぴょんぴょんと飛び跳ねている。


    　相変わらず単純な奴やつである。


    「よし、アーニャの作戦に基づき、ネネが火竜の機嫌をコントロールして、ナディーネが作ったドラゴンまっしぐらのご飯、そこにクリストフの睡眠薬、そして一番ヤバい弱点を突くところは俺が責任を持ってやる。全員で力を合わせてドラゴン・キラーになろうぜ！」


    　ルディは力強く握り拳こぶしをベッドの下から突き出す。


    「おおーっ！」


    　きっとみんなはちゃんと拳を高々と上げていることだろう。


    　一致団結して火竜との闘いに向かうぞ、そんな気持ちがまとまったかに思えたが……。


    「……ちょっと待って、僕の出番は？」


    　ヴォルフの声だ。


    　──本当だ。ヴォルフの出番がない！


    「アーニャ、どういうことだ？」


    「え、別に全員使えってことじゃないでしょ」


    　アーニャはなにが問題なのかといった口調。


    　アーニャの感性からすると、必要な役割に必要な人間を配置すればそれでＯＫなのだろう。


    　しかしルディからすると非常に気まずい。とくにあの熱い言葉の直後でこれはない。


    「いやいや。そういうルール的な感じじゃなくてさ……、全員でやるぞって感じなのにさ、こういうのあると……。違うんだ、ヴォルフ、ちょっと待ってくれ。すぐに考えるから」


    「考えるってなんだよ。そんなおまけみたいなポジションいらないよ」


    「違うって、本当に、ゴメン、ゴメン。そうだ、ドラゴンに睡眠薬入りの餌えさを与えるナディーネを応援するってどうだ？　サイリウム振ってさ」


    「明らかにいなくてもいい役割じゃないか！」


    「ウソ、ウソ、……そうだな、こうしよう、弱点を剣で突くのをふたりでやろう。俺とヴォルフで一緒に剣を持ってさ」


    「披ひ露ろう宴えんのケーキカットじゃないんだから！　いいよ。家でＤＶＤ観てるっ！」


    　すっかりヴォルフがヘソを曲げてしまった！


    　ルディは必死にヴォルフをなだめるが、ベッドの下から話していることもあってか、なかなか機嫌を直してくれない。


    「みんなも考えろよ！　とくにアーニャは必死で考えろ！」


    　ルディは総員でヴォルフをなだめることを命ずる。


    　こうして、火竜討伐の最初のミッションはヴォルフの機嫌を直す作業となったのであった。
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    　翌日。


    　またしてもルディとナディーネは乙女おとめの島にいた。もはや通っているレベルである。


    　そしてふたりの傍かたわらにはドラゴンの巨体。


    　脚を折り砂浜に腹をつけ、リラックスしている。


    



    　──さあ　　　行くがよい　　　の　　次の日に　　　　　　　会うとは


    　お前たち　　　我を　　　友達だと　　　　思ってないか──


    



    　ドラゴンの思念から少し呆あきれているかのような調子を感じる。


    「まさか、友達なんて。とっても尊敬してますよ。頼りになるお兄さんって感じです」


    　ナディーネはルディが石を集めて作った簡易的なかまどの火を調節しながら言う。


    　長い首を少し傾かしげるドラゴン。ナディーネの言葉に苦笑しているかのようにも見える。


    　友達ではないのはもちろんだが、お兄さんでもない。といった気持ちだろうか。


    　ナディーネはそんなドラゴンに親しげに微ほほ笑えみかけながら、鍋なべをかき混ぜる。


    　かまどの上で、ぐつぐつと音を立てる鍋。


    　ドラゴンを再訪したのはほかでもない、ドラゴンまっしぐらの料理の開発のためである。


    　ドラゴンがどんな味を好むかはドラゴンに試食してもらうのが一番というわけである。


    



    　──一番というわけである　　ではなく　　　こちらの　　　　　　　都合も　


    　考えてほしいものだが　　　我も　　　　　　　　　　　　暇ひまではないのだ


    　それに　　　そもそも　　　試練を　　　与えた　　相手から　　　ヒントを掴つかもうとするのも　　　　どうかと　　　　思う　　甘えが　　酷ひどいな──


    



    「甘えというか、親しみの感情ですよ。それに別にルール違反ではないですよね」


    　ナディーネに代わって弁解するルディ。


    



    　──別に　　　　ルールは　　　　ないが　　　普通は　　遠慮するものだ──


    



    　ドラゴンはそうは言いながらも、鼻先を鍋の方へと向け、ひくひくと小さく動かしている。なんだかんだで、できあがりを楽しみにしているように見える。


    「とはいえ、ドラゴンさん、未来視みえるんすよね。それだったら、俺たちがまた来ることもわかったんじゃないっすか？」


    　ナディーネが料理している間。ドラゴンもルディもやることはない。


    　ドラゴンも大きな尻しつ尾ぽをパタパタと意味もなく振っている。


    　ぶっちゃけ暇ひまではある。


    　ルディもナディーネの気軽さにならって、頼りになるお兄さん的に話しかけてみる。


    



    　──我とて　　森しん羅ら万ばん象しよう　　すべての　　未来が　　視みえるわけではない


    視えるのは　ごく近距離に　　いる者の　　近き未来のみ　　　　　しかも　　


    　集中して　視ようとせねば　　視えぬ　　　　　　　　よって　　　　　唐突に


    　　貴様らが　　訪問することは　　　わからぬ──


    



    　なるほど……。当然と言えば当然だが、ドラゴンとはいえ全知全能ではない。人の心が読め、ごく近距離にいる者の近未来が視えるだけなのだ。


    　それだけでも十分に凄すごい能力だが……。


    「どうやって、未来を視るんですか？」


    



    　──それには　　　まず　　軽く　　頭を　　　　近づける　　　この程度だ


    　それから　　　我が──


    



    　ルディに頭を近づけるドラゴン。顎あごがルディの後頭部に触れそうに近づく。


    　ドラゴンが急速に頭を振り、ルディを顎で跳ね飛ばす。


    　顎だけでも圧倒的パワー。


    　ルディの身体からだは高々と宙に舞い、かなりの距離を飛ばされたのち、砂浜を転がる。


    



    　──貴様　　　いま　　　未来を　　　視てもらおうと　　したな


    　　試練の　　　褒ほう美びを　　　　　卑ひ怯きよう者ものめ──


    



    　──さすがドラゴン。


    　ルディは砂浜を転がりながら思う。


    　まさにそれこそがルディの狙ねらいであったが、やはりドラゴンには見抜かれてしまった。


    「ちょっとしたジョークですよ。こんなのに引っかかるドラゴンさんだと思ってないですから」


    　ルディはすこしよろめきながら立ち上がる。


    　それにしても、このパワー。ドラゴンからするとちょっとしたジョークに対するツッコミかもしれないが、鍛きたえていない人間ならこれだけで骨折は免まぬがれないだろう。


    　ツッコミでこの威力なのだから、本気の攻撃を受けたら……。


    　なんとしても火竜を眠らせなければいけない。


    　そのためにはナディーネに最高の料理を完成させてもらわないと。


    　ナディーネはすでに鍋なべから皿にスープを取り分けている。


    「俺のも貰もらえるかな？」


    　ルディも島に来てまだなにも食べてない。そろそろお腹なかも空すいてきた。


    「ドラゴンさん用の味つけだよ」


    「まあ、味見もしたいし」


    　ルディは勝手に自分の皿を用意し、スープを注そそぐ。


    　見た目は人間用のスープとそっくりだが……。


    「生なま臭ぐさっ」


    　ルディは思わずスープから顔を背そむける。


    　とにかく魚の生臭さがダイレクトに伝わってくる。まさに猫の餌えさって感じだ。


    　果たしてこれがドラゴンにとっては美味おいしい味なのか……？


    　ドラゴンも自分の皿に鼻面を伸ばし、大きな舌でひと舐なめする。


    「どうでしょうか？」


    　ナディーネが不安げに尋ねる。


    



    　──不ま味ずくはないが……　　　美味というわけでもない


    　　　　　例の　　カリカリには　　　　　　　　　　　　　　　　　　及ばぬ──


    



    　残念ながら、可もなく不可もなくといった評価。猫のカリカリ未満の評価ではわざわざ手料理をしている意味がない。


    　もちろんこれで引き下がるナディーネではない。続けてチャーハン風のひと品、ステーキ風のひと品を提供する。


    　しかしいずれの品もドラゴンを完全に満足させることはなかった。


    　ぺろりと平らげはするものの、お褒ほめの言葉はない。


    　さらにナディーネはベースとなるスパイスや味付けのソースを変えて提供するが、あまりドラゴンの反応に変化はない。


    「ふう。どうしよう……」


    　鍋と食材を見つめながら、頬ほおに手をあて考え込む。献立に悩むお母さん状態。


    　料理自慢のナディーネもさすがに次の一手が思いつかないようだ。


    



    　──自信を失う　　　　　必要は　　　　ない　　　　我々と


    　人間とは　　　　　味覚が　　　　　　　　根本的に　　異なるのだ──


    



    　ドラゴンが慰なぐさめの思念を送ってくれる。


    　人間のなかでも国や年齢、性別で味の好みは違う。


    　種族を超えるとなると、想像を超える差があるのだろう。


    「ルディ、どうしたらいいかな？」


    　ナディーネはすがるような目でルディを見つめる。


    　ルディは料理に関しては完全に素人しろうと、目玉焼きひとつも満足に作ることができない。


    　アドバイスのしようもないのだが……。


    　──ドラゴンの味覚がわかんないからな。


    　……ルディの脳裏にひとつのひらめきが生まれる。


    「ドラゴンさんってこの前、ヴィジュアルを俺たちの脳に伝えたじゃないですか？」


    



    　──ふむ　　　我々　　　竜族は　　　思念　　　にて　　コミュニケーションを


    　取る　　言葉としてではなく　　映像として　　我が意思を　　送ることもできる──


    



    　続いて、ルディとナディーネの姿が脳内に送られる。随分の高いところからの映像。おそらくいま見えているドラゴンの視界を脳内に送ったのだろう。


    「これで味を送ることってできないんですか？」


    



    



    　──ほほう　　おもしろい　　　　試したことは　　ないが……


    　しかし　　味覚は繊細な感覚　　　はたして　　　　　　　できるか　　　どうか


    　　試してみるのも　　　　一興　　　　　人間よ　　我の近くへ──


    



    　ドラゴンはルディとナディーネに近づくように要求する。


    　どういう理屈かはわからないが、繊細な情報を伝えるためには距離は短い必要があるようだ。


    



    　──あれは　　　いつのことだったか　　　ここより　はるか　　南の　　海だった──


    



    　その言葉に続いて、ルディとナディーネの脳内に、ドラゴンの記憶がヴィジュアルとして流れ込む。


    　四方を囲む大海原。波は穏おだやかで、陸はどこにも見えない。


    　前方はるか先で爆発するような水柱が発生する。そこには跳躍を見せる巨大な魚類の姿、ルディははじめて目にする巨大魚だ。おそらく陸からはるか離れた場所に生息しているのだろう。海うみ蛇へびのような長い身体からだ、無数のヒレと頭部にアンテナのような突起物を備えている。


    　小魚を追い立てているのか、海上に全身が出るほどのジャンプを繰り返している。


    　ルディたちに伝わるドラゴンの視界がその奇妙な巨大魚に集中する。


    　獲物として狙ねらいを定めたのだ。


    　そして、いよいよハント開始。視界が一気に急降下する。


    「うっ、うぷっ！」


    　ルディは胃が持ち上がるような気持ち悪い感覚に襲おそわれる。自分の身体からだは動いてないのに、感覚だけがフリーフォール。いままでに体感したことのない不快感だ。


    「ドラゴンさん、ちょっと、待って……」


    



    　──どうした？　　若き勇者よ　　　　　これから　　いよいよ


    　最高の　　美食体験が　　　訪れるのだぞ　　　顔面蒼そう白はくではないか──


    



    　ドラゴンは小首を傾かしげているが、これ以上は耐え切れない。隣のナディーネも青白い顔をしている。異世界からもたらされたゲームがあまりにリアルなために気持ち悪くなる、いわゆる〝ゲーム酔い〟、その感覚の強烈なバージョンだろう。


    「ドラゴンさん。急降下しないでもらえますか？」


    



    　──若き勇者よ　　　　我は　　　急降下したのだ──


    



    「だとしても、記憶を改ざんしてもらいたい！」


    　ルディは強い調子で要求する。ドラゴンに対して図ずう々ずうしいとは思うが、なにせゲーム酔いが酷ひどすぎて、話にならない。


    



    　──うーむ。　事実として　　　急降下　　したのたが……──


    



    　改めてルディとナディーネの脳内に、ドラゴンの記憶がヴィジュアルとして流れ込む。


    　四方を囲む大海原。波は穏おだやかで、陸はどこにも見えない。


    　前方はるか先で爆発するような水柱が発生する。そこには跳躍を見せる巨大な魚類の姿、小魚を追い立てているのか、海上に全身が出るほどのジャンプを繰り返している。


    　ドラゴンの視界がその奇妙な巨大魚に定められる。そしてゆっくりとドラゴンが降下をはじめる……。


    「う、うう……ごめんなさい。やっぱり気持ち悪いです」


    　ナディーネが口を押えながら、しゃがみこんでしまった。


    「ストップ！　ドラゴンさん、ストップ！」


    　ルディは再び中止要請を行う。


    　ドラゴンは不満げではあるが、ヴィジュアルの伝達を停止する。ルディ本人はゆっくりバージョンならなんとか耐えられたのだが……。


    「ナディーネ、ゆっくりでもダメか？」


    「ごめんなさい。波がユラユラしてるのが気持ち悪くて……」


    　一面の海、それがうねっている光景がすでにゲーム酔いを引き起こすらしい。


    「ドラゴンさん。海、ＮＧで！　陸になんないっすか？　ここは陸でお願いします！」


    　ルディは再び強い調子で要求する。おかしいのは重々承知だが、これでは味の伝達までたどり着けないのだ。


    



    　──若き勇者よ……　　どうかと思うぞ　　要求が　　　無茶苦茶ではないか──


    



    　文句を言いながらもドラゴンはヴィジュアルの伝達を仕切り直してくれる。


    　実に話のわかるドラゴンである。


    　改めてルディとナディーネの脳内に、ドラゴンの記憶がヴィジュアルとして流れ込む。


    　海は消え、砂しか見えない砂漠のど真ん中。


    　先ほどの巨大魚が砂の上で何度も飛び跳ねている。


    　砂漠の真ん中で猛烈にジャンプする巨大魚。実に馬ば鹿かみたいな光景であるが、仕方がない。


    　それに向かって歩いて接近するドラゴン……。


    「うっ、ごめんなさい。魚が動いているのも……酔ってしまいます」


    　残念ながらこれもダメであった。ナディーネは特別ゲーム酔いするタイプのようだ。


    「ドラゴンさん。すいません。切り身で！　魚は切り身でお願いします！」


    　ルディも無茶だとはわかっている。しかしこれではドラゴンの好みの味がわからない。ルディたちにとっては大切なのは味。魚を捕らえたときの環境はどうでもいいのだ！


    　ドラゴンはもはやなんの言葉も送ってこない。


    　なにかを諦あきらめたような遠い目をしている。


    　そしてガッカリしたまま、いま一度ヴィジュアルをルディたちの脳内へと送り込む。


    　砂漠のど真ん中。


    　砂の上に大きめの魚の切り身が落ちている。


    　それに向かって歩き出すドラゴン。


    　無茶苦茶シュールになってしまったが、仕方がない。


    　ゆっくりとドラゴンは魚の切り身の前にたどり着き、長い首をもたげ、切り身を食べた。


    　ついにルディの脳内にドラゴンの味覚が伝えられる。


    「うーん……。なんか生なま臭ぐさいし、ぐにゃぐにゃして、苦いな……うわー、なんだこれ、本格的に不ま味ずいなぁ……」


    　それはルディにはまったく美お味いしいとは思えない味であった。


    



    　──おい！　若き勇者よ！　　我が　最高の美食体験を……──


    



    「すみません、ドラゴンさん。食べたの、変な魚じゃなくて、ハンバーガーになりませんかね？　砂漠に落ちてたハンバーガーを……」


    



    　──いい加減にしろ！　　　　我が記憶を　　　　　なんだと思っている──


    



    　ついにドラゴンが怒った！


    　ドラゴンが急速に頭を振り、ルディを顎あごで跳ね飛ばす。


    　先ほどのツッコミ感覚の一撃よりもはるかに強い一撃。


    　以前よりもさらに高々と宙に舞い、長い距離を吹っ飛ばされ砂浜を転がるルディ。


    「だって、本気で不ま味ずいんだから……。仕方……」


    　食べたことのない巨大魚の生なま臭ぐささを口に残したまま、しばし気を失うルディであった。


    



    　ルディが目を覚ますと、ドラゴンはナディーネの料理に舌した鼓つづみを打っていた。


    　先ほどのドラゴンの記憶をベースに味と食感を調節したのだろう。


    　ひと舐なめしては、嬉うれしそうに喉のどを鳴らしている。


    　ドラゴンまっしぐらの料理がすでに完成したようだ。


    



    　──目覚めたか　　　　　どうだ　　　貴様も　　食すか　　美味であるぞ


    　　これに　　　惹ひかれぬ　　竜族は　　　居おるまい──


    



    　ドラゴンがルディの意識の回復を察知し、思念を送る。


    「……いや、いい」


    　いかにナディーネの手作りでもドラゴン好みの食い物など、二度とゴメンである。


    　こうしてルディはナディーネがドラゴンまっしぐらの料理を完成させるのと引き換えに自みずからの食欲を失ったのであった。
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    「竜に効く睡眠薬ねえ……」


    　クリストフは珍しく難しい顔をしていた。


    「難しいのか？」


    「原理的には難しくないんだけど、なにせ巨体だからね。かなり強い睡眠薬を大量に用意しないとね。作るより材料の確保が大変だね」


    　ルディも授業でモンスターを眠らすための調薬について基礎は学んでいる。


    　ネムリ草の葉とマドロミユリの球根を磨すり潰つぶして……。


    　……ほぼ忘れてしまったが。


    「もし作るとしたら、どんな作業が必要だ？　もちろん手伝うぞ」


    「まずはネムリ草の葉から成分の抽ちゆう出しゆつだよね。葉っぱを集めて、それに重しをして、ゆっくりぽたぽたと……。それを乾燥させて、粉末にして……」


    　説明を聞いているだけでも、実に気の長い作業である。しかしルディにはあまり時間の余裕はない。


    「どれくらいかかる？」


    　クリストフはブツブツとなにか呟つぶやきながら、指を折って計算している。一本一本、曲げていた指が十本全部に到達し、今度は指を伸ばしはじめ、また曲げはじめる。


    「そうだな。僕の腕をもってすれば、一年半もあれば十分だね」


    　ニッコリ微ほほ笑えむクリストフ。


    「それは冗談で言ってるのか？」


    「ははは、むしろ自慢だよ。素人しろうとなら二年はかかるね」


    　クリストフは誇らしげに胸を張る。


    「普通に考えてくれ、『火竜を討伐するぞ！』『おー！』のあと、一年半経過っておかしくないか？　みんなちょっと大人になってるぞ」


    「エピローグ的な時間経過だね。ルディくんがちょっと禿はげてたりとかね」


    　クリストフはその姿を想像したのか、クスクスと笑っている。


    「断固として禿げねえ。それはそうとして、どうにかなんないのか？」


    　ルディの脳内に広がる嫌いやなイメージ。


    　一年半の間にそれぞれ勇者を辞め、就職したりして、結局討伐せずに火竜をほったらかしにしてるうちに、仕事が忙しくなったり、子供ができたりして、「いつか落ち着いたら討伐しようね」的な話をしながら一年に一回ぐらいご飯を食べる関係。ルディだけはひとりだけまだ勇者をやっている。みんな「ルディはいいなあ」とか「頑張ってるね」とか言ってくれるが、実は内心で「まだやってるのかよ……」と思っている。


    　そんな将来図がリアルに思い浮かぶ。


    「うーん。急ぎに急いでも、半年はかかると思うなあ」


    　クリストフは再び指を折って計算をし直す。


    「ダメだ。一週間以内にどうにかならないか？」


    　ルディはそんな想像を振り払うかのように、小さく首を振ると、クリストフに詰め寄る。


    　ルディの迫力にちょっとたじろぎながら、もうひと思案するクリストフ。


    「そうなると、宝箱しかないね」


    「宝箱……どこのだ？」


    「それはまあ、とある薬屋さんの宝箱さ。そこにある濃縮済みのネムリ草をいただく。ただね、鍵かぎがね……」


    　──また宝箱か。


    　ルディの心がチクリと小さく痛む。この痛みはいわゆる良心の呵か責しやくである。


    「クリストフ。……その薬屋さんは悪い薬屋さんか？」


    「うん、まあ、そうかな」


    「どう悪いか、具体的に、なるべく誇張して語ってくれ」


    　クリストフによると、とある薬屋さんは、ルディの期待通りの悪い薬屋さんであった。普通はそんな大量に濃縮済みのネムリ草エキスは必要ないのだが、クリストフ的な娯楽でエキスを使用する人に向けて、不法に薬を売りさばいているのだ。


    　もちろん、そのようなネムリ草の使用は身体からだをむしばみ、最終的に依存症に苦しめられることになるのだ。


    「悪いな。実に悪い！　なんて悪い薬屋さんなんだ。セーフ、セーフ！」


    　ルディは言葉の内容とは裏腹に晴れやかな笑顔を浮かべている。ルディの良心の呵責をかき消すに十分な悪さだ。


    　そんなルディに少し怪け訝げんな顔をするクリストフ。


    「でもかなり危険だよ。なにせ相手はアンダーグラウンドな薬屋さんだからね。用心棒を雇ってるだろうし」
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    　その日の深夜。


    　ウキウキドラッグ、王都三号店の裏口にルディとクリストフ、そしてヴォルフの姿があった。


    「まさか、こんな普通の薬屋さんが、そんな悪いことを……」


    　ヴォルフの言う通り、ウキウキドラッグは街でよく見かけるチェーン店であった。


    　薬草、毒消し草などの薬はもちろん、化粧品、ちょっとマイナーなメーカーの安いドリンクなど、雑貨店的な品ぞろえ。そして雨の日はポイント二倍でおなじみの店である。


    　すでに閉店してかなりの時間が経たっているにもかかわらず、店内には灯あかりがある。


    　そしてたまに裏口から出入りする男たちの姿はとてもドラッグストアの店員には見えない。


    　目の下に不健康なクマを作り、ガラの悪い出いで立たち。実に薬を横流ししそうな人相。少なくともリンスの詰め替えパックを買いにきた人には見えない。


    「ドラッグを密売する悪い奴やつから、それを奪っちゃう。なんだか、映画みたいで楽しいね」


    　ヴォルフはなんだか嬉うれしそうにルディに話しかけながら、自慢のひのきのぼうをくるくると回して見せる。


    　火竜討伐プロジェクトで役割を与えられなかったヴォルフであったが、ここにきて出番となったのだ。ヴォルフのひのきのぼうは相手を大おお怪け我がさせない程度に打ち据すえることに非常に適性がある。


    　潜入直前とは思えない余裕の態度。まさにちょっとドラッグストアでお買い物をするかのようである。


    　ヴォルフも自分の方向性を見失い、わけのわからないことにはなっているものの、勇者の端くれ、ドラッグの密売人に後れを取ることはありえないのだ。


    　これから薬屋に潜入するが、もし見つかってしまった場合には、ヴォルフのひのきのぼうが炸さく裂れつする予定なのだ。


    　しばらくすると、先ほど裏口から中へと入ったガラの悪い男たちが、また裏口から出てきた。


    　そのまま夜の街に消えていく男たち。


    　どうやら悪い搬入作業が終わったようだ。


    「よし、潜入するぞ」


    　ルディは一度大きく深呼吸し、気配を消す。


    「うわっ、すごいね。目の前にいるのに一瞬消えたかと思ったよ」


    　クリストフが小さく感嘆の声を上げる。


    　気配を消すことは勇者の基本的な技であるが、ルディのそれは芸術的な域に達していた。


    　まさに超ハイレベルの家賃滞納者だけが可能な至芸である。


    　ルディは音もなく裏口の扉をあけ、内部の様子を確認する。


    　裏口を開けた先は通用口だった。薄暗い廊下が真っすぐに伸びている。廊下の一番奥からほのかに灯あかりが見える。おそらく突き当たりを曲がった先がお店のフロアだ。


    　ルディは慎重に周囲の気配を探る。


    　……この辺りには誰もいないようだ。


    　ルディはハンドサインでふたりに前進を指示し、自みずから先頭を進む。


    　フロアに近づくにつれ、徐々に廊下が明るくなる。


    　そして突き当たり、ここを曲がれば裏から店のフロアに出る。


    　ルディたちは廊下の角からそっとフロアを覗のぞき込む。


    　フロアにはまだ人がいた。


    　用心棒的なガラの悪い男たちが下品に笑いながら、酒を飲み、なにか身体からだに悪そうな薬を吸引している。


    　さしずめ新しいブツを手に入れたことを祝してのパーティーといったところだろうか。


    〝ルディくん、あれだよ！〟


    　クリストフがハンドサインでひとつの宝箱を指し示す。


    　運悪く、その宝箱はルディたちのいる廊下から真向かいの位置にあった。


    　店のフロアを横断し、処しよ方ほう箋せん受付専用のカウンターを越えた先にある、薬品保管用の部屋。その一番奥。


    〝ふたりはここで待機していろ。俺が行く〟


    　ルディはそうハンドサインを送ると躊ちゆう躇ちよなく前進する。


    　しゃがんだまま、ゆっくり、ゆっくりと、だが着実に歩を進める。


    　風邪薬のコーナーを超え、白髪染めのコーナーを越え、ダイエットサプリのコーナーを越える。すでに処方箋受付専用カウンターは近い。


    　目前に迫る用心棒たちの姿。


    　その正面からゆっくりとルディが進む。


    　用心棒たちの視界にはルディの姿が入っているはずだが、誰ひとりとしてその存在に気がつかない。


    　カウンターに腰掛け、相変わらず下品な話で大笑いしている。


    　ルディは用心棒たちの間をすり抜けるように、カウンターを上る。


    　カウンターを上るとちょうど馬ば鹿か笑いをしている男に挟まれる。ひとりの男がじゃれて相手を突き飛ばす。その手がルディの勇者ヘアの先端をかすめている。


    　しかし、その状況でもまだルディは発見されない。


    　これが鍛たん錬れんされた家賃滞納者の実力である。


    　すでに用心棒たちの姿はルディの後方。完全にすり抜けた。


    　ここではじめてルディは小さく呼吸し、後ろを振り返る。


    　ルディの目に入る、ヴォルフのハンドサイン。


    〝なんで見つかんないんだよ！〟


    　なぜか怒っている！


    〝ルディが見つかんないと、僕の活躍がないだろ！〟


    　どうやら、自分も活躍がしたいらしい。


    〝見つかんないに越したことはないだろ！〟


    〝嫌いやだ！　見つかれ！〟


    〝知るか！　真ま面じ目めにやれ！〟


    　ルディはヴォルフとのハンドサインでの会話を打ち切り、宝箱への接近を再開する。


    　あまりに馬鹿馬鹿しくて相手をしていられないのだ。


    　すでに宝箱は手に触れることができる位置。


    　ルディはロットより託されし、必殺の最後っぽい鍵かぎを取り出す。


    　──俺の流儀ではこれは使わない。


    　そんなことを言った覚えもあるが、それは嘘うそだ！


    　ルディはまだ若い。勇者としての流儀も日々変化するのだ。


    　慎重にパーツＡを鍵穴の形に変形させて、パーツＢを挿入し、ゆっくりと回転させる。


    　──カチリ。


    　小気味のいい金属音が、ルディの解錠作業の完了を告げる。


    　ゆっくりと蓋ふたを開け、中身を確認する。


    　透明の袋に入った白い粉末だ。


    〝これでいいのか？〟


    　ルディはその粉末を掲げ、クリストフに確認する。


    　すぐにクリストフから〝ＯＫ〟のハンドサイン。そしてヴォルフは……。


    〝なに無事に開けてるんだよ！　普通、苦戦するでしょ！〟


    　ハンドサインで猛抗議している！


    〝知るか！　頑張ったら、見つからなかっただけだ！〟


    〝いまからでも遅くない、なにか落とせ！　間違って、壷つぼを割っちゃえ！　詰め替え用のリンスを踏んで転べ！〟


    　ルディはそのハンドサインを見なかったフリをして、粉末を抱えて、帰路につく。まだまだ油断はできない。再びカウンターを超え、ダイエットサプリのコーナーを越え、白髪染めのコーナーを超える。


    　徐々に近づく、ヴォルフとクリストフの姿。


    〝見つかれ、ルディ！〟


    〝見つかれ、ルディ！〟


    〝見つかれ、ルディ！〟


    　猛烈な速度で繰り返されるヴォルフのハンドサイン。もちろんルディはそれを無視し続けるが……。


    　無視されたヴォルフの怒りが頂点に達した。


    　おー、イエィ、ラララ～、養成所の女の子を喰くいたいな～。正式に所属にならなさそうな子を喰いたいな～


    「なんでオリジナルソングを歌う！」


    　気配を消すのを止やめ、全力でダッシュするルディ。


    　ヴォルフに駆け寄り、その口を塞ふさぐ。


    「なんだ？　変な音がしなかったか？」


    「ああ、なんだか、クソダセえ歌が聞こえたぞ」


    「まじでクソダサかった気がするが、気のせいか？」


    「んん？　本当か？　どこかでクソダセえ猫が発情してるだけじゃねーのか？」


    　用心棒たちが騒ぎ出したが、酔っぱらっているのか、まだ正体には気づいていない。


    　クソダサいとの表現が気にくわなかったのか、ムキになって、さらに歌おうとするヴォルフを強引に外へと連れ出す。


    　ギリギリ発見される前に脱出成功。……危ないところだった。


    　一応、これで無事にアイテムゲットのはずなのだが……。


    「なんだよ。ルディばっかり！　バレなきゃ僕の出番がないじゃないか！」


    　まだ納得がいかないようで、執しつ拗ように抗議するヴォルフ。


    「ワザと見つかる馬ば鹿かがいるかよ！　よかったじゃねーか」


    「よくない！　それに僕の歌はクソダサくはない！」


    　すでに脱出成功しているにもかかわらず、店に戻って用心棒を打ち据すえようとする。


    　もはや単なる復ふく讐しゆうである。


    　それをなんとかなだめて、連れ帰るルディ。


    　ルディは仲間と力を合わせることの難しさを別の面から知ったのだった。


    



    　それから二日後。


    　ルディは久しぶりにリビングに姿を現していた。


    　いつ大家が現れるかわからないため、長居はできないが、元よりルディはここに長く留まるつもりはない。


    　ついに火竜討伐のクエストへと旅立つのだ。


    　濃縮済みネムリ草の粉末を手に入れたのち、クリストフの作業にはそれほど時間を要しなかった。慣れた手つきでルディには理解できない調薬作業を行い、強烈な睡眠薬の丸薬を次々と作成していった。わずか二日で粉末はすべて対ドラゴン用睡眠薬へと作り替えられる。


    「さすがの僕もこれは味見できないなぁ」


    　クリストフはすでにできあがった丸薬の山を満足げに眺めながら言う。クリストフは野草や薬品について一流の知識を持つ勇者であるが、ついついそれを味見して精神的な旅に出てしまう悪あく癖へきがあるのだ。


    　そんなクリストフが手をつけようともしないのだから、さぞ強烈なのだろう。


    　一方、ナディーネもまた準備万端。


    　キッチンの大おお鍋なべで例のドラゴンまっしぐらスープが煮込まれ、なんともいえない独特の香りを発している。


    　これはこれで絶対に味見をしたくない。


    　あとは冷めたタイミングでスープを携帯用の容器に移すだけだ。


    　ネネも朝から何度もストレッチを繰り返し、いつでも踊れる状態。


    　ヴォルフもすでに両肩に二本のひのきのぼうを背負い、ルディに執しつ拗ように自分の活躍の場を作ることを約束させる。


    「絶対だからね。普通に考えてよ。勇者が友情のパワーで勝つ場合、全員の出番がないと変なんだからね」


    　まったくもってごもっともなのだが、これから行う試練の危険度を考えると、ルディにはそんなことに配慮する気持ちの余裕がない。


    　何度も「わかってる、わかってる」と生返事を繰り返す。


    　そしてルディも愛用のロングソードを背負い、勇者袋を手にする。


    　アーニャは思いっきり寝ているようで、リビングに顔すら出さないが、それでＯＫ！


    　見送りくらいしてもいいと思うけど、もうそれでＯＫ！


    　これで準備完了である。


    「よし、みんな、行くぞ」


    「おおっ！」


    　力強い雄お叫たけびが返ってくる。


    　まさに大冒険に出かける前の勇者一行といった佇たたずまい。いい感じである。


    　颯さつ爽そうとマントをひるがえしコーポ勇者を後にするルディ。


    　──さっきの「おおっ！」で気づかれたかもしれない……。


    　その足取りは大家を恐れ、ちょっと小走りなのであった。
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    　コーポ勇者のある王都から、ルディたちは南へと進むこと丸一日。


    　鬱うつ蒼そうとした森の中へと入る。


    　大きな樹木が空を覆おおい、昼でも薄暗い。人の背せ丈たけほどもあるシダの葉で前もほとんど見えない。剣で前方を切り開きながら、森の中心部にある小高い岩山を目指す。


    　普通なら、道に迷ってしまいそうな状況、しかしルディの足取りには迷いはない。


    　火竜の潜ひそむ洞どう窟くつ。その位置はルディとナディーネの頭の中にしっかりと記憶されていた。


    　もちろんそれはドラゴンからもたらされた情報なのであるが、ルディはまるで自分が一度その場に行ったことがあるかのように、明確に道順を思い出すことができる。


    　森の中心に近づくにつれ、足元にごつごつとした岩が目立ちはじめる。


    　ルディたちは鍛きたえられた脚力で軽々とその岩から岩へと飛び移り、岩山の中腹へと進む。


    　徐々に近づく火竜の住すみ処か。


    　他のメンバーもそのことをなんとなく感じているようで、先ほどまで冗談を言い合っていたクリストフやネネもめっきり口数が減る。


    　黙々と岩山を進むことさらに一時間ほど。


    「あそこだ」


    　巨石と巨石が折り重なるようにしてできた隙すき間ま。


    　ルディはそこを指さす。


    　ルディの脳内にはその内部もすでにイメージできている。


    　入り口は小さいが、中は驚くほど広い。


    　真っ暗なドーム状の空間。そしてその空間の一番奥で光る火竜の赤い目。


    　ナディーネも同じイメージが脳裏によみがえったようで、少し不安げに肩を震わせる。


    　その動揺を察して、ルディはそっと傍かたわらに寄る。


    「大丈夫だ。俺たちは絶対乗り越えられる」


    「そうだよね」


    　ナディーネはルディの目を見つめて小さくうなずき返す。


    　他のメンバーもどうも表情が強こわ張ばっている。


    　もちろんルディとて緊張しているし、恐怖心もある。他のメンバーも同じ気持ちだろう。


    「よし、火竜を討伐して、ドラゴン・キラーの称号をいただこうぜ」


    　ルディはことさら明るい口調で言う。メンバーを鼓舞するために、そして自分の勇気を奮ふるい起こすために。


    



    　ドラゴンから伝えられたイメージは現実と完全に一致していた。


    　岩と岩の隙間にできた小さな入り口を潜くぐると、内部は一気に広くなっている。


    　天井も高く、ドラゴンが首を伸ばしたとしても、十分に余裕がある。


    　つまりは巨体を存分に使って暴れることができるということだ。


    「どうする？　松明たいまつをつける？　僕は松明を持つ係をやろうかな」


    　ヴォルフがルディに小声で話しかける。


    「なんだよ。急に役割がお手軽になってないか？　止とどめを刺す係がよかったんじゃないのか？」


    　ルディはヴォルフにツッコみつつも、周囲の様子を慎重に確認する。


    　耳を澄すますと、かすかに聞こえる獣けものの呼吸。


    　──おそらくむこうもこっちの存在に気がついている。


    　ドラゴンは人間の心を読む。


    　火竜がどの程度読めるかわからないが、自分に挑いどもうとする人間の存在に気がついていると考えた方が自然だろう。


    　暗くら闇やみの中で凶暴な火竜が自分たちを睨にらみつけている。


    　そんなイメージに思わず身震いするルディ。


    　もし松明を灯ともすとしたら、それが作戦実行の合図となる。


    　トップバッターはネネだ。


    「ネネ、準備はいいか？」


    「いいけど……大丈夫かなぁ」


    　さすがのネネもどこか自信なさげ。火竜の存在に怯おびえているようだ。


    「大丈夫だ。お前の踊りは絶対に通用する」


    「竜にも？」


    「ああ、あんなに不思議な踊りはない。竜にも通用する不愉快さだ。自分の不愉快さに自信を持て！」


    　ルディは自信を持って答えると、ネネの背中をバチンと力強く叩たたく。


    「失礼なのさぁ！」


    　ネネからバチンと背中を叩き返された！


    　ルディは勇気づけるために叩いたつもりだったのだが、ネネからの一撃には明らかに憎しみがこもっている。


    「いいから、やれよ」


    「そんな言い方じゃ、やんないっ！」


    「なにヘソ曲げてんだ。そんな場合じゃないだろ」


    「言い直して。踊りは心が大事なのさぁ」


    　ネネは口を尖とがらして、ルディを睨みつけている。


    「こんなときになにを……」


    「こんなときだからだよぉ！　踊りはねぇ、身体からだ全部を使って心を爆発させるんだよぉ！　すっごく繊細で、気持ちが整わないとできないのさぁ」


    　ネネの表情は真剣そのもの。


    　ルディにとっては不思議な踊りだが、ネネにとっては自分の出身の村に代々続く、神聖な舞踏なのだ。


    「すまなかった。精神を集中して存分に舞ってくれ。俺たちにはネネの踊りが必要だ」


    　ルディの謝罪に、それでいいと、大きくうなずくネネ。


    「よーし、世界の平和とみんなの幸せを祈って踊るよ」


    　ネネはそう言うと背せ筋すじをピンと伸ばすと、あの独特の足踏みを始める。


    　ドンドン……ドン……ドンドン！　……ドン……ド……ドン……ドンドンドドン！


    　……ド……ン……ドンドンド…………ン…………ドン！　……ドン……………ドン！


    　………………………………………………………………………ド。


    「いまだ。松明たいまつを灯ともせ」


    　ルディがヴォルフに指示すると、すぐに洞どう窟くつ内に松明が灯る。


    　その揺らめく炎がネネの姿を照らす。


    　何度も足踏みして変則的なリズムを刻む。


    　そして松明は踊るネネを照らすだけではなく、洞窟の主である火竜にも届く。


    　ルディたちの存在を知らせる灯ともしびとなる。


    　ネネの足踏みをかき消す地響き。


    　ついに火竜がルディたちの目の前に現れる。


    　乙女おとめの島のドラゴンよりはひと回り小柄だが、刃やいばのような鱗うろこが全身を覆おおっている。


    　そして赤黒く濁にごった目。松明の灯あかりを反射してなんとも不気味な輝きを放っている。


    



    　──殺　　　　ス　　　　　　　　　喰ク　　　　ウ──。


    



    　乙女の島のドラゴンとは違う、濁った思考がルディの脳を震わせる。


    　殺意と怒りに塗りつぶされた思考。


    　びっしりと生える巨大な牙きばの間からユラユラと湯気が立ち上っている。


    　火竜はゆっくりとルディたちに向かって身体からだを屈かがめ身構える。


    　まさに臨戦態勢、口から高温の火炎を吐くか、それとも一気に飛びかかってくるのか……。


    「ルディくん、大丈夫かね」


    　クリストフがそのプレッシャーに負けて二歩、三歩と後ずさる。


    　しかしネネはまったく動じていない。


    　まるで火竜の姿など見えていないかのように踊っている。すばらしい集中力だ。


    　首、肩、肘ひじ、手首、腰、それぞれの関節が意思を持ったかのように、独立して動き続けている。松明の灯りの下で見るその踊りはさらに不思議さを増していた。


    　時にはカクカクとあるいはフニャフニャと。繰り返される不思議にもほどがある動き。


    　それを火竜はじっと睨にらみつける。


    　理解を超える動きに気を取られ、じっとネネの踊りを見つめて……。


    　がっくりとうなだれる火竜。


    　長い首が力なく垂れさがっている。


    「やった、火竜がヘコんだぞ！」


    　ルディは小さく拳こぶしを握りしめる。


    「すごいよ。ネネちゃん」


    　ナディーネがネネを褒ほめるが、ネネは忘我の境地、おそらくその言葉は耳に届いてない。


    「よし……。火竜の敵意が奪われてる隙すきにナディーネは料理の準備を、クリストフはそれに睡眠薬を」


    「う、うん……でも……私なんて無理だよ」


    「そうだね。僕の睡眠薬もどうしようもないよ……こんなもので、眠れるヤツはいない」


    「おい、なんでお前らまでヘコんでるんだ。落ち着け……いや、もう無理か……家に帰ろう。家に帰って、ネットに火竜の悪口でも書いてよう……」


    　ルディの身体からだを襲おそう、圧倒的な倦けん怠たい感。まるで強烈な失恋をした次の日の朝のような絶望感だ。


    　次の行動に移らなければいけないことは理解しているのだが、気持ちが塞ふさぎこんでしまって、なにもする気が起きない。


    　……まさか、こんな失敗の仕方を。


    「大丈夫かい？　ルディ。ずいぶんと落ち込んでるみたいだけど、戦闘中だよ」


    　ルディに声をかけたのはヴォルフだった。


    「ヴォルフ……お前は大丈夫なのか？　あの踊りを見て……駄目だ。もう逆に火竜に噛かまれたくなってきた」


    「踊り？　ネネの？　すっごくかわいいと思うけど」


    　ヴォルフはちょっとニタつきながらネネの踊りを眺めている。


    「……本気か!?」


    　ヴォルフは元々ネネに好意を寄せている。そのせいなのか？


    　ヴォルフは眼鏡をくいっと上げて、さらにネネの踊りをガン見する。


    「これはアイドル勇者評論家系勇者としての意見だけど、まだまだダンスは粗削りなところがあるけど、逆にそこがキュートだよね。ルディにはわかんないかもしれないけど、完成度が高ければいいってもんじゃないんだよ。一生懸命さと個性が伝わってくるのが、アイドル勇者のダンスの一番のキモなんだよね。その点からして、ネネのちょっと田舎いなかっぽい天然さっていうか、素直さと不器用さがよく表われていて……」


    「……お前、よくこの状況で語れるな……」


    　ルディはヴォルフを見つめながら、なんとなくであるが感じる。ヴォルフの中からもなにかが吸い取られていることを。そしてそれと同時に吸い取られる以上のなにかが湧わき出していることを。


    　ネネへの好意とアイドル勇者評論家系勇者としての興味、それが合わさったものが、吸い取られる以上に湧いてきているのだ。


    　一方のルディは吸い取られるばかり。


    「こんなクソのような俺の頼みを……聞いてくれ、タンバリンを……しょうもないタンバリンを馬ば鹿かみたいなネネに渡して……なんで俺は……こんなに……ダメなんだ」


    「元気出しなよ、ここで落ち込んでると、死んじゃうからさ。ここで死なれると、僕のダンス評が途中になっちゃうし」


    　ヴォルフはそう言うと圧倒的に普通に歩き、タンバリンをネネの勇者袋から取り出して渡す。


    　ネネは忘我のなかでタンバリンを受け取ると、叩たたきはじめる。


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン………………………タン…………シャン……タ、……………………タン。


    　相変わらずの気持ちの悪いリズム。


    　しかしそのリズムがルディの心にかすかに光を灯ともす。


    　なんであんなに落ち込んでいたのか……。もっと自分を愛してあげなければ。


    　そんな思いがルディの心の中に芽生える。


    　どうやらナディーネとクリストフも同じ気持ちのようだ。


    　ナディーネは頭の中に垂れこめていた靄もやを振り払うかのように、小さく頭を振って、仕込んでおいた特性ドラゴンまっしぐらスープの入った容器を取り出す。


    「さあ、クリストフさん。準備に取り掛かりましょう」


    「もちろんだ。僕が丹誠込めて作った睡眠薬で眠らない生物なんて存在しないね！」


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン。


    「本当にそうです、クリストフさんは最高ですっ！」


    「こうなったら、睡眠薬、自分で食べちゃおうかなー。こんなの食べちゃったら死んじゃうねー！　ヒュー！」


    「わー、見たいでーす。クリストフさんの死ぬところっ！」


    



    　──殺ス！　　　　　殺スッ！　　　　　　　殺スッタラ殺スッ！　　　　　　　──


    



    　ダメだ！　テンションが上がりすぎた！


    「ヒュー！　やっばいよー、クリストフが自分でー睡眠薬食っちゃうぞー！　ヴォルフー、ネネのタンバリン取り上げて！　ひゃっほー！」


    　ヴォルフは小首を傾かしげながら、ネネからタンバリンを取り上げる。


    　タンバリンを失ったネネはまるで自動人形のように自然に不思議な踊りを再開させ……。


    「……もう、嫌いやだ」


    　ナディーネががっくりと肩を落とし悲しげに言う。


    「本当だね。この睡眠薬を食べたら眠るように死んで……」


    　クリストフが結局睡眠薬を食べそうになっている！


    　火竜もまたテンションを大きく落としている。もうどうでもよくなったのか、大きな後ろ脚を投げ出し、ぐったりと横になってしまった。


    「ヴォルフ……うまいことタンバリンを……渡したり、取り上げたり……。なにをやってるんだ俺は……」


    　こうなったらヴォルフにネネのコントロールを委ゆだねるしかない。


    　ヴォルフはタンバリンを渡し、取り上げ、また渡す。


    　その度に激しく上下するルディたちのテンション。


    　それは火竜も同様で、起き上がり、活動的になったかと思えば、またぐったりとうなだれたり、それを繰り返す。


    　もはや怒っているのか、落ち込んでいるのか、機嫌がいいのか、眠たいのか、火竜にとっても自分で理解できないだろう。


    　元気にしすぎると、火竜はルディたちに襲おそいかかる。逆にヘコましすぎると奥へと引っ込んでしまう。


    　人間を噛かみ殺すほどの元気はないが、ちょっと小腹は空すいている。


    　デトックスとか言いそうな女子が具だくさんのスープで軽く朝ご飯。そんな具合のテンションが必要だ。


    　タン……タン……タンタンタン……。ドン……ドンドン。シャン……ド、タン、シャン…………ドン、ドン……タン。


    　ヴォルフの絶妙なコントロール。


    　最後のタンバリンで火竜はナディーネとクリストフの合作、強力睡眠薬入りドラゴンまっしぐらスープに口をつける。


    　やはり味は竜好みらしく、一度食べてしまえば、ガツガツと……。


    　火竜はぺろりと平らげた。


    「よし、一いつ旦たん避難だ！」


    　それを見届けたルディはまだ踊りを続けそうなネネを強引に小こ脇わきに抱え、洞どう窟くつから駆け出る。


    



    　洞窟の入り口のすぐ外。


    　ルディたちは睡眠薬が効くまでしばらく外で待機する。


    「どうだったぁ？　私の踊り。感動したぁ？」


    　爽さわやかに額の汗を拭ぬぐうネネ。踊り切った充実感に満ちた笑顔。


    「…………」


    　ナディーネはただはにかむだけで言葉を返す余裕はない。


    　ルディとクリストフもまた精神がかなり疲ひ弊へいしている。


    　唯一、ヴォルフだけが、余裕がある様子。


    　ネネに対して熱心に踊りの感想を語っている。


    「よかったよ。二種類の踊りの緩かん急きゆうが最高に個性が出てたよ。これからも技術に囚とらわれるんじゃなくて、ハートを出してく方向性がいいと思うね」


    「やっぱりヴォルフだけが私の理解者なのさぁ！」


    　その言葉に満面の笑みを浮かべるネネ。


    「でしょ！　あとで一緒にチェキ撮ろう」


    　……なぜ火竜討伐の途中でチェキを撮るのか。


    　なんという緊張感のなさ。なんという自分の趣味優先。


    　とはいえ、そのおかげで命拾いしたのだが……。


    　──ここからは俺の出番だ。


    　ルディは気持ちを仕切り直す。


    　火竜が完全に眠っている保証はない。もし目を覚ましていて攻撃されれば命の保証はない。それに弱点は極めて小さい。そこを確実に一撃で突かなければならない。失敗すればこれもまた命にかかわるだろう。


    　家賃を滞納し、自分の勇者としてのアイデンティティに悩み、コーポ勇者のみんなにも迷惑をかけてきた。ここでビシッとキめないと男がすたる。


    「……みんな、お疲れ、あとは十分に睡眠薬が効いたタイミングで俺が止とどめを刺す。そうすればみんな晴れてドラゴン・キラーだ！」


    　ルディは疲れ切った自分の心を鼓舞するように力強くそう言うと、愛用のロングソードを手元に引き寄せる。


    「でも無理しないで。失敗したときはちゃんと逃げて」


    　ナディーネは心配そうな顔をしている。


    「大丈夫だ。俺はやれる」


    　そう言うとルディは親指を立てて見せる。


    



    　ナディーネ特製ドラゴンまっしぐらスープはすっかり平らげられていた。


    　その空からになったタッパーの正面に火竜の姿があった。


    　尻しつ尾ぽを身体からだに巻きつけて、目を閉じている。動きはなく、一定間隔の呼吸音が聞こえるだけ。


    　眠っているように見える。


    　ルディは慎重の上にも慎重を重ねて火竜に接近する。手にはすでに鞘さやから抜かれたロングソード。これを火竜の首筋の弱点に突き立てれば、晴れてドラゴン・キラーである。


    　すでに手を伸ばせば火竜の尻尾が掴つかめそうなほどの距離にまでルディは近づいている。


    　ちらりと後ろを振り返ると、洞どう窟くつの入り口で事の成り行きを見守るナディーネ、ネネ、ヴォルフ、クリストフの姿。


    　ルディは四人に向かって小さくうなずくと、大きく身を屈かがめ跳躍する。


    　足に自分のすべての力を込めて、そして協力してくれた全員の想いを乗せて。


    　ひらりと舞い上がったルディの身体は火竜の身体の上で頂点に達し、落下をはじめる。


    　ロングソードをかまえ、落下するルディ。その真下には火竜の首筋。ロングソードの切っ先がぶれることなくピンポイントで首筋の根元、一枚鱗うろこがはがれた部分へと突き立てられる。
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    　──よし！


    　ロングソード越しに伝わる、硬い物質を貫いた感触。


    　その後、ロングソードの刃が深々と突き刺さる。


    　これは仕留めた感触だ。


    　ルディの心に生じた一瞬の気の緩ゆるみ。それは本人ですら油断したことを自覚できないほどのごくわずかなものだった。


    　ルディにはその気の緩ゆるみを反省する時間は与えられなかった。


    　火竜の巨大な尻しつ尾ぽがルディの胸を打つ。


    　その衝撃でルディの身体からだはすっ飛び、洞どう窟くつの壁に激しく打ちつけられる。


    「ぐふっ！」


    　肺の中の空気を吐き出すルディ。


    　その直後、全身に痺しびれるような痛みが広がる。


    　口の中に広がる血の味。


    　そして視界には火竜の巨大な口。びっしりと並ぶ鋭利な牙きば。


    　──いつの間にこんな近距離に！


    　どうやら一瞬、意識がとんでいたらしい。


    　ルディは痛む身体を動かし、地面を転がり、火竜の顎あごから逃のがれる。


    　ルディが先ほどいた場所を火竜の牙が切り裂く。


    　もう少し長く気を失っていたら、あの牙がルディの身体を粉々に砕いたことだろう。


    　ルディは火竜の生命力に驚く。睡眠薬を飲ませて、首にはルディのロングソードが刺さったままの状態でこの攻撃。


    　ルディが真正面から挑いどんだのであればひとたまりもなかったであろう。


    　しかし、いまの火竜は万全ではない。先ほどのルディの攻撃で苦しそうに悶もだえている。


    　痛む身体に鞭むち打って、ルディは立ち上がる。


    　ルディは異変に気がつく。


    　火竜の頭部が揺らいで見える。巨大な口から立ち昇る陽かげ炎ろう。


    　高熱の火球が喉のどの奥から吐き出されようとしている。


    　おそらくその威力はいままで体験したことがないほどのはずだ。当たればおそらくルディは消し炭と化すだろう。


    　どうする……？


    　──勇者ってのは、ピンチのときほど前に進むもんだぜ。


    　ロットの言葉がルディの脳裏をよぎる。


    　ピッキング中に送られた言葉だったが、その言葉を信じようじゃないか。


    　ルディは真正面から火竜に突進する。


    　目の前で大きく開かれる火竜の口。その奥からせり上がる炎の塊かたまり。


    　しかしそれが放たれるよりわずかに早くルディは一気に跳躍する。


    　吐き出された火球は虚むなしく無人の地面にぶつかり火柱となる。


    　自慢の勇者ヘアをかすかに焦こがしながらルディは暴れる火竜の背中に取りつく。


    　振りほどこうと右へ左へと火竜が身体を振る度たびに強烈な痛みが全身を襲おそう。


    　しかしここで手を離せば、ルディにもう一度しがみつく余力は残っていない。


    　三歩でとはいかないが、火竜の背の上で全身を使って首へとにじり寄り、必死に手を伸ばすルディ。


    　ついにルディの手が首筋のロングソードにかかる。その柄えを掴つかみ、全体重をロングソードに乗せる。その刃は深々と突き刺さり、鍔つばの部分まで火竜の体内へと消える。


    　鼓膜が破れるほどの巨大な断だん末まつ魔まの叫びを上げる火竜。


    　その後ゆっくりとその巨体が倒れ、ついに動かなくなる。


    「うわぁ！　すごいのさぁ！　本当に倒したぁ！」


    　興奮しながらルディのもとへ駆けつけるネネ。


    　胸に飛び込もうとするが、ルディはそれを手で制する。


    　ドラゴンの尾で打たれた胸が激しく痛む。とてもじゃないが受け止められないのだ。


    　少し身体からだをふらつかせながら、火竜の首からロングソードを引き抜く。


    「ルディ、胸は大丈夫？」


    　ナディーネはそっと近づくと不安そうに言う。


    「ああ、痛いけど……なんとか」


    「あのトゲトゲの尻しつ尾ぽが当たって、よく無事でいられたね。すごくラッキーだよ」


    　クリストフに言われて、ルディは尻尾が当たった部分を確認する。


    　服にがっつりと穴が開いている！


    　尾の棘とげが刺さった跡だ。


    　……ということは!?


    　ルディは慌あわててその穴の周りを探る。


    　出てきたのはぐにゃりと曲がったフラグ爺じいさんのメダル。


    　こんなに小さいメダルに当たって、助かったのか……。まさに危機一髪、危なかった。


    「ルディ……まさか」


    　ヴォルフはその曲がったメダルを見て目を丸くしている。


    「ああ、このメダルが俺の命を救ってくれた。なにが幸運をもたらしてくれるかってわかんないものだな」


    「ルディ……古いよ！　古い勇者が好きなのは知ってたけど、助かり方が古すぎるよ！」


    　そっちの意味で驚いていたのか！


    「うるせえ！　たまたまだよ。ワザとじゃねーし、何が悪いんだよ！」


    　ルディは必死に反論するが、ヴォルフは聞いていない。


    「ねえ、ちょっと聞いて！　ルディがメダルで助かったって！」


    　みんなに向かっていらぬ報告をする。


    「うわー、古いのさあ」


    「古いねえ。いまどきそんな人はいないよ」


    　ネネとクリストフまで！


    　ひそひそとささやき合うふたり。


    　なんだか恥ずかしいことをやってしまったかのような気分になる。


    「なあ、ナディーネ、別にメダルで助かったっていいよな」


    　こうなると頼みの綱はナディーネだけである。


    「うん。本当に無事で帰ってきてくれてホッとしてるよ。私はルディが無事なだけで……。どれだけ古いパターンでも」


    　ナディーネはほんのり頬ほおを赤らめながら言う。


    「古いのは否定してくれないのかよ！」


    「なんか、ルディがそれは勇者じゃないとか他人にいっぱい言ってた理由がわかった気がするよぉ。ルディの勇者はすっごく古い勇者なのさぁ」


    「前から、ルディくんは妙に堅苦しいところがあると思ってたけど、まさかここまで古いスタイルの信奉者だとはねえ」


    「しょうがないね。変わってるんだよ。ルディって」


    　ヴォルフは眼鏡をクイッと上げると、そう結論づける。


    　まさかこの変わり者の集団に変わり者認定を受けるとは……。


    　火竜に尻しつ尾ぽでぶっ叩たたかれたよりも、精神的ショックは大きい。


    「お前ら……、古いとかじゃなくて、他に言うことはないのか。俺は命を懸かけて戦ったんだぞ！　ちゃんと労ねぎらえ！」


    　自分で「労え！」と要求するのは恥ずかしいことではあるのだが、もはやそうでもしないと、このロクでもない仲間からは労いの言葉が得られそうもない。


    「そうだよ。みんなルディを褒ほめてあげよう。いいじゃない、メダルで助かっても」


    「おい、そんなかわいそうな子みたいな扱いもやめろ！」


    　ナディーネがすかさずフォローしてくれるが、それはそれで気にくわない。


    「ほら、やっぱりルディくんは堅苦しいんだよ」


    「やっぱり変わってるね」


    「しつこいぞ、お前ら！」


    　火竜との命を懸けた戦い。その結果、ルディは古くて堅苦しい変わり者だと認定されてしまったのだった。
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    「ドラゴン・キラーおめでとうなのさぁ」


    　コーポ勇者に響き渡る乾杯の音頭。


    　なぜかネネの乾杯の音頭で、ドラゴンを見事討伐したことを記念しての祝賀パーティーはスタートした。


    　乾杯の音頭のあとはごちそうの数々に手を伸ばす。


    　すべて人気店からのデリバリー。食事用のテーブルに食べきれないほどのごちそうがぎっしりと並んでいる。もはや予算は度外視。食べたい物を食べたいだけ。


    　なにせコーポ勇者の住人たちは現在お金がある。


    　火竜の鱗うろこは思ったよりも高値で売れた。六人全員で分けても二～三か月は楽に暮らせる金額。


    　もちろんルディはそこから滞納していた家賃を払ったのだが……。なぜかちょっと悔しそうな大家の舌打ちが、いまだ耳から離れない。


    「あー、これ、知ってるのさぁ。人気のヤツだぁ」


    　ネネが目の前のパンケーキに歓声を上げている。


    　それはあの人気カフェのパンケーキだ。


    　路上でお茶さえ飲むことなく、パンケーキを食べている人を眺めていた日々、その復ふく讐しゆうとばかりに、ルディが買ってきたのだ。


    　それぞれが食べたかった物をここぞとばかりに加減せずに持ち寄ったせいで、勇者の祝勝会というより、山賊の酒盛りの光景である。


    　──まあ、いまとなっては勇者じゃないとか、そういうのはどうでもいいが。


    　ルディはその山賊的な喧けん噪そうの中で思う。


    　先ほどルディもパンケーキを軽くつまんでみたが、そんなに話題になるほどの美味おいしさとは思えなかった。手に入ってしまえば、大したことないのだ。


    　すでに手に入れたものではなく、まだ手に入れていないもの、これから遭遇する様々なイベントこそがルディの心をときめかせるのだ。


    　──しかも、それが起こる時は近い。


    　豪華な食事にも手を伸ばさず、ぼんやりしがちなルディ。


    　ルディの頭の中はドラゴンの予言でいっぱいであった。


    　苦闘の末、火竜を倒したルディ。


    　その直後、他のメンバーとは別れ、ナディーネとともに乙女おとめの島へと向かった。


    　もちろんドラゴンに試練の報告と、その報酬である予言を授さずけてもらうためだ。


    



    　──よくぞ　我が　　　　　試練を　　　　乗り越えた　　　　　若き勇者たちよ


    ならば　　　我も　　　約束を　　　　　　　　果たそうではないか──


    



    　ドラゴンはそう言うと、ルディとナディーネをかなり距離を取って立たせる。


    　これまで脳内に一括で届いていたドラゴンとの会話とは違い、予言はひとりひとり個別に届ける。そのためには一定の距離が必要らしい。


    　ドラゴンはまずはナディーネの頭の上に巨大な首をもたげる。


    　ドラゴンとナディーネはしばらくそのまま動かない。


    　ルディには聞こえないがおそらくナディーネへの予言が授さずけられているのだろう。


    　何度もうなずくナディーネ。


    　内容はまったくルディには察することができないが、目をまっすぐにドラゴンに向け覚悟を決めたように口を固く結んでいる。


    　その表情からはとても重要なことを告げられたようにも見えるが……。


    



    　──では　　次は　　貴様だ──


    



    　ドラゴンの言葉が、突然ルディの脳内に響く。


    　ゆっくりとドラゴンの大きな首がルディの頭上へと移動する。その巨大な頭が作り出す影に入り、辺りが急に暗くなる。ドラゴンはまるでルディの匂においを嗅かぐかのようにそっと鼻面を近づけた。


    



    　──貴様は　それほど　　遠くない　　　未来　　　魔王と　　対たい峙じする


    　そして　　　貴様は　　　重大な選択を　　迫られる──


    



    「えっ!?　まお……」


    　あまりの予言にルディは思わず声に出して言葉を返してしまいそうになり、慌あわてて口をつぐむ。ドラゴンとの会話はただ思えばいいのだ。


    　──俺は魔王を倒せるんですか？　それとも……。


    



    　──倒すか　　倒さないか　　　　それとも　　また別の　　形となるか　　　それは


    　　貴様が　　決めること──


    



    「そんな……」


    　ルディは肝心のことを聞くことができず、思わずドラゴンを睨にらみつける。


    



    　──そんな顔を　するな　　　　　それから　これは　　予言でなく　　アドバイスだが


    　若き勇者よ　　　　　　あまり勇者に入れ込みすぎるな　　勇者も


    　　　　　そして　　　　　　　　　　魔王も　　　それほど　　大したものではない──


    



    　ルディは脳内で何度も「どういうことか？」と尋ねたが、ドラゴンからの返事はない。


    　もうこれ以上話すことはないようだ。


    　ルディの頭上から鼻面を離し、まっすぐに首を持ち上げ、翼つばさを広げる。


    



    　──また会おう──


    



    　翼を大きく上下させると、すさまじい砂ぼこりを巻き起こし、ドラゴンが舞い上がる。


    　風に乗ってグングン上昇するドラゴン。その姿はすぐに見えなくなってしまった。


    　こうして、火竜討伐の褒ほう美びであるドラゴンからの予言は終わった。


    　──魔王と対たい峙じする。


    　短い言葉ではあったが、恐ろしい内容だ。


    　ルディが伝説の英雄となることを告げたのか、それとも死の予言であったのか。


    　そんなことがグルグルと頭を回り、パンケーキの味などまったく気にならないのだ。


    「なあ、ナディーネはどんなこと言われたんだ？」


    　ルディは隣に座るナディーネに尋ねる。


    「ないしょ。言っちゃダメだから、ドラゴンさんはお互いを離したんでしょ」


    「まあ、そうなんだけどさ。ちょっとくらいいいんじゃねーの？　いい予言だった？」


    「ないしょ」


    「悪い予言だった？」


    「ないしょっ！」


    　ナディーネはそれだけ言うと、パンケーキを美味おいしそうに頬ほお張ばる。


    　ニコニコしているが、絶対に教える気はないようだ。


    　ナディーネはこう見えても頑固なところがある。いまはなにを言ってもヒントすらもらえないだろう。


    　──一いつ旦たん諦あきらめるしかないな。


    　ルディは気分を切り替えて、いまはパーティーを楽しむことにする。


    　予言さえなければ、いまルディは大はしゃぎしているはずだ。


    　なにせドラゴン・キラーの称号を得るのである。


    　まだ申請中だが、しばらくすれば、認定証が届くはずだ。


    　その認定証さえあれば、潰つぶしが効く。とくにルディの夢である健康のための剣術ワークショップで老後を過ごす計画のためには効果抜群だ。


    「これからはドラゴン・キラー系アイドル勇者評論家としてやっていく。ようやく僕の時代が来たよ」


    「私は殴って踊れて、ドラゴンを殺せるアイドル勇者になるのさぁ。アーニャちゃんは？」


    「……私は名義貸し」


    　実にアーニャらしい回答……。とにかく、それぞれに希望に満ちた前途が開けてきたということなのだ。


    　当座のお金はある。将来に希望が出てきた。この状況なら、なにをしたって盛り上がる。


    　みんな食べられるだけ食べて、騒げるだけ騒ぐ。


    　コーポ勇者に入居してからこれほど大騒ぎをした記憶はない。


    　いつの間にかネネがタンバリンを叩たたきだしている。


    　もうこうなると、興奮状態が止まらない。


    　全員がどういうわけか「塩コショウ、最高！」の連呼をはじめてしまった。


    　本来ならツッコんでやめさせるところだろうが、ルディもまたタンバリンの影響下にある。


    　火竜を倒せたのも日々の食事による身体からだづくり、つまりは塩とコショウのおかげのような気がしてきた。


    「塩、コショウ、最高！」


    　ルディも結局その連呼に加わってしまう。


    　これまでにない異常な盛り上がり。


    　それがコーポ勇者の住人たちの注意力を奪う。


    　大はしゃぎする住人たちの間をかき分けて、よろよろと歩く小柄な女性の姿。


    　ボロボロのローブ姿。同じくらいボロボロの古地図をじっと見つめながら、勝手にリビングの中を歩き回る。


    　本来ならすぐに気がつくはずの侵入者だが。


    「あーっ、ソニアちゃんだ！」


    　最初にその姿に気づいたのはネネだった。


    　そのおかげでタンバリンのリズムが止まる。次々に我に返るコーポ勇者の住人たち。


    　ソニアの姿は前にもまして、みすぼらしく見える。


    　どこか調査旅行にでも行ってきた帰りなのだろうか……。


    　古地図を睨にらみながらなおもリビングをウロウロするソニア。地図に集中して周りが見えてないようだ。


    　ルディはそのフードを掴つかんで、動きを止める。


    「おい、なんでここにいるんだ？」


    「えーと、君はー……」


    　ソニアはルディの顔をぼんやりと見つめるが、すぐに地図に視線を戻してしまう。


    「おい、なんか言え！　せめて『こんにちは』とかさ！」


    　他人の家に勝手に入ってきておいて、相変わらずのマイペースっぷりである。


    　ひたすら古地図と周囲の状況を見比べている。


    「おいって！　お前の紹介してくれた会長。美容協会の会長だったじゃねーか」


    　ルディの話にまったく反応しない。


    　なにごとかひとりでブツブツと呟つぶやいているが……。


    「やったー！　ここだ！　やっと魔王の城にたどり着いたぞー！　ってあれー？　ここって……、えーと、えーと……ぐぅ」


    　突如そう叫ぶと、ソニアは万歳しながらソファーの上に倒れ込んでしまった。


    「おい、なんだ？　どうした……」


    　ルディが身体からだをゆすっても反応がない。


    　ここまで来るのによほど体力を使ったのか、力尽きて眠ってしまっている。


    　まるで最初にソニアが現れたときとそっくりだ。


    　──それにしても、いま魔王がどうのこうのって……。


    　どうやらソニアはいまだ魔王の復活について調査を続けているらしい。


    　これも予言による導きなのだろうか。


    　まずはソニアを起こさないと……。


    　タン……タン……タンタンタン……タ、……タン……シャン……タン……シャ、タン………………………タン…………シャン……タ、……………………タン。


    「ヒュー、塩コショウ最高っ！」


    　ルディの思考はタンバリンのリズムにかき消されてしまった。


    　こうしてルディは朝までなにもかもを忘れて踊り明かしたのであった。

  


  
    　あとがき


    



    　前略。いつもお世話になっております。川かわ岸ぎしの母でございます。


    　息子がもうあとがきを書きたくないと、ぐずって部屋から出てきません。


    　大変申し訳ないのですが、代筆させていただきます。


    　私もあとがきをちゃんと書くように何度も言って聞かせたのですが、「お昼に食べたチャーハンがベタベタして美味おいしくなかったから、書く気が起きない」とのこと。


    　いまは部屋でインターネッツをカチャカチャとするばかりです。


    　ライトノベルズを読んでくださっているみなさん、ごめんなさいね。


    　昔は本当に真ま面じ目めでいい子だったんですよ。渡わた部べさんも真面目でいい子だって褒ほめてたんですよ。それなのにいつの間にかこんなになっちゃって。チャーハンだって、私は美味しくできたと思っているんですが……。


    　息子が「謝辞を書け」とメールしてきました。


    　あとがきではいろんな方にお礼を書かなければいけないとのことです。家の中にいるのだから、部屋から出てきて直接話せばいいと思うのですが……。とにかく謝辞を書かせていただきます。


    　ライトノベルズの絵を描いている、すまき様。


    　いつもライトノベルズの絵を描いてくださっているそうで、大変お世話になっております。


    　今回は息子がスネてしまい申し訳ありません。すまき様のご機嫌はいかがですか？　スネておりませんか？　寒さが厳しいなかライトノベルズの絵を描くのは大変な作業だと思います。絵具を洗うバケツの水も冷たいことでしょう。しもやけになったら、アロエを塗るといいそうですよ。


    　担当の岩いわ浅あささま。


    　担当というお仕事がどのようなものか存じ上げませんが、担当してくださってありがとうございます。息子も担当されると喜ぶタイプかと思いますので、今後もなにかと担当してあげてください。寒いなか、担当をされていると、しもやけになることも多いと思います。しもやけになったらアロエを塗るといいそうですよ。


    　渡部さんにも謝辞を。いつもお世話になってます。


    　雨の日洗濯物を取り込んでくれたりしてありがとうございます。


    　年の瀬はお互い慌ただしいと思いますが、アロエを塗って頑張りましょうね。


    　読者のみなさまもいつもライトノベルズを読んでくださりありがとうございます。息子もライトノベルズを書いているときは機嫌がよさそうです。これからも「勇者も勇者も勇者」をよろしくお願いしますね。次は自分であとがきを書くよう、よく言っておきます。


    
      川岸母より　

    

  


  
    川岸殴魚


    Ougyo Kawagishi


    



    ここでキーワードの発表です。四巻のキーワードは「て」。最終巻までのキーワードを書いて、僕にメールかツイッターのリプライなどで送ってくれたら、プレゼントを！　商品はキーワードそのもの。四巻で終了の場合は蟹のハサミ部分をお送りします。
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